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2 殺人姫と林監学校
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おい、ブタ野郎どもッ！」

　落書きだらけの広い体育館に、舌っ足らずなロリータボイスが響く。

　おかっぱ頭に愛らしい童顔、小さな身体からだにブランド物のスーツをまとった女教師――久く瑠る宮みや聖ひじりは、一段高い舞台上から床を見下ろし、クリクリとした瞳ひとみを細めた。

　そこでは総勢三十一人の少年少女が整列し、幼稚園児か小学生にしか見えない久瑠宮を仰あおいでいる。黒い横じま模様のジャージに身を包んだ生徒たちは、

「「「はいっ！」」」と元気に声をそろえて、久瑠宮の呼びかけに答えた。

　教師と生徒ではなく、まるで看かん守しゆと囚しゆう人じんのように……。

「我らが学び舎や《プルガトリウム更こう生せい学がく院いん》に入学してから、早三ヶ月。最初のうちはクズ同然だった貴様らも、いい具合に調ちよう教きようされてきたではないか。ちっとも成長しないブタ――モヒカン頭のゴミクズ野郎を除のぞけば、遅刻者もなし。上出来だぞ。ククク……ひとまず、及きゆう第だい点てんをくれてやろう」

　言い終えると同時、担かついでいた鉄パイプを振り下ろす。

　こびりついた血肉が飛び散り、最前列の少年――神かみ谷や京きよう輔すけの頰ほおを濡ぬらした。

　だが、京輔は動じない。表情一つ変えることなく、

「「「ありがとうございますっ！」」」と斉せい唱しようし、暴力的な視線を受け止める。

　久瑠宮は「ふんっ」と鼻で笑った後、鉄パイプを担ぎ直して、

「しかし、アレだな……おもしろくない。従じゆう順じゆんなのはいいのだが、温順すぎるというのも考えものだ。貴様らはきっと、こう思っているのだろ？　わたしたち教師が相手でも『黙だまって従い続けていれば』『歯向かわなければ』『校則ルールを守れば』……大丈夫だ、と。その態度は間違いではない。正しいだろうよ。だがなァ――」

　瞬間、久瑠宮が気配を一変させた。

　弄もてあそぶような愉ゆ悦えつが消え失うせ、冷たい憤ふん怒ぬが瞳に宿る。

「その姿勢は、考え方は――生ぬるい。○○してれば大丈夫……だと？　ナメ腐くさるのも大たい概がいにしろ。そんなものは、表面的な隷れい属ぞくに過すぎない。瞳を見れば、一目瞭りよう然ぜんさ。わたしを見る、貴様らの目……そこに浮かんだ恐怖や畏い怖ふが、入学当初に比べて遥はるかに薄くなっているのが、丸わかりなんだよ！　わたしに対する畏い敬けいが薄まれば当然、忠誠心も弱まる。いい子の皮を被かぶったところで、根っこが変わっていなければ、真に更生したとは言えないからな。そこで今回、このような『特別行事』を開かせてもらった」

　言って、久瑠宮がどこからともなくＢ５サイズの小冊子を取り出した。

　臙えん脂じ色いろの表紙には、仰ぎよう々ぎようしい書体でこう記しるされている。







　　プルガトリウム更生学院

　　林りん監かん学がつ校こうのしおり







　林間学校ではなく、《林監学校》。

　プルガトリウム更生学院が行う、二泊三日の校外学習へと出発するために、京輔たち一年生はこうして早朝――五時半から、体育館に集合させられていた。

　京輔の背後で「……ふわぁ」と、さも眠たげなあくびが漏もれる。

「今回行う林監学校は、学院での日々に慣れ、たるみ始めた貴様らの性根を過か酷こくな環境下で叩たたき潰つぶして畏怖を植えつけ、忠誠心を刷すりこむためのイベントだ。今日から三日、貴様らブタを引いん率そつするのは、一年Ａ組担任のわたしと――」




「一年Ｂ組担任の俺、毒ぶす島じま霧きり都とです」




　久瑠宮の言葉に割りこみ口を開いたのは、スーツ姿の冴さえない中年男性だった。

　上着はヨレヨレでシャツはシワシワ、目の下にはクマが浮ういている。

　舞台袖そでから現れた男――毒島は、伸びさらしの髪をかきつつ気まずそうに、

「すみませんねぇ、久瑠宮先生……俺の大事な『お友達』がいなくなっちゃいまして。探していたんですよ。いやぁ～、無事に見つかってよかった！　それで、ええっと……どこまで説明しました？　久瑠宮先生ばかりにしゃべらせちゃうのもどうかと思うんで、残りは俺が引き継ぎますよ。ほら、年齢的にも久瑠宮先生の方が先輩ですし。ここから先の進行は、後輩である俺に任せて――」

「――引率するのは、一年Ａ組担任のわたしと、プルガトリウム更生学院《風ふう紀き委い員いん》のメンバーだ。徹底的に引きずり回してやるから、覚悟しておけ！」

「おや、無視ですか？　ひどいなぁ。しかも俺、今サラッとハブられましたよね？」

　申し出どころか存在すらも邪じや険けんにされ、毒島がどんよりとしていた。

　久瑠宮は毒島を鬱うつ陶とうしそうにチラ見した後、何事もなかったかのように、

「我が校の風紀委員は、上級生の中でも特に成績優秀な者たちで構成される、選せん抜ばつ委員会――つまり模範囚エリートだ。林監学校では、わたしの手となり足となり、躾しつけの手伝いをしてもらう。では早速、紹介してやろう」

　――貴様ら一年生が世話になる、風紀委員の連中を。

　久瑠宮がそう口にした、直後。

　毒島が現れた袖とは逆の下手から、制服姿の男女が姿を現す。

　学院指定の夏服――半袖にベスト、横じま模様のネクタイやリボンをきっちり着けた彼らの左腕には、『風紀委員』と書かれた黄色い腕章が通されていた。

　久瑠宮の背後にひかえるようにして、横一列に並んだ生徒は全部で八人。

　糸目で細身の少年もいれば、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男もいる。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの三みつ編あみ少女もいれば、足首までスカートを伸ばしたスケバン風の女子もいた。

　中でも特に印象的なのは、向むかって右端に立つ、見み目め麗うるわしい女子生徒である。

　蜂はち蜜みつ色いろのロングヘアに翠玉色エメラルドの双そう眸ぼう、病的なほど白い雪ゆき肌はだ。最高級のビスクドールを思わす美少女は、列から一歩踏み出すと、優ゆう雅がな所しよ作さでゆっくりと一礼。




「新入生の皆さま、初めまして。プルガトリウム更生学院、三年Ａ組――風紀委員長の紗しや魔ま夜や沙さ姫きですわ。外国生まれの日本育ち、フランス系アメリカ人の母と純日本人の父を持ちます、十七歳ですの。どうぞ、よろしくお願いいたします」




　うやうやしく自己紹介をした後、やんわり微笑ほほえんでみせた。

　まるで、美少女――紗魔夜を中心に、無数のつぼみが花開いたかのようだ。

　男子生徒はもちろん、女子生徒までもが見み惚とれ、目を奪われる。

　京輔も思わず「……おおっ」と声を漏らしていた。

　どうしようもない異常者ばかりが集まるこの学院に、よもやここまでまぶしい笑顔の持ち主がいるとは。掃はき溜だめに鶴つる、地じ獄ごくで仏に会ったような気分だ。

　日本人離れした翠玉色の瞳は、宝石と見まがうほどに美しく、かもし出される貞てい淑しゆくな雰ふん囲い気きと相まって、健全な心の持ち主だということがヒシヒシ伝わってくる。

　加えて、なんというかこう、背中の辺りにビシビシと――。

「……チッ」

　真後ろから、聞こえよがしな舌打ちが漏れた。

　感じ続けているのは、殺気だろうか……。しかし、理由がわからない。

　狼ろう狽ばいする京輔の耳に、紗魔夜のゆったりとした声が届く。

「わたくしたち風紀委員が行うのは、久瑠宮さまのサポート。けれどわたくし、手荒な真ま似ねをするつもりは、一切ございませんわ。貴方あなたがた一年生の皆さまが、少しでも林監学校を楽しめるように――そして、一日でも早く更生できるように。誠心誠意、努つとめてまいりますの。悩みごとなどございましたら、遠えん慮りよなくご相談してくださいましね？」

　髪をなでつけ、微わ笑らう紗魔夜に、生徒たちはすっかり心奪われていた。

　舞台の端でうずくまり、「久瑠宮さまのサポート……あれ、俺は？　俺のサポートは？　どうして皆、俺をハブるんですか……ひどくないですか？」とブツブツ呟つぶやく毒島を見ている生徒は一人もいない。なんとも不ふ憫びんな教師である。

　この場の空気はもはや完全に、紗魔夜が掌しよう握あくしてしまっていた。

　ステージ下から捧ささげられる、後輩たちの熱い視線を受け、紗魔夜がその魅力的な笑顔を満足そうに収め――ようとした、次の瞬間。




「ああ、そうだな……貴様ら一年生も、紗魔夜をよぉ～～～く見習え？　何せコイツは学年トップの殺害人数を誇る連続猟奇殺人犯であり、入学当初は残ざん虐ぎやく非ひ道どうな《殺さつ人じん姫き》として畏おそれられていた、問題児中の問題児だったのだからなァ……ククク」




　久瑠宮の口から告げられた言葉に、皆の思考が停止する。

　……学年トップ？　連続猟奇殺人犯？　久瑠宮は一体、何を言っているんだ。




「殺人方法は多彩、殺人対象は多種、殺人現場は多様な、バラバラ連続殺人。一つ一つの事件に共通点がなさすぎて、同一人物の犯行だとは思われなかったという。二十人目と二十一人目の被害者は、実の父親と母親だ。この親殺しで紗魔夜が逮捕されてから、あの事件もこの事件も、紗魔夜一人の手で行われていたことが発覚し――検挙時は二人殺しただけと思われていた殺人犯が、実は二十一人殺した稀代の連続猟奇殺人犯だったと判明したのさ。犯人がまだ十四歳になったばかりの小娘だということも含めて、その事実はあまりに衝撃的センセーシヨナルすぎた。ゆえに真相が公表されることはなく、秘密裏に葬ほうむられることとなり、この学院へとブチこまれたんだよ」




　……ちょっと待て。今、なんて言った？　――二十一人？

　いくらなんでも、あり得ない。京輔が殺したことになっている『十二人』という殺害人数でもケタ違いなのに、紗魔夜の殺害人数はさらに倍。きっと何かの冗談だろう。

　あれほど綺き麗れいな目をした先輩が、二十一人殺した《殺人姫》なはずがない。

　事実、紗魔夜もポカンとした表情をして、




「それをバラしちゃ、ダメですの」




　…………普通に、認めてしまっていた。

　京輔の中の紗魔夜が、心優しい先輩が、温かい笑顔が――木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちる。

　他の生徒たちも、胸をつかんでしゃがみこんだり、頭を抱えてかきむしったり、左腕を押さえて「ぐあああああああ!?　鎮しずまれッ！　鎮まるのだ《片翼の死天使アズリエル》！」などと絶叫したりし、ショックに打ちのめされていた。

　京輔の後ろで「……ざまぁないのよ、バーカ」という呟きが聞こえる。

　騒ぎに負けじとメガホンを取り出し、紗魔夜が声を張りあげた。

「ちょっ……皆さま、落ち着いて！　おっ、落ち着いてください！　わたくしは確かにかつて、二十一人もの方々を手にかけましたわ。それは、まがうことなき真実ですの。

――け・れ・ど！　わたくしは、生まれ変わったのです。更生したのですわ！　こんなわたくしでも、高こう潔けつな淑しゆく女じよになることができたのです！　先生がたの……いえ、久瑠宮さまのたゆまぬご調教によって、身も心も清せい廉れん潔けつ白ぱくにっ！」

　瞳をキラキラ輝かせ、胸に手を当て力説する紗魔夜。

　いつの間にやら、舞台上から姿を消してしまっていた毒島の「……今、先生がたって言いかけたのに、なんでわざわざ訂正したんです？　イジメですか、コレ？」という声が舞台袖から聞こえてきたが、誰だれも気にしていないだろう。

　必死に弁明する紗魔夜のことを、久瑠宮がニヤニヤ眺ながめている。

　一方、他の風紀委員は、そろいもそろって無反応。

　背筋をピンと伸ばしたまま前を向き、まばたきもせず直立していた。

　その姿はどこか彫ちよう像ぞう――作り物めいていて、不気味な威い圧あつ感かんを放っている。

「だから皆さま、ご安心してくださいましっ！　たとえ、何人殺していようと……戻れる道はあるのです！　自分が犯した罪を背せ負おって、歩き続けることは可能なのですっ！　ええ、そうですわ……どんなにたくさん、人を殺していようとも」

　――そのとき、ふいに。

　京輔と紗魔夜の視線が、重なった。

「…………ッ!?」

　ドキリとする京輔に、紗魔夜は笑顔を浮かべると、翠玉色の瞳を細める。

　柔やわらかな表情は、こう語りかけてくるようだ。




『心配いりませんわよ、神谷さん？　二十一人殺したこのわたくしが、更生できたんですもの。貴方も必ず更生できますわ！　わたくしたちと一緒に、頑がん張ばりましょう？』




「……………………」

　紗魔夜の熱い眼まな差ざしから目を逸そらし、京輔はげんなりとした。

　背後から「……よかったじゃない、京輔。モテモテで」と、声がかけられる。

　京輔がジト目で振り向くと、赤あか錆さび色いろの髪と瞳をした美少女が、プイッと顔を背そむけて、「……ふわぁ」とわざとらしい生あくびを漏らした。




　プルガトリウム更生学院――未成年の殺人犯が集まる、異常な学び舎。

《十二人殺した殺人鬼》というド派手な冤えん罪ざいを着せられ、無理やりこの学院へブチこまれた京輔に、心休まる時間はほとんどないらしい。

　犯してもいない罪に惹ひかれて、おかしな輩やからが次から次へと寄ってくる。




　そうして迎えた、二泊三日の林監学校。

　今回もまた、面めん倒どう臭くさい事態になりそうだ――と、京輔は早くも天を仰いだ。





















　プルガトリウム更こう生せい学がく院いんは、絶海の孤島に建てられている全寮制の学校だ。

　普段は決して出ることのない、コンクリート壁とフェンスで取り囲まれた敷地の外には、鬱うつ蒼そうとした森林地帯が広がっていた。左右の視界を木々の緑みどりが埋うめ尽つくす中、踏み均ならされた林道を、京きよう輔すけたちはえっほえっほと走り続ける。重たいリュックを背せ負おわされたまま、林りん監かん学がつ校こうが行われる宿泊施し設せつ――《辺へん獄ごくの家》を目指して。




「おらおらおらアアアァ！　キビキビ走れ、ブタどもォ！　わたしよりペースが遅れた奴にはキツ～い鞭むちをくれてやる！　走れ走れェ、血ち反へ吐どが出るまで走れエエエェ！」




　最後尾では、久く瑠る宮みやが鉄パイプを振りかざし、生徒をあおりまくっていた。

　そこから十分離れて走りつつ、京輔は先導する風紀委員の背中を眺ながめる。

　息を乱すことなく、淡々と走り続ける彼らは全部で四人。

　その中に、風紀委員長である紗しや魔ま夜やの姿は見当たらなかった。

　残りのメンバーと一緒に、京輔たち一年Ａ組の後ろ――一年Ｂ組の方を担当しているのだろう。そのことにひとまず安あん堵どしながら、京輔は呟く。

「二十一人殺してるとかヤバすぎるだろ、あの委員長……さすが学院一位だぜ」

「……そうね。世界でも、十指に入る殺害人数なんじゃない？」

　すると、すぐさま反応があった。見れば、赤あか錆さび色いろのポニーテールを揺ゆらして隣となりを走る女子生徒――紅あか羽ばね鋭えい利りが、口を『へ』の字にひん曲げている。

「……しかも、シリアルキラーでしょ？　マスマーダーとかスプリーキラーなら、まだわかるけど。シリアルキラーで二十一人だったら、たぶん五本の指に入るわよ」

　――鋭利いわく、大人数を殺した殺人犯には、三つのタイプが存在するらしい。

　まずは《大量殺人犯マスマーダー》。一つの場所で、一度に大量の人間を殺害する殺人犯だ。京輔が被かぶせられている冤えん罪ざいや銃乱射事件などが、このタイプに該がい当とうするとのことだった。

　続いて《無差別殺人犯スプリーキラー》。二つ以上の場所で、短期間に殺しを行う殺人犯である。名の『スプリー』は「お祭り騒ぎ」を意味し、犯行は一過性。標的も無差別が多い。

　そして、最後に《連続殺人犯シリアルキラー》。まとめてではなく、一件ずつ殺しを行う者で、殺しと殺しの間は社会にまぎれ、普通に生活しているタイプの殺人犯だ。

　異常性せい癖へきや猟りよう奇き趣しゆ味みを隠し持ったサイコパスが多く、被害者や殺害方法になんらかの共通点が存在している場合がほとんど。殺しの間かん隔かくが短いほど捕つかまりやすいと言われ、マスマーダーやスプリーキラーに比べると、殺害人数は少なくなりがちだという。

「ただ、あの女が起こした事件は関連性が薄すぎて、捜査が難なん航こうしたんでしょうね……しかも、すっごく理性的だわ。あんな女が二十一人殺してるなんて、未いまだに半信半疑なくらいだし。歳としもあたしとほとんど変わらない、素しろ人うと風ふ情ぜいが――」

　言って、鋭利がリュックの紐ひもを握にぎりしめた。

　表向きには《六人殺した殺人鬼》とされている鋭利だが、実際は殺人犯ではなくプロの殺し屋――《暗殺者アサシン》である。にもかかわらず、人を殺すことができない鋭利にとって、一般人でありながら二十一人も殺すことができた紗魔夜は、理解しがたい存在なのだろう。険けわしい瞳には、疑念と恐怖、嫉しつ妬とと憧どう憬けいめいた光が浮かんでいた。

　そんな鋭利を元気づけるため、京輔は努つとめて明るい声を出す。

「け、けどさ！　もうすっかり更生されてるんだし、平気だろ？」

「だといいけどね……」

　鋭利は短く答えたきり、黙りこんでしまった。

　狂ったようにわめき続けるセミたちの絶ぜつ唱しようが、緑の天てん蓋がいから降ふり注そそいでいる。

「……ていうか、京輔」

　しばらく無言で走った後、鋭利が再び口を開いた。

　何やら視線を感じたので隣を見ると、

「…………なんだよ」

　鋭利が半はん眼がんを向けてきている。瞼まぶたの半分降りた瞳で恨うらめしそうに、

「あんたさ。出発式のとき、あの女にデレデレしてたでしょ？」

「えっ。デレデレって、お前……何言ってんだ？」

　突とつ拍ぴよう子しもない詰問に驚き、訊きき返す京輔。鋭利は唇くちびるをとがらせて、

「……別に。ただ、京輔は相手が美人でありさえすれば、二十一人殺した異常者だろうと興奮できちゃうヘンタイだったんだ……って思っただけよ」

「いや待て、最初はわかってなかったろ？　あの先輩が二十一人も殺してやがるとか。そうと知ってりゃ、オレだってさすがに――」

「あっそ。つまり、最初はデレデレしてたのね……うん、よくわかったわ」

　赤錆色の瞳が細まった。京輔の額ひたいに、嫌な汗あせがにじむ。

「誘導尋問!?　いや、だって……なぁ？　あんなに綺麗で、しかもすっげぇ優しそうな先輩を見たら、男は誰だれでもグッとくるっつぅか、ときめくっつぅか――」

「…………へぇ？」

　鋭利の目がさらに細まり、不穏な光を帯びた。

　額に湧わいた汗が流れ出し、だらだら伝い落ちていく。

「…………な、なんだよ」

「別に」

　しれっと言うなり視線を外して、鋭利が走る速度を早めた。

　並んでいた京輔を追い越し、自分だけさっさと先に進んでしまう。

　その際、「ふぅん……京輔は、ああいうのがタイプなんだ……ふぅん？」と、何やらボソボソ呟つぶやいていたが、ほとんど聞き取れなかった。

「たぶん『死ねばいい』とか言ってんだろうけど。何怒ってんだ、アイツ？」

　遠ざかっていく鋭利を見つめ、京輔が当とう惑わくしていると、




「はぁ……はぁ……ひぃ……ひぃ……もうだめ……らめれすうううぅ～～～っ！」




　新たな女子生徒が一人、息も絶たえ絶だえ追いついてくる。

　ふわふわとした栗くり毛げショートの女の子――五十嵐いがらし舞まい那なだった。

　小さな手足をよたよた動かす舞那は、いっぱいいっぱい。

「はぁ、はぁ、ひぃ……はぁ、はぁ、ひいいいぃ……ぜぇ……ぜぇ……」

　しゃべることはもちろん、呼吸すらままならない状態である。

　京輔は苦笑し、ペースを落とした。

「キツそうだな、舞那。オレも一緒に走ってやるから、頑がん張ばろうぜ！」

「ふぇ!?　あ、は、はい……ありがとうございますっ！　ひぃ……はぁ……」

　辛つらそうだった表情をゆるめて笑顔を浮かべ、またすぐ辛そうになる。

　舞那は「ぜぇ……ぜぇ……はひぃー」と、懸けん命めいに手足を動かしていた。

　酸さん素そを吸すおう吸おうとするあまり、呼こ吸きゆう困こん難なんにおちいっている。

「あー……吸いすぎると、あんまりよくないぜ？　ラマーズ法ってわかるよな、妊婦が出産するときの。あんな感じで、リズムをつけて――」

「ひっ、ひっ、ふぅー……ひっ、ひっ、ふぅー」

「おおっ、うまいぞ！　そんな感じで、ひっ、ひっ、ふうううぅ！」

「ひっ、ひっ、ふぅー……ひっ、ひっ、ふぅー」

「力んで、力んで！　頑張れ、舞那。ひっ、ひっ、ふぅー」

「ひっ、ひっ、ふうううぅ――うっ、産まれます！」

「何が!?」

「おら、そこオオオオオオォ！　何をペチャクチャしゃべっている!?　口を動かす暇ひまがあったら、足を動かせエエエェ！　下の口に、コイツをねじこまれたいのかアアアァ!?　恐怖をはらませてやるぞォ、恐怖をオオオオオオオオオオオオォ！」

　そのとき、久瑠宮の怒ど号ごうがとどろいた。

　どうやら、随ずい分ぶんペースが落ちていたらしい。振り返ると、すぐ近くに久瑠宮がおり、鉄パイプを掲かかげて怒り狂っている。舞那が「ひいっ!?」と飛びあがり、

「いにゃああああああああああああああああああああああああぁ!?　貞てい操そうだけはっ！　貞操だけはあああああああああぁ!?　た、助けてええええええええええええぇ!?」

　久瑠宮から逃げ出すように、絶叫しつつ急加速。

　林道に転ころがる枝えだ葉はや石っころを蹴け散ちらかし、驚き顔で振り返った鋭利を追い抜くと、先導する風紀委員の先輩たちまで追い越したところで、

「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　――勢いよくコケた。

　危うく巻きこまれかけたスケバン風の風紀委員が、「うおっ……な、なんだぁ!?」と飛びのく。一方、その他のクラスメイトたちは『……またかよ』という呆あきれ顔で、地面に突つっ伏ぷす舞那へ視線をやっては、通りすぎていった。

「ちょっと……だ、大丈夫!?」

「お、おい……大丈夫かよ!?」

　慌てて駆け寄る、鋭利と京輔。舞那は「ううっ……」と身体からだを起こし、

「……は、はい。もうまんたいです……くしゅくしゅ」と、顔についた汚れを払はらう。

　それから、すぐに走り出そうとする舞那だが――。

「はぅ!?　痛いです……擦すりむいちゃいました。あうあう」

　踏み出しかけた右ヒザを押さえて、急停止。瞳をうるませた。

　見れば、頰ほおにも細かな傷ができている。そんな舞那を、京輔は――。

「……ほらよ、っと」

「はわぁ!?　きょ、京輔くんっ!?　な、なななな、何を……」

「ん？　ああ、いや……こうした方が楽かと思って。余よ計けいなお世話だったか？」

　お姫さま抱っこ。舞那を両手で抱えあげ、そのまま走り出したのだ。

　舞那が驚き、きゅっと身体を縮ちぢこまらせる。

「あ、いえ……余計なお世話とかでは、その……な、ないんですけどぉ……京輔くんが大変なんじゃ？　あ、あの……やっぱり重たいですよね、わたし。はわわ」

　しどろもどろに尋たずねる舞那の顔は、耳まで真まっ赤かに染そまっていた。

　恥ずかしくて仕方がなさそうな舞那に、京輔は笑う。

「重たくねぇから、平気だよ。体力には自信あるんだ。女の子を一人抱えて走るくらいなら、どうってことねぇさ。舞那が、嫌じゃなければな？」

「…………っ!?」

　舞那が大きく瞳を見開き、うつむいた。腕の中、くすぐったそうに身をよじってから「い、嫌なんかじゃ……ないです」とはにかむ。

　微笑み、京輔は舞那の身体を優しく抱え直した。なるべく振動を殺して、足場の悪い林道を駆ける。舞那が怖おず怖おずと、上うわ目め遣づかいに京輔を見あげた。

「あにょ、そにょ……ありがとうございまちゅ！」

「いいってことよ。これでも班長だしな。班の仲間を手助けすんのは、当然さ」

「……………………」

　舞那を抱えて走る京輔の後ろで、鋭利はムッツリ押し黙っている。

　鋭利と舞那――それにプラス一名、久瑠宮に対して朝っぱらからケンカを吹っかけ、開始そうそうブチ殺された男子生徒の三人が、京輔と同じ『Ａ組四班』だった。

「つぅかさ、鋭利。お前、さっきから何怒ってんの？」

「……ハァ？　怒ってなんかないけど、別に。死ねばいい」

「お、怒ってるじゃねぇか……なんだよ、お前も抱っこしてほしいのか？」

「んっ……なわけないでしょ、ドスケベッ！　ばっ、バカじゃない!?」

　眠たげな目を見開いて怒鳴り、鋭利が京輔たちを追い越す。遠ざかっていく背中からこれでもかというほど不機嫌オーラがにじみ出ていた。

「じょ、冗談なのに……虫けらを見るみたいな目で見られたぞ」

「あわわ。ごめんなさい、鋭利ちゃん……」

「なんで舞那が謝るんだよ」

「ふえぇ!?　あ……な、なんでもないです！　なんでもっ！」

　舞那が慌てて首を振る。京輔はいよいよ首を傾げた。

　プルガトリウム更生学院に入学してから、早三ヶ月――。

　舞那とはだいぶ打ち解けられたと思うのだが、鋭利はときどき、以前にも増して刺とげ々とげしく当たってきている気がする。

　身に覚えがまったくないだけに、京輔としては戸と惑まどうばかりだった。

（もしかして、オレ……アイツに嫌われちまったのかな）

　林道の隅すみ、独り黙もく々もくと走り続ける鋭利を見つめ、途方に暮れる。

　ときは七月上旬。気温は次第にあがり始めていたが、京輔に対する鋭利の冷たい態度だけは、まだしばらく暖かくなってはくれそうになかった。





×　×　×






　プルガトリウム更生学院を出発してから、一時間半。

　木々の緑が開けた場所で、ひとまず休きゆう憩けいとなった。

　しおりに書かれたスケジュールによると、まだ二時間近く走り続けなければならないらしい。遠回りでもしているのかと思うほど、果てしのない道のりだ。

　背負っていたリュックを下ろし、京輔は地べたに座りこむ。

　途中からは自分の足で走り始めた舞那も、その場にへたれこみ、

「はぁ、ひぃ……疲つかれました。道もだんだん険しくなってきましたし」と、淡あわいピンクのハンドタオルで汗をぬぐった。そんな中、鋭利だけが涼しい様子で、

「……思ってたより、広い島なのね？　学院以外の施し設せつもあるのかしら」

　草木が鬱蒼としげる周囲を、興味深げに見回している。

　殺し屋の家系に生まれた鋭利は、幼い頃から徹底的に鍛きたえ抜ぬかれており、この程度の運動量など屁へでもないらしい。端たん正せいな顔には、汗一つ浮かんでいなかった。

　殺人犯が集められるこの学院に、なぜ鋭利のような《暗殺者》がいるのか――。

　それは、プルガトリウム更生学院の正体が、殺人犯をヒットマンとして育てあげる、殺し屋の専門学校だからだ。卒業しても、出られるのは表社会オーバーグラウンドではなく裏社会アンダーグラウンド。

　――ただ、生徒の多くはそのことを知らない。

　彼ら性根の歪ゆがんだ殺人犯を、まずは徹底的に矯きよう正せいするためだろう。三ヶ月前、鋭利の口から真実を知らされた京輔も、久瑠宮からしっかり口止めされている。

　そのため舞那には、鋭利が『殺すことのできない暗殺者』であることこそ告げてあるものの、学院の正体までは打ち明けていなかった。つまり京輔たち一年生の中で、真実を知る生徒は、今のところ三人。京輔、鋭利、そして――。




「だぁ～れだっ!?」




　京輔の背中に突とつ如じよ、何者かが「むにゅんっ」と抱きついてくる。

　押しつけられたふくらみは柔やわらかく、圧倒的なボリューム感を誇ほこっていた。

　耳元から「フシュー」と奇妙な呼吸音。京輔は、呆れ交じりに答える。

「誰って、お前……煉れん子こだろ」

「ファイナルアンサー？」

「はいはい、ファイナルアンサー」

「……………………」

「……………………」

「……正解っ！　大正解だよ、京輔ぇ～。すごいね、即答だったじゃないか！　ご褒ほう美びに私のメロンをあげる。ガスマスクだけにマスクメロンだよ？　最高級だよ？　しかも二つだよ？　たっぷり堪たん能のうするといい。理性がとろけるくらい、甘いから」

　言うなり、飛びついてくる少女――氷ひ河かわ煉子が、豊かな胸をこすりつけてきた。

　回した腕に力をこめて、むにゅむにゅと……。

「死ね」

　瞬間、鋭利が手にしたリュックを振るう。

「うひゃあ!?」

　煉子が素早く離れ、金具部分が京輔の眼球を打った。

「目が！　目があああああああああぁ!?」

「……チッ。避よけられた。鬱うつ陶とうしいのよ。消えなさい、巨乳」

　目元を押さえて転げる京輔を無視し、鋭利が忌いま々いましげに煉子をにらみつける。

　対して、煉子――漆黒のガスマスクを被った少女は、排はい気き口こうから「シュコー……」と嘆たん息そくを漏もらし、大げさな仕草で肩をすくめた。

「会っていきなり『死ね』とか『消えなさい』とか……ひどいなぁ。胸が小さい女の子は、器うつわも小さいのかな。そんなんだから、君はいつまでたっても貧ひん乳にゆうなんだよ？」

　ゆったりとしたジャージの上からでもわかる、ぼいんっと突き出たバストを反そらして煉子が勝ち誇ったように鋭利を――その、真まっ平たいらな胸元を見る。

　鋭利のこめかみに、青筋が浮いた。

「胸がデカい女は、態度もデカいのかしら。その邪魔臭そうな脂し肪ぼうの塊かたまり、あたしが斬きり落として、スレンダーにしてあげてもいいわよ？　削そげろデブ」

「残念っ！　私は太ってなんかいないもん。私＝おっぱいだけじゃないからね。キュッとくびれたウエストや、しなやかな美脚は、鋭利以上だと思うけどっ！」

「……ハァ？　バスト以外で、あたしに太た刀ち打うちできると思ってるわけ？　おめでたいわね、脳足りん。胸にばっかり栄養が行きすぎて、アタマに回ってないんじゃないの」

「はわわわわ。落ち着いてください、二人ともっ！」

「そうだぞ、落ち着け。……あと、誰か少しはオレを心配してくれ」

　にらみあう煉子と鋭利を見比べ、オロオロする舞那。

　身体についた土汚れを払い落として起きあがり、京輔はぼやく。

　煉子が「京輔っ！」と素すっ頓とん狂きような声をあげ、乳を揺らして走り寄ってきた。

「無事かい!?　君はあのとき、私をかばってくれたんだよね……」

「ちげぇよ。お前が避けやがったおかげで、オレがリュックを食らわされたんだ」

「……うん、ありがとう。やっぱり京輔は優しいなぁ。大好きっ！」

「人の話を聞けええええええぇ！」

　相変わらず、音楽でも聴いているのだろうか……。

　無ぶ骨こつな黒いヘッドフォンから、今も微かすかに音おと漏もれしている。

「……つぅか、何しに来たんだお前？　班の奴らと飯めし食わなくていいのか？」

　じゃれついてくる煉子を引きはがしつつ、京輔は訊いた。

　煉子は「ああ」とうなずくと、木々の隙すき間まを指さして、

「近くにいい穴場を見つけてね。せっかくだから、君と二人で朝ご飯にしようと思ったんだよ。なんなら、私のメロンを食べるかい？　デザート代わりに。フシュー」

「うるせぇよ！　誰が、お前と二人っきりになるかッ！」

　叫び、京輔は腹の底から溜ため息いきを吐つく。

　このガスマスク女――煉子は、人殺しのため造り出された存在だ。

《安全装置リミツター》であるマスクを外すと、ありとあらゆる感情全てが『殺す』行為に至いたってしまう《殺人器》。ただし唯一、京輔だけは決して殺すことができない。

　――京輔が、煉子を愛し返さない限り。

　そのため煉子はこの三ヶ月間、京輔を自分に惚ほれさせようと、過か剰じようなスキンシップや色じかけを繰くり返かえし、積極的にアプローチを取ってきていた。

　甘い誘惑に乗っかり、煉子と二人っきりになったら、最さい期ご――その場で強引に貞てい操そうを奪うばわれた後、魅み惑わくの肢し体たいに心奪われ……そのまま、命を奪われかねない。

　四六時中ガスマスクを装着しているが、素顔はとんでもない美少女なのである。

　――だから。

「そうよ、バカ言わないで！　なら、あたしも一緒についてくわ。あんたが何を企たくらんでいようが、京輔には手を出させない……殺やらせないから、絶対に」

　こんな風に割って入ってもらえるのは、ありがたい。

　鋭利の厳きびしい眼光を受けて、煉子が「シュコー……」と肩を落とす。

「うー……また私の邪魔をするのかい、鋭利。なんだかんだ言いつつ、君もやっぱり、京輔狙ねらいじゃないか……まぁ、構わないけど。チャンスは、まだまだたくさんあるし。今朝のところは、仲良く食事会と行こうよ！　さぁ、皆もついてくるといい」

　切り替えるように手を打ち鳴らし、煉子が回れ右して歩き始めた。

　その背中をにらみつけ、鋭利が「……ハァ？　別に狙ってませんけど」と呟く。

「だろうな。狙ったところで、殺せねぇっつーの」

　苦笑し、京輔が鋭利に同意をすると、なぜかジト目を向けられた挙あげ句く、

「…………命のことじゃないわよ、鈍どん感かん」

　罵ば倒とうを浴びせられてしまった。憮ぶ然ぜんとして歩き出し、鋭利が煉子の後を追う。

「ど、鈍感って……意味わかんねぇ。やっぱ嫌われてんのかな？」

「あうあう。どんまいです、鋭利ちゃん……」

「いや、どんまいなのはオレだろ。なんで、鋭利がどんまいなんだよ」

「ふぇ!?　あ、ええっと……な、なんでもないでちゅ！　なんでもっ！　あ、あの……わたしたちも行きましょう!?　見失ってしまいますっ！」

　まごつきながら手を振って、逃げるように二人を追いかけていく舞那。

「あっ……お、おい！　なんだってんだ、アイツら……ったく」

　取り残された京輔は、眉まゆをひそめて頭をかき、リュックを担かつぎ直したのだった。





×　×　×






　煉子の案内で着いたのは、森の中を走る小さな川だった。

　河原には大振りの岩石が転がり、ゆるやかに流れる水は澄すんでいる。

「おおっ……よく見つけたなぁ、こんなとこ」

「フシュー。そうだろう？　獣けもの道みちの先にあるから、気づきにくいと思うけど」

　煉子の言葉通り、歩いて五分もかからぬ近場でありながら、周囲に人影はない。

　のんびり羽を伸ばすには、絶好のロケーションだった。

「よし。じゃあ早速、飯にしようぜ！　朝からなんにも食ってねぇし」

「そうですね。わたし、お腹なかペコペコですよぉ……どの辺りで食べます？」

「……あそこの岩でいいんじゃない？　眺めも悪くなさそうよ」

　話しあいつつ場所を決め、京輔たちが移動しようとしていたときである。

「う～ん。やっぱりマスクが邪魔だなぁ。よいしょ、よいしょ……」

　リュックを放り捨てた煉子が、おもむろに衣服を脱ぬぎ出した。

　ジャージの裾すそに両手をかけて、ためらいなく引きあげる。

「「「……………………」」」

　――いきなり何してやがるんだ、コイツは。

　京輔たちが呆あつ気けにとられているうちに、煉子がジャージを脱ぎ終えた。

　キラキラ光る川を背にして「ふふんっ」と胸を張り、




「じゃあああぁ～～～ん。どうだい、私のセクシーな水着姿は！」




　黒いビキニに包まれた肢体を、惜おしげもなくさらす。

　夏の陽ひ射ざしを反射して輝く、陶器のように白い肌。流りゆう麗れいなラインを描いて伸びる脚あし、くびれた細いウエストに、可か愛わいらしいおへそがアクセントを添そえていた。

　そして、何より目立ちまくっているのが、ででんっと突き出す豊満なバスト。

　今にもこぼれ落ちそうな胸は、ビキニ程度の少ない布地で隠しきれるような代しろ物ものではなく、そのほとんどが露出してしまっている。乳と乳との間に生まれた谷間は、信じられないほど深かった。全体的に線が細い分、その存在は圧あつ巻かんだ。

「フシュー。皆、ポカーンとしているね。私のおっぱいがあまりにスゴすぎて、あっという間に悩のう殺さつされてしまったのかな？　いやぁ～、我ながら恐ろしい凶器だよっ！」

　得意げに言い、胸元に手を添える煉子。その顔を見、京輔は呟く。




「…………ガスマスクさえ、なければなぁ」




　煉子の肢体を見つめている間、身体の内で荒れ狂っていた熱が、その顔面を覆おおい隠かくす禍まが々まがしいガスマスクを捉とらえた瞬間、急速に冷めていった。












　色んな意味での『硬直』から解け、脱力する京輔に、煉子が「ええっ!?」とショックを受ける。胸を強調するように、前かがみのグラビアポーズを取って、

「ほぉ～ら、おっぱい！　おっぱいだよ～。大きな大きな、おっぱいだよぉ～」

　次から次へ、セクシーポーズをキメ出した。頭の後ろで腕を組み、両手で乳を真ん中に寄せ、魅惑のバストをぷるんっと揺らして……。

「「「――――――――」」」

「……シュコー……シュコー……ど、どうして……一体どうして、悩殺されてくれないのさああああああぁ!?　こんなにも頑張ってるのに、ひどいよぉ……ぐすん」

　一向に反応しない京輔たちを前に息切れし、がっくりヒザをつく煉子。

　プルプル震ふるえるその肩に、京輔はそっと手を置いた。

「それは、お前が……ガスマスクだからだよ」

　京輔がささやいた瞬間、煉子の震えがピタリと止まる。

　河原に両手をついて深くうつむき、「シュコー……」と黙りこんでしまった。

「はわわ。え、ええっと……どんまいです、煉子ちゃんっ！」

「ざまぁないわね、駄だ乳にゆう！　あんた自慢のおっぱいなんて、所しよ詮せんはこの程度なのよ」

　一生懸けん命めいなぐさめる舞那と、ここぞとばかりに勝ち誇る鋭利。

　さすがに気の毒だったので、京輔は「……コホン」とせき払いをして、

「まぁ、アレだ……確かにお前の胸は、ヤバイと思うぜ？　ただ大きいだけじゃねぇ。形も綺麗で、柔らかくて、張はりがあって……めちゃくちゃ魅力的だし、めちゃくちゃにしたい。そう思えるおっぱいだと思う。だから元気出せって、煉子。――な？」

「……ヘンタイ」「変態さんですっ！」「変態だああああああぁ！」

「えっ」

　煉子をほめちぎろうとした結果、女子三人からドン引きされてしまった。

　中でも鋭利の目つきは異様に冷たく、凍こごえきっている。

「それがあんたの本音なの？　サイテー。心底、軽けい蔑べつさせてもらうわ」

「……………………」

　――数分後。

　京輔は河原で体育座りをし、おにぎりを頰張っていた。

　あふれ出る涙を懸命にぬぐい、塩しお辛からいご飯を味わう京輔の視界に、




「デザートはいかが？」




「――ぶっ!?」

　突如、黒いビキニに包まれた巨乳が飛びこんでくる。

　京輔の口から噴ふき出でた米粒が、豊かな双そう丘きゆうを汚した。

「い、いっぱい……出たね？」

「モジモジしながら変なことを言うな！　何しに来やがったんだよ、今さら……」

　心の傷が治りきらない京輔は、口元をぬぐって三さん白ぱく眼がんを向ける。

　するとすぐさま、飛びこんでくるガスマスク。

　煉子は「フシュー」と頰をかき、京輔の隣に腰を下ろした。

「ごめんごめん。落ちこんでるんじゃないかと思ってさ。さっきは、本当にごめんね？　実はすっごく嬉しかったんだけど、空気を読んで皆にあわせてみたんだよ」

「……どんな空気だ。おかげでぼっち飯だぞ、コノヤロウ」

　鋭利と舞那は、京輔が座る岩からだいぶ離れた場所で、仲良くご飯を食べていた。

　視線に気づいた鋭利と目があうが、すぐにそっぽを向かれてしまう。

　煉子が「ありゃりゃ……」と苦笑した。

「すっかり嫌われちゃったみたいだねぇ、京輔？」

「誰のせいだよ……ったく、どうしてくれるんだっつーの」

　額を押さえてうなる京輔に、煉子が身体を寄せてくる。

「どうしてくれるんだ、か……君はどうしてほしいのかなぁ、京輔？」

「…………あん？」

「さっき、自分で言ってただろう。私をめちゃくちゃにしたい……って。――いいよ？　私も、されたい……君の手でめちゃくちゃにされたいし、君をめちゃくちゃにしたい」

「えっ。いや、ちょっ……待て、煉子！　いきなり何を――」

「何って、なんでもだよ。フシュー。君がしてほしいことなら、なんでも」

　隣から正面へと回り、煉子がヒザの上にまたがってきた。

　のけぞる京輔を追いつめるように、身を乗り出して、

「……ああ。そういえば、胸が汚れたまんまだったね？　君が汚してくれたんだから、君が綺麗にしてよ、京輔……責任、取ろう？」

　京輔の肩に手を置き、米粒のついた胸を眼前に差し出してくる。

　ガスマスクが視界の外にあるため、その光景は純粋に――破壊力、抜ばつ群ぐんだった。

「そ、そんなことを言われても、だな……ど、どう綺麗にしろと？」

「好きにすればいいよ。手で払はらい取ったり、指でつまみ取ったり、舌で舐なめ取ったり。どさくさに紛まぎれて、あんなことやこんなことまでしてもいい」

「……………………」

「さぁ、どうするんだい？　今なら誰もこっちを見てないよ。おっぱいくらい触ふれても殺しはしないさ。据すえ膳ぜん食くわぬは、なんとやら……思う存ぞん分ぶん、味わえばいい」

　煉子の甘い誘惑に、京輔はゴクリとつばを吞のむ。

　確かに、胸を触っただけで『惚ほれた』と判断され、ブチ殺されることはないだろう。せっかくだから、少しだけ……米粒を取り去るついでに、少しだけでも――。




「……あら？　素敵な場所ですわ」




　そのときふいに柔らかな、聞き覚えのある声が響いた。

　煉子の胸に手を伸ばしかけていた京輔は、ビクッとなって声の発生源を見る。

　川辺へ至る獣道。その入り口に――。

「もっと早くに見つけていれば、ここでのんびり食事をいただきましたのに……豊かな緑と、涼しげな水音。ただでさえ清せい浄じようなわたくしの心が、ますます洗われますの」

　蜂はち蜜みつ色いろの髪をした、制服姿の女子生徒が立っていた。

　出るところは出て、引っこむところは引っこむ。鋭利と煉子を足して割ったような、スタイル抜群の美少女だった。たおやかな腕には、黄色い腕章。

「風紀委員長……紗魔夜沙さ姫き、先輩」

　京輔の口から漏れた声に反応するように、女子生徒――紗魔夜がこちらを向く。

　垂れ目がちの瞳が見開かれ、ビキニにガスマスクという出いでたちの煉子と、その胸元に手を伸ばしたまま停止している京輔を捉とらえた。

　瞬間、穏やかだった紗魔夜の双そう眸ぼうが、剣けん吞のんに細められる。

「貴方がた、そんなところで何をしてますの？」

「い、いや……これはですね、えーっと――」

「あんなことやこんなことや、そんなことをしようとしてましたっ！」

「うんうん、そうそう！　朝ご飯のデザートに、コイツのマスクメロンをいただこうとしてたところで……って、ちげぇええええええぇ！」

「――――――――」

　元気に挙きよ手しゆする煉子。その勢いに釣つられかけた京輔は、急いでツッコミを入れた。

　対する紗魔夜は、無表情。人形めいた美び貌ぼうの持ち主だけに、尚なおさら怖い。

　じっとりとした視線を注がれ、穴という穴から汗が噴き出す。

「じゃなくて、ですね、その……近くに川があったんで、朝食ついでに水遊びをしようと思いまして、あの……ランニングでかいた汗を流して、サッパリと……ハハハ」

　大慌てで取りつくろおうとする京輔に、紗魔夜が瞳を閉じた。

　それから「……ふぅ」と一呼吸。

　下ろしていた瞼を持ちあげ、改めて京輔を見ると、

「なぁんだ、うふふ……そういうことでしたのね？　わたくしはてっきり、ガスマスクをした女性の胸を、劣れつ情じようのおもむくままに揉もみしだいてこねくり回し、●●●して●●して●●●を●して、乳くりあおうとしていたのかと思いましたわ！　わたくしの思い違いであるなら、よかった……よかったですの。ごめんあそばせ？　うふふふふ」

　お上品な口調でＮＧワードを連発した後、口元に手を当て微笑む。

「「……………………」」

　京輔と煉子はそろって言葉を失い、ニコニコする紗魔夜を見ていた。

　しとやかで清純な雰囲気をまとわせている、この先輩――それ以上に、とんでもなくキナ臭い香りがプンプンするのは、気のせいだろうか。




「……あら？　もうそろそろ、お時間ですわよ。出発時刻には、くれぐれも遅刻のないように。林監学校のスケジュールは分刻きざみですから……よろしくて？　では、わたくしそろそろ失礼いたしますわね。また、余裕があるときにでも、ゆっくりお話しいたしましょう。一年Ａ組、神かみ谷や京輔さん？　ごきげんよう」




「…………ッ!?」

　名乗ってもないフルネームを呼んで、一礼。元来た道へと引き返す。

　優雅に消えゆく後ろ姿を凝視したまま、動くことができない京輔の隣で、煉子が、

「シュコー……」と腕を組んだ。

「まったくもう。いい加減にしておくれよ、京輔？　どれだけ女の子にモテるんだい、君は。恋のライバルだらけで嫌になっちゃうよ……まぁ、だからこそ落としがいがあるんだけどさ？　二泊三日の林監学校、楽しみだねぇ？　フシュー」





×　×　×






　休きゆう憩けい後ごはノンストップで走り続けること、およそ二時間。

　林道から険しい山道を抜けて、ようやくたどり着いた《辺獄の家》は、大自然の中にひっそりとたたずむ、小さなキャンプ場だった。

『調ちよう教きよう広ひろ場ば』で集合写真を撮った後、皆でぞろぞろ『拘こう留りゆうホール』へ移動。

　簡単な《入にゆう獄ごく式しき》を済ませると、着替えなどがつまった手荷物を受け取り、各部屋に入室――もとい入獄をする。部屋には雑ざつ居きよ房ぼうと独どく房ぼうがあり、京輔は独房だった。

　学生寮とほとんど同じ、最低限のものしか存在しない部屋の中、簡素なパイプベッドに腰かけながら、林監学校のしおりをパラパラとめくる。

　三日分の予定が書かれたページを開いて眺ながめ、顔をしかめた。

「この後は、昼飯と……《七つの贖しよく罪ざいオリエンテーリング》？　なんだそりゃ。他にも《インフェルノ・キャンプファイヤー》とか《熱ねつ湯とう地じ獄ごく》とか《心しん筋きん梗こう塞そく・肝きも試だめし》とか《大炎熱バーベキュー》――うん、やめよう。読んでるだけで鬱うつになる」

　しおりを閉じ、ベッドの上に寝転がった。険しい道をぶっ通しで走り続けた身体は、疲れきっていて、このまま眠ってしまいそうになる……。




「ごめんあそばせ。神谷京輔さんのお部屋は、こちらでよろしくて？」




　京輔の意識が途と切ぎれかけた、そのとき。

　聞き覚えのあるたわやかな声に、眠気が残らず吹き飛んだ。

「…………ッ!?」

　急いで跳ね起き、入り口を見やる。

　黒くろ鈍にび色いろの鉄てつ格ごう子しを隔へだて、予想通りの人物――紗魔夜沙姫が立っていた。

　長いまつ毛に縁ふち取どられた翠玉色エメラルドの瞳と、京輔の目があう。

　――瞬間。

「ろっ……ろろろろ、露ろ出しゆつ狂きようですのおおおぉ!?　破は廉れん恥ちですのおおおおおおぉ！」

　みるみる頰を紅こう潮ちようさせて、紗魔夜が悲鳴をあげた。

「えっ!?　ち、違います！　これは、ジャージが汗を吸すってたからで――」

「言いわけはいいから、早く衣服を着てくださいまし！　目が穢けがれてしまいますっ！」

「あ……は、はい……すみません」

　紗魔夜の物言いに心をえぐられながら、上着を探す。

　長時間のランニングで汗を吸っていたため、ジャージの上着を脱ぎ捨て、上半身裸になっていたのだ。ベッド脇わきのエナメルバッグから制服を取り出し、羽は織おった。

　シャツのボタンを上から下まで全て留め終え、京輔は言う。

「……着ましたよ。先輩の目を穢しちまって、すみませんでした」

　目元を覆い隠していた指をどけ、紗魔夜が「……ホッ」と吐息した。

「よ、予想外の不意打ちでしたわ……まさか、出会ってそうそう心筋梗塞を狙ってくるだなんて。お、おぞましい……ショックでご臨りん終じゆうするところでしてよ!?」

「す、すみません……以後気をつけます、マジで」

　先ほどから謝りっ放しの京輔だったが、いまいち釈しやく然ぜんとしない。『目が穢れる』だの『おぞましい』だの、いくらなんでも言いすぎではなかろうか……。

「ていうか先輩、オレのこと知ってるんですか？　名乗った覚え、ないんですけど」

「はい？　ああ、失礼いたしました……貴方の話はかねがね、聞き及およんでおりますの。なんでも、十二人の女性を空あき倉庫に閉じこめた挙あげ句く、あの手この手で一人残らず殺し尽くして、さらに死し姦かんを――」

「してねぇよ！　オレが殺やったのは全員男だ、男！」

　実際は殺してすらいないのだが、間違ったうわさは否定しておかなければなるまい。

　すると、紗魔夜は強こわ張ばっていた表情を弛し緩かんさせ、

「なぁんだ、相手は男の方々でしたの……え、オトコ？　アッ――貴方……ど、同性をヤったんですの!?　ど、どどどど、同性愛者ですのおおおおおおぉ!?」

「ちげぇえええぇよ！　そういう意味じゃねええええええぇ！」

　青ざめた顔でガタガタ震える紗魔夜に、京輔は思いっきりツッコんでいた。

　――なんだ、この人？　頭のネジがゆるいというか、アタマがゆるいというか。

　出会って早速、ツッコミ疲れが半はん端ぱない。気を取り直して、京輔は尋ねる。

「それで、先輩……どうしたんです？　わざわざ部屋を訪れて」

「……はい？　ああ、いえ、特に用事があったわけではありませんのよ。ただ、貴方とお話がしたくって……新入生の中で最も多くの人を殺した、貴方と」

「あ、はぁ……やっぱり、オレが一番なんですね」

「ええ、そう聞かされておりますわ。十二人も殺しておられる《殺人鬼》なんて、滅めつ多たにいらっしゃらないですし。初めて聞かされたときは、耳を疑いましたもの」

「ですよねー。そんなにたくさん殺してる奴とか、いないですよねー」

　……今、目の前にいるけどな。倍の二十一人殺した《殺さつ人じん姫き》が。

　喉のど元もとまで出かけたツッコみをこらえ、京輔は「二十一人か……」とひとりごちた。

　京輔たち一年生の中には実際、紗魔夜など到とう底てい比べ物にならない、三ケタ近い人間をブチ殺している異常快楽殺人者サイコキラーが潜ひそんでいたりするのだが。

　以前、本人に尋ねたところ、表向きには『一人殺しただけ』になっているらしい。

　もっとも、アイツはかなり特とく殊しゆで特別な存在だから、当然だろう。

　――そんなことを考えていると、いつの間にやら部屋に侵入していた紗魔夜が、京輔の手を取り、熱く語り始めた。鼻先が触れあうほど顔を近づけ、

「神谷さん……わたくし、どうしても貴方に更生していただきたくてっ！　確かに今の貴方は極ごく悪あくにして非道、嗜し虐ぎやくにして残ざん虐ぎやく、残ざん酷こくにして冷酷、淫いん乱らんにして卑ひ猥わい、ゴミカス以下のファッキンう●こクズだと思います……わたくしも、昔はそうでした」

　言いすぎだろう。しかも、昔はそうだったのかよ。怖こえぇよ。

「――け・れ・ど！　まだ手遅れではありません。わたくしが純真にして純じゆん潔けつ、潔けつ白ぱくにして完かん璧ぺき、可か憐れんにして華か麗れいな、聖母のごとき淑しゆく女じよへ生まれ変わったように……」

　言いすぎだろう。どれだけ、自分のことが大好きなんだよ。

「……貴方もきっと、生まれ変われるはずですわ。一人だけでは難しくとも、この学院にはわたくしたち風紀委員や、素敵な先生がたがいらっしゃいますもの。貴方の歪んだ性根はきっと、更生できる……わたくしは、そう信じていますわっ！」

　キラキラと、まばゆい瞳で力説してくる紗魔夜先輩。

　――はっきり言って、面めん倒どう臭くさかった。

　紗魔夜に悪気はなく、よかれと思って助言をくれているのだろう。

　しかし、京輔は冤罪を着せられただけで、実際は一人たりとも殺していない一般人である。更生するも何も、最初から歪んでなどいない。余計なお世話だった。

　とはいえ、そんな事情を口走れるはずもなく……。

「あ、はい……そ、そうですね？　いやぁ～、オレも早く紗魔夜先輩みたいに、綺麗で素敵な真人間になりたいっすわぁ～。ハハハ……」

　京輔は引きつり笑いを浮かべて、調子をあわせるのだった。

「えっ……本当ですの？　うふふ。綺麗で素敵な真人間だなんて、照てれちゃいますわ。綺麗で素敵な真人間だなんて、もぉー。うふふふふ」

　紗魔夜は京輔の言葉がお気にめしたのか、頰に手を当て、恥ずかしそうに身体をくねらせる。仲むつまじく笑いあいながら、京輔は内心うんざりしていた。

　ああ、また厄やつ介かいな相手と関わってしまった――と。
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「……ふぅん？　よかったわね」

　辺獄の家『食堂』。話を一通り聞き終えた鋭利は、しれっとそれだけ答えると、すぐに食事を再開してしまう。京輔は驚き、斜ななめ向むかいに座る鋭利を見やった。

「いやいや、ちっともよくねぇよ！　つぅか、それだけ？」

「……ですけど？」

「そ、そうっすか……」

　――会話終了。京輔は助けを求めるように、その隣へ視線を移すが、

「え、鋭利ちゃんがすっごくイライラしてます……はわわ」

　舞那はすっかり萎い縮しゆくしきっており、とてもフォローを頼める状態ではない。

　京輔はますます憂鬱な気分で、食欲の湧かない胃袋をなでる。

　班ごとに寄り集まってテーブルにつき、昼食を摂とっている最中なのだが、鋭利は終始こんな調子だった。河原での一件を、まだ根に持っているのだろうか……。

　乱暴に食事を進める目つきは、まるで妖刀。禍まが々まがしいオーラを立ち昇らせる鋭利には他の生徒も近寄りがたいようで、周りが見事な空席地帯と化していた。

　殺気だつ鋭利におののきながら、京輔たちが押し黙っていると、

「やぁ、京輔！　久しぶりだねぇ～。フシュー」

　頭の上から、陽気な声が降ってくる。――煉子だ。

　くぐもった声と排気音から、顔を確認するまでもなく特定できた。

「久しぶりって……河原でからんだばっかじゃねぇか」と苦笑し、面おもてをあげた京輔は、予想だにしていなかった人物の姿を目まの当たりにする。

「そんなことないよっ！　あれから、三時間以上も経たってるじゃないか。私にとって、君に会えない一分一秒は、永遠にも等しいくらい長いんだ。ああんっ、会いたかったよ京輔ええええええぇ！　大大大好き！　愛してるっ！」

　こちらに向かって手を振り、熱烈なラブコールを送ってくる煉子。

　今は遥か上空にあるガスマスクの、隣――。




「あらやだ、煉子ったらもぉ～。積極的なんだからぁ～。ウフフ」




　縦二メートル、横一メートル。身にまとった制服がパッツンパッツンの、頭に小麦袋を被った女子生徒が、煉子を肩車し屹きつ立りつしていた。

「…………は？　……って、はあああああああああぁ!?」

　咄とつ嗟さに二度見してしまう。初めて煉子に出会ったとき並みの、どデカい衝撃だった。

　鋭利も舞那も、そろって口をあんぐり開いて、食事の手を止めている。

　小麦袋を被った女子生徒は、いかつい外見とは裏うら腹はらな可愛らしい動作で手をパタパタと振り、煉子の台詞せりふに身もだえしていた。

　性別不詳の野太い声音。はちきれんばかりの制服には、既き視し感かんがある。

　この小麦袋は、もしかして――。

「…………ボブ」

　小麦袋を被っているおかげでボブカットは確認できないが、目元に開あけられた二つののぞき穴から、つぶらな瞳が不思議そうに京輔を見ていた。

「…………ボブ？」

「あっ!?　い、いや……」

　ボブというのは京輔が勝手につけた通称であり、この女子生徒の名ではない。

　ボブの肩に座った煉子も「……うん？」と怪け訝げんそうに首を傾げる。

「誰だい、それは？　この娘こはそんな名前じゃないよ。一年Ｂ組、クラスメイトで私と同じ班員の――」

「ええ、そう。わたしはボブよ。名もなきただの……ボブなのよ」

「ええええええぇ、噓うそぉ!?　ボブだったのかい、君は!?」

　肩から落ちんばかりにのけぞる煉子の脚あしを支えて、ボブがうなずいた。

　のぞき穴から見えるつぶらな瞳は、綺麗に澄み渡っている。

「ええ……少なくとも神谷くんの前では、ね。前にわたしが告白をして断られたとき、あまりのショックで取り乱して、大暴れしちゃったでしょ？　……わたし、アレ以来、神谷くんにあわせる顔がなくって。だから、いいのよ。わたしはボブでいい。ただの名もなきボブであり――煉子の恋を応援している、親友でいいのっ！」

「「ボブ…………」」

　清すが々すがしく宣言するボブに、京輔と煉子は胸を打たれていた。

　過去の失態を恥はじると共にあっさり身を引き、かつては恋こい敵がたきだった煉子を、今は親友として力いっぱいサポートするなんて……めちゃくちゃいい奴じゃないか。

　目尻に浮いた涙をぬぐって立つと、京輔はボブに向かいあう。

「そうか……わかったよ、ボブ。オレの方こそ、今までごめんな？　お前のこと、外見だけで誤解してたわ……改めて、よろしく。仲良くやろうぜ！」

　小麦袋に包まれた顔を見あげて笑いかけ、友好の手を差し出した。

　のぞき穴の向こうでつぶらな瞳をパチクリさせた後、ボブは「……ええ、よろしく」と愛想よく答え、京輔の手を握り返そうと――。

「かぷっ」

「ぁ痛あああああああああぁ!?」

　唐とう突とつに割りこんできた人影が、ボブの腕を押しのけ、京輔の腕にかみつく。チクリと走った痛みに驚き、京輔は叫んだ。遅れて、ボブと煉子も悲鳴をあげる。

「あっ……コラ！　ダメでしょ、千ち尋ひろ！」

「うわぁ!?　京輔に何してるんだい、千尋！　食べないって約束しただろう!?」

　ボブと煉子に『千尋』と呼ばれたのは、京輔の腕にしがみついて、「……もむもむ」と一いつ心しん不ふ乱らんに口を動かしている女子生徒だった。

　小さな身体に長い黒髪、血のように真っ赤な瞳を幸せそうに細めて、「……はああぁ。おいちぃ～。んむんむ。ちゅうううぅ～」と二の腕を咀そ嚼しやくし、吸っている。

「ああ、この娘は本当に……仕方がないんだから、もぉ～っ！」

　慌ててしゃがみこんだボブが、京輔の腕から慎重に少女――千尋を引き離し、コツンと頭を叩いて叱しかった。ボブの身体を伝ってスルスル降りてきた煉子も腰に手を当てて、物足りなそうに指をくわえる千尋に物申す。

「千尋っ！　私との約束はどうしたんだい!?　私が京輔を殺すまでは、京輔を食べないって約束したじゃないかあああぁ!?　死後硬直した、硬い肉でもいいって……」

　――おい待て、どういう約束だ。そんな話は聞いてない。

「食べてないもん……味見、しただけだもん。我が慢まん……したもん？」

　指をくわえたままぷくっと頰をふくらます千尋には、よく見れば覚えがあった。

　三ヶ月前入学そうそう告白してきた女子の一人だ。

『京輔くんを食べるの……一つになるの』と押し倒して、京輔のことを喰くらおうとした人肉食系女子。予期せぬ人物との再会に、京輔は「あっ」と声を漏らした。

「お前は、あのときの――」

「……うん。一年Ｂ組、安あん藤どう千尋。十四歳だよ。京輔くん、久しぶりなのっ！」

「お、おう……久しぶりだな？」

　発達した八や重え歯ばを見せて「にぱっ」と笑う千尋から、身を引く京輔。

　歯形の残った腕をなでながら、煉子のガスマスクを見やる。

「あー……もしかして、コイツもお前と同じ班なのか？」

「うん、そうだよ。私と、ボブと、千尋と――」




「ククク……待ちわびたぞ、神谷京輔？　貴き公こうと再び相あいまみえる、この刻ときを！」




　そのとき、煉子の言葉をさえぎるようにして、芝しば居いがかった声が響いた。

　見れば、テーブルの向こう――黒い包帯の巻かれた左腕で、顔の右半分を覆おおい隠かくした男子生徒が、不ふ敵てきな笑みを浮かべて立っている。身体が軽く左に傾いていた。




「我が名は、魔ま境きよう院いん喰くう餓が！　しかと魂ソウルに刻みこむがいい……きたる黙示録アポカリプスの夜、貴公を葬ほうむり去さる者の名だ。ククク……我が左腕《片翼の死天使アズリエル》も疼うずいているぞ、神谷京輔？　『貴公に鎮魂歌レクイエムを贈りたい』『絶望という名の彼ひ岸がん花ばなを手た向むけたい』……となァ？」




「……ああ、うん。紹介するね。一年Ｂ組、鈴すず木き道みち郎ろうくんだよ！　私たちのクラスには友達いないみたいだから、仲良くしてもらえると嬉しいなぁ。フシュー」

　あっけらかんと告げる煉子に、男子生徒が目をむいて怒鳴る。

「五月蝿うるさい、黙れェ！　その名は仮かり初そめ……我が魂が《零世界グラウンド・ゼロ》より現世に顕けん現げんする際、依より代しろとした器うつわの名に過ぎん。我が崇高なる魂の真ま名なは、魔境院喰――」

「……ミチローくん？　神谷くんと話せて嬉しいのはわかるけど、いい加減にしないとわたし、怒るわよ。お昼の時間は限られてるんだから、さっさと席について、ゆっくりご飯を食べましょう」

「………………あ、はい」

　ドスを利かせたボブの脅おどしに、魔境院喰餓――もとい道郎が、あっという間に威い勢せいを失い、席に座った。その際、鋭利にジロリとにらまれ「ヒッ!?　す、すみませんっ！」とテンパりながら、頭を下げる。ビビりすぎだろ、魔境院喰餓……。

　テーブルをくぐって道郎の隣に移動し、千尋が「……どんまい」とはげました。

　京輔の隣には、煉子。煉子の隣には、席二つ分を占せん領りようしたボブがつき、止まっていた食事が再開される。辺獄の家に到着してから、初めてのメニュー《ウジムシリゾット》（塩味のおかゆ）を食べつつ、騒がしくもなごやかな会話が始まった。

「ところで、鋭利ちゃん……だったかしら？　すっごく肌が綺麗よねぇ～、あなたっ！　メイクも自然で上手だし。ファンデーションは何使ってる？　マスカラは？」

「…………は？　え、ええっと――」

「きゃーっ！　何そのネイル、カワイイ～。鋭利ちゃんってば、オシャレさんっ！」

「あ……そ、そう？　別に……まぁ……あ、ありがと」

　小麦袋の下からスプーンを差し入れ、明るく話しかけるボブ。

　異様な風ふう体ていとのギャップに、最初こそ面食らっていた鋭利だが、だんだんとペースに巻きこまれ――いつしか、刺々しかった態度もやわらいでいる。

　美容とオシャレについて語らう二人を見、煉子が「フシュー」と笑った。

「うんうん、楽しそうで何より。ウチの班はこういうメンバーだけど、林監学校の間、私ともども仲良くやってくれると嬉しいな？」

　黒いストローチューブを取り出し、ガスマスクの右頰に接続。

　飲み物のようにちゅーちゅーリゾットを吸う煉子の隣で、京輔はうなずく。

「ああ、そうだな。仲良くやろう。お前の班員、中々いい奴らじゃねぇか」

「フシュー……でしょ？　Ｂ組でも浮いてる、残り物みたいなグループだけどね」

　煉子の言葉を聞いた京輔は「なるほどな」と苦笑した。

　異常なクラスの中で浮いているからこそ、何かしら馬があうのかもしれない。

　なぜなら京輔たちもまた、プルガトリウム更生学院の中では極きわめて『異質』な、色々浮いた存在なのだから――。
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【七つの贖罪オリエンテーリング】

　班ごとに、指定されたポイントを全てチェックし終えたタイムを競きそう。

　チェックポイントは、全部で七つ。

『暴食』『色欲』『嫉しつ妬と』『強ごう欲よく』『憤ふん怒ぬ』『怠たい惰だ』『傲ごう慢まん』

　班員が全員そろった状態でチェックポイントに到達すると、待機している風紀委員によって、班長が持つ《大罪カード》に押された七つの『Ｐ』スタンプが一つ消される。

　Ｐは『Peccatiペツカーテイ』――即すなわち「罪」のＰであり、七つの大罪を表している。

　全てのＰが消された状態で、山頂のゴールポイントにたどり着いたら、競技クリア。

　クリアタイム最下位の班には、恐怖の『断罪』が待っているので、覚悟すること。

　尚、途中で大罪カードを紛失した場合――もしくは途中で班員が一名でも欠けた場合は即失格となり、強制的に断罪。

　失格班を除いた中でクリアタイムが最下位の班も、同じく断罪を受ける。




　基本的な規定ルールは以上。それでは現時刻、十二時三十分をもって。

《七つの贖罪オリエンテーリング》――開始スタート。
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「七つの贖罪オリエンテーリング、ねぇ……」

　首から下げた大罪カードを見つめ、京輔はひとりごちた。

　白い下地に色取り取りのスタンプが押された紙片カードを渡され、調教広場でのルール説明を終えて――京輔たちが連れてこられたのは、辺獄の家からほど近い場所にそびえる、険しい山のふもとだった。風紀委員が所定の位置につき、甲かん高だかいホイッスルの音と共に競技が開始されてから、早十五分。

「はわわ。ど、どどどど、どうしまちょう……あうあう」

「どうするって……まぁ、渡るしかないわよね」

　京輔たちは現在、深い渓けい谷こくの前にいた。崖がけの下をのぞきこんだ舞那が、ブルッと身体を震わせる。遥か下方を流れる川が、バカみたいに遠い。

　落ちればまず助からないであろうその谷に、今にも壊れてしまいそうな、ボロボロの橋が一本かけられていた。谷間を吹きすさぶ風に、ギシギシと揺れている。

　京輔たちが最初に定めたチェックポイント『怠惰』があるのは、その先だ。

　念のため周囲を調べてみた結果、チェックポイントへ通じる道は、ここ以外に存在しないことがわかった。鋭利の言う通り、橋を渡るしかないのだが……。

「大丈夫かよ、舞那？　キツそうなら、オレが背負ってやるけど」

「ふぇ!?　あ、えと……あにょ、そにょ……も、もうまんたいでちゅっ！」

　舞那はそう言っているが、橋を見つめてガタガタ震える様は、ちっとも無問題に見えない。「……あんまり無理しない方がいいぜ？」と後頭部をかき、京輔が舞那に背中を差しだそうとしたときである。




「ヒャッハアアアアアアァ！　こんなの楽勝だぜエエエェ！　ギャハハ！」




　全身包帯まみれ、真っ赤なモヒカン頭の男子生徒が、橋に向かって突撃をしかけた。

　朝一番から久瑠宮にボコされ、休んでいた班員――モヒカンである。

「あっ、バカ！　何一人で突っ走ってんのよ!?」

「…………ッ!?」

　鋭利が叫んだ次の瞬間、京輔の脳のう裏りにある光景と言葉が浮かんだ。

　勇ましく橋に挑いどんだ結果、勢い余って足場を踏ふみ抜ぬき、真まっ逆さかさまに谷底へと落ちていくモヒカン頭のクラスメイト。――そして、

『途中で班員が一名でも欠けた場合は即失格となり、強制的に断罪』

　という、オリエンテーリングの規定。

「おい、モヒカン！　ちょっと待ったああああああぁ！」

「ごぶぉ!?」

　すり抜けかけたモヒカンを、ラリアットで強引に止める。京輔の腕を喉のど仏ぼとけに食らったモヒカンは、もんどり打ってブッ倒れ、そのまま動かなくなった。

「ふぅ……ったく、危ねぇなぁ。もう少しで死ぬとこだったぜ、お前？」

「……死んだんじゃない？」

「し、死んじゃったかもです……」

　白目をむいて痙けい攣れんするモヒカンをのぞきこみ、鋭利と舞那が呟く。

「いや、生きてるだろ。……モヒカンだし」

「……そうよね。どうせ生きてるわよね。……モヒカンだし」

「あわわ。でもでも、やっぱり……生きてますよね。モヒカンさんですし」

「そうそう。『班員が全員そろった状態で』チェックポイントに着いたらいいんだろ？　意識がなくても一緒に運べば、問題ねぇさ」

　うなずき「よいしょ」とモヒカンを背負った。……重い。

　この状態で橋を渡るのは危険だったが、モヒカンに起きていられる方がもっと危険で危なっかしいだろう。放っておくと、すぐやらかすからな……。

「……で。舞那は、どうする？　なんなら、コイツを向こうに置いた後、オレが戻って運んでやるけど」

「あ……いえ、もうまんたいですっ！　わたし、頑張ってみます！」

　京輔の気遣いにブンブン首を振り、舞那が拳こぶしを握りしめた。

　まだ不安そうではあるものの、モヒカンの暴走で何かが吹っ切れたのか、身体の震えは幾いく分ぶんマシになっている。

　京輔は「キツくなったら、いつでも言えよ？」と声をかけ、橋に向かった。




「……よし。じゃあ、慎重に渡ろう」




　雨風にさらされ、傷いたんだ丸太に足をかける。

　手すり代がわりの縄なわに左手を、モヒカンに右手を添そえて、京輔は前へと進み始めた。

　そのすぐ後ろに舞那が続き、最後尾には鋭利。

　靴を横に倒したら抜けてしまうくらい、丸太同士の隙間が大きく開いた足場の上を、一歩ずつ進む。京輔たちが動くたび、きしみをあげて揺れる橋。

　はがれ落ちた木の皮が、パラパラと落ちていった。遥か下方の、谷底へ……。

「ひっ……あひいいいいいいいいいっ!?」

　吹きすさんだ突とつ風ぷうに、舞那がたまらず縄にしがみつき、その場にしゃがみこむ。

　ぎゅうううっと閉じられた目尻には、大粒の涙が浮かんでいた。

「……ねぇ、本当に平気なの？　あたしが運んであげてもいいわよ？」

　プルプル震える舞那を見下ろして、鋭利が気遣わしげに言う。

　そんな鋭利はというと、縄につかまることもせず、時折「……ふわぁ」とあくびまで漏らしながら、地面でも歩くように丸太の上を進んでいた。

　あの余裕っぷりを見る限り、舞那一人を背負って運ぶぐらいなら、造ぞう作さもなくこなしてしまいそうである。しかし、舞那は――。

「もうまんたいです、鋭利ちゃん。ひ、一人で……渡れ、ます……」

　両手で縄をつかんだまま、よろよろと立ちあがり、

「わ、わたしばかりが……足を、引っ張るわけには……いきませんからっ！」

　――キリッ、と前を向いた。

　唇を結むすび、身体の震えを抑えこもうとしながら、強い瞳で。

「舞那…………」

「……そう、わかったわ。じゃあ、あともう少しだけ頑張りましょっか」

　勇気を振りしぼる舞那に感動する京輔と、微笑む鋭利。

　舞那がゆっくり歩き始めたのを確認し、再び前を向いたとき、




「おやおやおやぁ～？　そこにいるのは神谷さぁんでは、あ～りませんか！」




　向かいの崖に、何やら見覚えのある男子生徒が立っていた。

　淡い茶髪の美少年。京輔たちと同じクラスの、早さ乙おと女め紳しん士じだ。

　そして、紳士がいるということは――。

「あァ～ン？　おお、マジだ！　ハハハ。遅おっせぇ～。どンだけビビってンだよ!?」

「ヒッ、ヒヒ……風でスカートひらひら……パンチラ、パンチラ……ヒッ、ヒヒヒ」

　ドレッドヘアにサングラスの大おお野の木ぎ荒あら太たと、猫背の小柄な宇う佐さ見み影かげ郎ろう。

　加えて、女子生徒が一人。紳士の腕にしがみつき、京輔たちを指さしている。

「キャハハ！　ヤバイ何アレ、うけぴぃ～。チョーレシーブ！　なんていうかぁ、逆にきゃわたん？　キャハハ！　ありえんてぃ～。ミラクルハイパーありえんてぃ～！」












「なんだ、アイツ……あんなの、オレらのクラスにいたっけ？」

「……さぁ？　あんだけアタマ弱そうだったら、逆に覚えてそうだけど」

「はわわ。ど、どうしましょう……ちょっと、何言ってるのかわかりません！」

　狂ったように笑う少女はどうやら、京輔たちのクラスメイトらしい。派手なメイクとブリーチ、貧ひん困こんすぎるボキャブラリーが印象的な、ピッチピッチのギャルだった。

「ふふっ。ですよね。僕もそう思います。ふふふ……よくわかりませんけど」

　――いやいや、お前もわかってないのかよ。

　しなだれかかるギャルを抱き返しながら、紳士が適てき当とうに相づちを打つ。

　マジでなんなんだ、アイツは……と呆れる京輔たちを指さしたまま、ギャルが突然、「……あ。アタシぃ、まぢカミッテルことヒラメいちゃったナウなんだけどぉ」などと言い出し、男たち三人を集めて、何やらヒソヒソ話を始めた。

　紳士は「……はい。……はいはい。……あー、はいはい！」と何度かうなずいた後、急にニンマリ顔を歪めて、わざとらしくせき払い。




「ええっとですねぇ、皆さん。ビビりながらも必死に橋を渡ろうとする皆さんを、ただ黙って見ているだけというのも、しのびない……という意見がありまして。微力ながら僕らも一生懸命、力の限り『応援』させていただきたいと思いますっ！」




　四人そろってビシィッと敬礼した後、しゃがんで何かを拾ひろい集める紳士たち。

　応援って……どんなことを始めるつもりなのだろう？

　ほどなくして、横一列に並んだ紳士たちは、腕に小石の山を抱えていた。

「……げげっ!?　まさか、アイツら――」




「「「「頑張れ、頑張れ、頑張れ、頑張れええええええぇ！」」」」




　橋の真ん中辺りにいる京輔たち目がけ、足元に下ろした大量の小石を、手当たり次第に投げつけ始める。しかも腹立たしいことに、全員コントロールがいい。

　京輔は「うわっ!?」と縄を離して反転。背負ったモヒカンで、石雨を防ふせいだ。

　舞那は「ひいいいぃ!?」と、再び身体を縮こまらせる。

「チッ……ああもう、鬱陶しいわね！　二度と手を出すなって言ったじゃない!?」

　丸太の上をひょいひょい移動し、石を避けながら、鋭利が声を怒らせた。

　すると紳士は、無む性しようになぐりたくなる変顔を作って、

「手なんか出していませんよぉ～だ！　石を投げてるだけですぅ～。ふひひっ」

　などと、小学生レベルの屁へ理り屈くつをこねる。

　鋭利の瞳に殺意がこもり、額に青筋が浮いた。

「あら、そう……よっぽど、あたしにブチ殺されたいようね？」

　爆笑する紳士をにらんで、重心を落とす。

　爪つめの先に施されたネイルが、陽ひ射ざしを受けてきらめいた。

「……なら、望み通りにしたげるわ」

　吐き捨てると同時、丸太を蹴りつけた鋭利が、一気に加速。足場の悪い橋を滑すべるように走そう破はし、襲いかかろうとする。――刹せつ那な、




「こらっ、やめなさい！」




　紳士たちの背後、鬱蒼とした森の奥から巨大な影が飛び出し、笑って石を投げ続けていたドレッドヘアの後ろ頭を、思いっきりどつき倒した。

「げぶぅ!?」

　地面に顔をめりこませ、瞬殺される大野木。

　異変に気づき、振り返った宇佐見に、

「ギャア!?」

　小さな影が跳びかかって、押し倒す。そのまま「がぶっ」と喰らいついた。

「ギャアアアアアアアアアアアアァ!?」

　耳をつんざく宇佐見の悲鳴。影は、まったく離れない。

　宇佐見の首筋にかみついて、完全に組くみ敷しいている。

「ファッ!?　何よぉコイツら！　まぢオソロってか、おこなんです――けどふぉ!?」

　テンパるギャルのアゴ先に、切れ味鋭いアッパーカットが叩きこまれた。

　舌をかんでひっくり返るギャルの向こう、掲げるように右腕を突きあげ、誇らしげに立っているのは、黒いガスマスク。そして――。




「ククク……無ぶ様ざまだなァ、かませ犬の諸君。残念ながら、ここから先は我ら主役が踊る舞台ステージだ。そうそうにご退場を願おう。……フッ。なに、命までは取らぬよ。貴様ら塵ザ芥コの魂などでは《片翼の死天使》の舌を満足させることなど、到底できぬからなァ……。平伏し、許しを請こうがいい！　ククク……フハハハ……ハァーッハッハッハッハ！」




　響き渡る哄こう笑しよう。振り返った紳士が「あ、貴方は――」と驚き、

「……Ｂ組のミチローさんじゃないですか。まだソレ、続けているんです？」

　あざけるように、肩をすくめてみせた。

　魔境院喰餓の台詞に浸ひたっていた道郎の顔が、恥ち辱じよくと憤怒に染まっていく。

「なん……だと、貴様？　我を愚ぐ弄ろうするのか。ククク……いいだろう。わからぬならば刻きざみこんでやる。矮わい小しようなるその魂に、傷痕トラウマという名の聖痕ステイグマを！」

「あー、はいはい。刻めるものなら刻んでくださいよ。ほらほらぁ～？」

「…………ねぇ」

　ちょんちょん、と肩を叩かれた紳士が、億おつ劫くうそうに振り返る。

「はい？　なんですか。僕は今、ミチローさんの相手で忙し――」




「あんた、そんなに死にたいの？」




「ぶぺぇ!?」

　振り返った紳士の顔に、鋭利がしなやかなハイキックをブチこんだ。

　横よこっ面つらを蹴り飛ばされた紳士が、橋の柱に頭をぶつけ、ズルズルと崩れ落ちる。

「……フンッ。死ねばいいのよ、ヘンタイエセ紳士」

「しまパン……だと？　ククク……なるほど、悪くな――」

「あんたも死ねばいいッ！」

「ぐはあああああああああァ!?」

　続けざまに蹴り飛ばされた道郎が、紳士と折おり重かさなって気絶した。

　大野木を撃げき沈ちんしたボブが「あらあら」と苦笑し、憤慨する鋭利に近づいて、

「ミチローくんってば、意外にムッツリさんだったのねぇ～。ウフフ」

「……マズい。やっぱり、京輔くんの肉が……一番」

　宇佐見に喰らいついた千尋も、赤く汚れた口まわりをぬぐって、ボブのところへやってくる。宇佐見は首から血を流し、地面の上で伸びていた。

　その身体を「よいしょっ」と跳び越えて、ギャルを仕し留とめた煉子が橋へ近づき、元気いっぱいに手を振ってくる。

「おぉ～い、京輔ぇぇぇぇ！　舞那ぁぁぁぁ！　皆、無事かい？　フシュー」

　その姿を確認した京輔と舞那は、なんだか一気に脱力してしまい、

「ああ、無事だよ。おかげさまでな……すぐそっち行くから、待ってろ」

　それまでよりもずっと速いペースで、残り半分の橋を渡りきったのだった。





×　×　×






「……よし。とりあえずは一箇所クリア、だな」

　七つ押されたスタンプの一つ――デフォルメされたクマのスタンプが消されたカードを確認し、京輔は満足気にうなずいた。

　チェックポイントで待機していた風紀委員によると、クマは『怠惰』を象徴しており対になる美徳は『勇気』。危ない橋を渡りきった勇気で怠惰が浄化され、罪を表すＰのスタンプが消されました――ということらしい。

　大罪カードには他にも、蛇へび、狐きつね、狼おおかみ、山や羊ぎ、ライオンなどのスタンプが押されていて各チェックポイントへ到達すると、該がい当とうするスタンプが一つずつ消されていく。

「まだ六つも残ってるのか……先は長いぜ」

「そうだね……フシュー。なぁに、皆で力をあわせれば、楽勝さっ！」

　隣を歩く京輔に、煉子がメロイックサインを向けてきた。

　背後に付き従うボブが「ウフフ。そうね、楽勝ね」と笑い、ボブに肩車をされた舞那が「皆さん、とっても頼もしいですっ！」と手を打ち鳴らす。

　その後方で、鋭利が臙脂色の小冊子をめくりながら、

「……うん。しおりに載ってるルールを見直したけど、他の班と協力しちゃダメなんて書かれてないわ。あと、他の班を妨害したらダメとも書かれちゃいない」

　――そう。だから京輔たちは、煉子たちと手を組む流れになったのだった。

　鋭利の言葉に「然しかり」と首肯し、道郎が邪悪な笑みを浮かべる。

「ククク……それにしても、傑けつ作さくだったな。相手を貶おとしめ、妨害するつもりが逆の因果になろうとは、思いもよらなかったに違いない。もはや、我らの勝利は確定したも同然。勝てばいいのだよ、勝てば！　ククク……フハハハ……ハァーッハ――」

「うるさい」

「…………す、すみません」

「まぁ、勝てばいいのは確かよね。ていうか、負けなければいい。最下位だけがアウトなんだから……一つの班を徹底的に潰しちゃえば、時間を気にしなくても余裕でしょ」

　閉じたしおりをリュックにしまい、鋭利が「……ふわぁ」とあくびを漏らした。

　にらまれ、意気消沈する道郎が語っていたのは、紳士たちのことである。

　チェックポイントから橋に戻ってきたとき、ちょうど意識を取り戻し始めていた彼ら四人を、煉子たちは再びボコボコにしたのだ。

　追撃に追撃を重ねるその行動は、血も涙もない鬼の所業だった。

　自業自得といえばそれまでなので、京輔たちは見て見ぬフリをしていたが。

　――最下位になって、断罪されたくないし。

「けど、油断は禁物……誰か一人が死んじゃってもアウト、だもん……あ。けど、もし京輔くんが死んだら、私が食べてあげるね？　骨一本も、残さず……綺麗にっ！」

　いつの間にか、足元に移動していた千尋が、八重歯を光らせ「にぱっ」と笑う。

　京輔が「……お、おう」と戦せん慄りつしていると、煉子がすかさず声を張りあげ、

「心配ないよ、京輔は死なない！　私が絶対、殺させないからっ！　約束しただろう、京輔。君の心いのちは私がもらうって……他の誰にも、何にも、奪わせたりはしないさ」

　むぎゅっと腕に抱きついてきた。

　ブラウスの上から羽織ったカーディガン越しに、柔らかいものが触れる。

「お、おう……ありがとよ。心強いぜ。ハハハ……」

　――色んな意味で、変な汗が出た。

　乾かわいた笑みを浮かべる京輔に、鋭利が聞こえよがしな舌打ちを漏らす。

「……チッ。死ねばいいのに」

「ヒッ!?　こ、殺さないでください！」

「あんたじゃないわよ」

　飛びのく道郎に呆れ、鋭利が溜め息をこぼした。

　その肩に、大きな手が添えられる。

「あなたも大変ねぇ～、鋭利ちゃん……だけど、気持ちはわかるわよ。わたしも、昔は同じ想いを抱いていたから。今は、親友――煉子の恋を一番に応援してるけど、あなたのことも応援したいと思ってる。相談したいことがあったら、いつでも言ってね？」

「……え？　あ、はぁ……何を言ってるのか、全然わかんないけど」

「ウフフ。大丈夫よ、わたしは全部わかっているから」

「そうですっ！　頑張ってください、鋭利ちゃん！　おっぱいがなくてもっ！」

「……………………」

　意味深な感じに笑うボブと、拳を握って鋭利をはげます舞那。鋭利はムスッとした顔で押し黙ってしまった。道郎が、さらにススス……と距離を取る。

「……アイツら、さっきからなんの話をしてやがるんだ？」

「さぁねぇ、なんだろう？　フシュー。皆は皆で楽しくやってるみたいだし、私たちは私たちの話をしようか。……京輔、子供は何人ほしい？」

「お前もいきなり、なんの話をしてるんだ!?」

　思わず、赤子を抱いた煉子の姿を想像してしまう。

　清潔なタオルにくるまれた、赤ちゃんは――黒いガスマスクをしていた。

「いや、ねーよ。生まれたばっかで、ガスマスクはねーよ」

「……君こそ、なんの話をしているんだい？」

　そんな風に楽しく語らいながら、新たなチェックポイントを目指す。

　京輔の背中で眠り続けるモヒカンが、幸せそうな寝言を漏らした。

「ヒャッハァ～……もっと強くぶってくれよォ、久瑠宮ちゅわああぁ～ん……」





×　×　×






「いやぁ～。おもしろかったね、七つの贖罪オリエンテーリング。とってもスリリングだった！　無事にクリアできて、よかったじゃないか。フシュー」

　伸びをしてから晴はれ晴ばれと言い、煉子が大罪カードをひらひら振った。

　白い紙片に七つ押されたスタンプは、全て×印で潰されている。

　七つの贖罪オリエンテーリングが開始されてから、およそ三時間――京輔たちと煉子たちは二班とも、見事にチェックポイントを制覇。

　現在、ゴールポイントの山頂へと向かっている最中だった。

「ああ、そうだな……とりあえずよかった。何度も死にかけたけど……」

　言って、京輔は額にかいた汗をぬぐう。

　各チェックポイントへ至るための道は、どれも非常に過か酷こくなものだった。

　真まっ暗くらな鍾しよう乳にゆう洞どうを手探りで進んだり、切りたった崖を命いのち綱づななしでロッククライミングしたり、全長二十メートルもあるアナコンダに追いかけられたり、大量の蛭ひるが生息している底なし沼を泳いで渡ったり――それはそれは、険しい道のりだったのだ。

　犠牲者が一人も出なかったのは、奇跡に近いだろう。

　山道を行く京輔たちは皆ボロボロで、元気があり余っているのは煉子くらいなものである。盾たてや生いけ贄にえとして大活躍したモヒカンなどは、満まん身しん創そう痍いの瀕ひん死し状態だった。

　京輔の背中で四肢をだらりと垂らし、白目をむいてぐったりしている。

「ハァ、疲れた……めちゃくちゃ疲れた。早く帰って休みたい……」

「キャラ作りはどうしたの？」

「……ククク。我が名は魔境院喰餓。あまりに強大すぎる魔力を畏れた神々によって、《片翼の死天使》と共に、天界から魔界へ堕おとされた、悲劇の魔王ルシフエル……」

　憔しよう悴すいした道郎が、立ち直るなりポーズをキメて、喰餓に戻った。

　肩車から降り、今は自分の足で歩く舞那が「はわわ……と、取れてますよっ！」と、ほどけかけた道郎の包帯を巻き直してやる。

　ボブが「……あらあら」と、小麦袋の下で苦笑した。

「京輔くん……見えてきたよ？　ほら、あそこに肉が立ってる」

「肉じゃなくて人な……お、マジだ。アレは毒島先生か？」

　千尋が指をさす先、『ＧＯＡＬ』と書かれたプラカードを掲げて、スーツ姿の冴さえない男性――一年Ｂ組、担任教師の毒ぶす島じま霧きり都とが、所在なさげに突っ立っている。

　毒島は近づいてくる京輔たちに気づくと、退たい屈くつそうな顔をほころばせ、




「あっ、ようやく来ましたね！　君たちが最後の班ですよ～」




「なん……だと？」

　聞き捨てならないことをのたまった。皆の歩みが、ピタリと止まる。

　……最後の班？　京輔たちが？　――否、あり得ない。確かに途中、多少はのんびりしなくもなかったが、最下位になるには、紳士たちという保険ストツパーが……。

「……あれ？　違ったかな。ええっと、ですね……全部で八班あるうち、Ｂ組の二班が怪け我がで班員を欠いて失格――Ａ組の一班が大罪カードを紛失したため、これまた失格となりまして……ああ、やっぱりあってます。後は君たち二班だけですよ。急いで～」

　のんびりと声を張る、毒島の背後。

　すっかり生気を失くした紳士が顔をのぞかせ、恨うらめしげに言った。

「やってくれましたねぇ……皆さんにボコられたとき、失くしちゃったじゃないですか僕らの大罪カード。おかげで、強制失格ですよ……何してくれやがるんですか」

　瞬間、京輔たちの頭に、七つの贖罪オリエンテーリングの規定が浮かぶ。

『途中で大罪カードを紛失した場合――もしくは途中で班員が一名でも欠けた場合は、即失格となり、強制的に断罪』――そして、




　失格班を除いた中でクリアタイムが最下位の班も、同じく断罪を受ける。




「…………ッ!?」

　直後、視界の端で巨大な質量が動いた。

　踏みこみと同時に、地面が揺さぶられ――ズドォンッ、と叩きこまれる拳打。

　それを咄とつ嗟さに背中で受けた京輔は、「ぐびゃあ!?」気絶していたモヒカンごと吹っ飛ばされる。数メートルほど宙を泳いだ後、背中から落ち、「ぐぎゃあ!?」着地の衝撃を最小限に殺すと、息つく間もなく起きあがり――。

「……クッ!?」「あわちいいいィ!?」

　再度、真正面から叩きこまれる衝撃を受けた。鮮血が舞い、骨がひしゃげる。

「…………悪く、思わないで頂ちよう戴だい」

　右の拳を振り抜いたまま、低くうなる巨影。

　小麦袋の下、昏くらく据すわったつぶらな瞳が、京輔を見つめていた。

「ボブ……お、お前……ッ!?」

　目を見開き、驚く京輔。ボブの剛拳をその顔面で受け止めたモヒカンは、泡を吹いて気絶している。盾代わりのモヒカン越しに、ボブが悲しげな声を漏らした。

　京輔を捉える両の瞳から、涙がぶわっとあふれ出す。

「昨日の友は、今日の敵。ごめんね、わたしは班の皆を断罪されたくないの」

「「「…………ッ!?」」」

　我に返ったこの場の全員が、己おのれの成なすべきことを悟さとった。

　最下位を回避し、断罪を免れる手段は、一つだけしか残されていない。




「だから、わたしは皆のために――あなたたちを潰すわ」




「うわあああああああああぁ!?」

　絶叫するなり、道郎が近くの鋭利に飛びかかる。

「……チッ!?」

　それを素早く回避して、すれ違いざま、鋭利がお返しと言わんばかりにミドルキックをぶちこんだ。蹴りをお腹にもらった道郎が「ぐぇ!?」と、その場に頽くずおれる。

　だが次の瞬間、目覚めるようにクワッと開眼し、

「もらったァああああああああああああアアアアアアアアアァ！」

「えっ!?　ちょっ……きゃあああああああああぁ!?」

　魂の雄お叫たけび。鋭利の脚を両腕で抱えこむと、そのまま強引に押し倒そうとした。勢いに吞まれて、動揺する鋭利。体勢を立て直すことも叶かなわず、地面に叩きつけられる。

「鋭利ちゃんっ!?　た、たたたた、大変ですうううぅ――あひいっ!?」

　駆け寄ろうとする舞那のふくらはぎに、千尋が「かぷっ」とかみついた。

　意表を突かれ、舞那がバランスを崩す。左脚を取られた舞那は、

「ずっこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　千尋をくっつけたまま転倒し、勢い余って華麗に前転。

「……へ？　あ……ぎゃふんっ!?」

　さながらかかと落としのように、脚を地面に叩きつけた。舞那と地面に挟みこまれるような形で、しがみついていた千尋がブッ潰される。

「なっ……ち、千尋っ!?　今のは、一体――」

「悪く思わないでくれ」

　舞那のドジに驚くボブが、見せた隙。それを見逃す京輔ではない。

　瀕死のモヒカンを放り捨て、眼前の巨体――その中心に、手加減ゼロのガゼルパンチをブチかましてやった。分厚い脂肪で守られた身体に、京輔の拳が食いこむ。

「ひぎぃ!?」

　ボブの巨体が弾はじけるように吹き飛び、土つち煙けむりをあげ地面をバウンドした。

　呆ぼう然ぜんと立つ煉子の足元まで来てようやく止まったボブは、小麦袋の端から血を流してぐったりとしている。煉子が「ボブッ!?」と、上半身を抱きあげた。

「生きているかい!?　ボブッ、ボブううううううぅ!?」

「…………れ、煉子」

「ボブ！　よ、よかった……生きて――」

「走りなさい」

「へ？」

「走るのよ！　わたしの……皆の犠牲を、無駄にしない……で……」

「…………ッ!?」

　煉子がビクッと身体を震わす。

　そこへすぐさま、鋭利の切羽つまった声が届いた。

「何をぼさっとしてるの、京輔ッ！　あんたも走るのよ！　早く！　煉子の奴より先に大罪カードをゴールまで――きゃっ!?　ちょ……ど、どこ触ってんのよ、あんたぁ!?　このヘンタイ！　や、やめ……いい加減にしないと、ブチ殺して――あんっ」

　鼻血をだらだら流しながらも懸命に、鋭利の脚を抱いて離さぬ道郎を、引きはがそうともがきつつ、鋭利が真っ赤な顔で京輔を急せかす。

「ミチロー、お前……」

　――なんてうらやましいことしてやがるんだ、代われッ！

　などと談だん判ぱんしかけた京輔の脇を、黒いガスマスクが颯さつ爽そうと通り過ぎた。

　その首から下げられているのは、班長だけが持つ大罪カード。

　京輔が道郎の雄ゆう姿しに気を取られているうちに、ボブを残して走り出したのだ。

　我を取り戻した京輔は、慌てて煉子の後を追いかける。

「テメェ待ちやがれ、煉子おおおおおおおおおおおおおおおぉ！」

「嫌だよ！　私だって、断罪されたくないもんっ！　シュコーッ！　シュコーッ！」

　二人が死に物狂いで目指すのは、毒島が待つゴールポイント。

　数十メートル離れた山頂に向かって、我先にと駆けた。

「おおっ、すごい。大接戦じゃないですか……頑張ってください、二人とも！　もしも負けたら、恐怖の断罪が待ってますよぉ～。だ・ん・ざ・い！　一秒でも早く俺の手に触れた方が、勝ちです。ほら、あともう少し！　頑張れええええええぇ～ッ！」

　プラカードを離した毒島が、ゴールポイントで手を差し伸べている。

　あの手を先につかんだ方が、勝ち――。京輔と煉子は横並びになり、互いを弾き飛ばそうと、全速力で爆走しながらぶつかりあった。




「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！　負けてたまるかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ！」」




　声をそろえて、腹の底から咆ほう哮こう。

　ゴールポイントが、毒島の手が――目前に迫る。ボブが、鋭利が、道郎が、舞那が、千尋が――固かた唾ずを飲んで、勝負の行方を見守っていた。

　京輔と煉子。大罪カードを首から下げた班長たちの手が、ほとんど同時に、毒島の手に伸ばされて……。

　夏空の下、勝負の終わりを告げるホイッスルの音が、甲高く響き渡る。

《七つの贖罪オリエンテーリング》――十五時四十分をもって、無事に終了フイニツシユ。
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「……というわけで、はい。皆さん、お疲れさまでした。いやぁ、本当によく頑張ったと思いますよ？　一人くらい死人が出るんじゃないかと思っていたんですけど、怪我人こそあれ、全員ちゃんと生還しましたからね。いやはや、大変よくできました！」

　やつれた顔に似あわぬさわやかな笑顔で、毒島が手を打ち鳴らす。

　七つの贖罪オリエンテーリングが終わり、京輔たちは調教広場に集められていた。

　パチパチという一人分の拍手が、だんだん弱まっていき――唐とう突とつに途と絶だえる。

　笑顔を消した毒島は、陰いん鬱うつな面おも持もちで、

「……ただ、残念なことに、この無む慈じ悲ひにして不条理な世界は、ただ頑張れば評価してもらえる風にはできてないんです。努力は報むくわれないし、期待は裏切られるし、苦労を重ねてあげた成果も、つかんだ幸せも――ある日突然、皆さんみたいな殺人犯に、生命ごと奪われてしまう。そんな風にできてる世界なんです。ひどいですよね」

「「「「……………………」」」」

　嘆なげきを語る毒島の前、むき出しの地面に、何人かの生徒が正座をさせられていた。

　一、二、三、四……合計十四人。大怪我を負い、脱落した生徒を除いた失格者たちとクリアタイム最下位になった班の生徒たちである。

　彼らの前に立ち、彼女らの姿を見下ろしながら、語る毒島。

　くたびれたスーツを身にまとう背中の一部分が、突とつ如じよぷっくりとふくれた。

「……ひぃ!?」

　これから断罪される犠牲者たちを囲むように、見学している生徒たち――毒島の背中が見える辺りにいたＢ組の男子が、怯おびえるような引きつり声を漏らす。

　毒島の背中に生まれた、奇妙なふくらみ。大きさにしてハンドボールほどあるそれがモゾモゾとうごめき、二つに分かれてゆっくり移動を開始した。

　背中から肩口、肩口から腕を伝って……。

　その様を、調教広場の隅にひかえた久瑠宮がニヤニヤ眺めている。

「確かに、皆さんはよく頑張りました。その頑張りは、評価しますよ。俺は優しいですから。けれど、残念。世界は残酷だァ……中でも、今皆さんが生きてる世界なんかは、とびきりね？　それを教えてあげましょう。成果を生まない努力は無価値、結果を出せない過程は無意味。つまり、敗北者である貴様らは――この世界じゃブタ以下だ」

　物もの憂うげだった雰囲気を、一変させる毒島。

　だらりと下げられたその両袖口から、青紫と黄色の塊が落ちた。

　――ぼとり、と。

　地面の上でのたくるそれらは二匹の蛇だ。

　鉄パイプと同じくらいの太さに、倍以上ある長い胴。毒々しく色いろ鮮あざやかな身体には、タトゥーにも似た幾き何か学がく模も様ようが走っている。

「それでは、皆さん。しおりの予定表に従い、七つの贖罪オリエンテーリングの次――断罪者たちの《公開調教》へと移りましょうか。見学者の皆さんも、他人事とは思わず眺めるとよいです。次は我が身、ですよ……油断してると、ガブリと来ますからね？」

　見学する生徒たちに向かって、語りかける毒島。

　変化は雰囲気だけでなく、全身にまで波は及きゆうしていた。

　背中に、肩口に、上腕に、下腕に――大小無数のふくらみが生まれ、

　腰よう部ぶを、臀でん部ぶを、大だい腿たいを、足首を――モゾモゾモゾモゾ、うごめきながら移動する。

　スーツの下をはい回るそれらは、出口に向かって収束し、外の世界へ飛び出さんとしていた。ねっとりとした毒島の瞳が、標的を定める。

　目の前で怯え、震え、泣き、わめき、逃げ出そうとする教え子に向かって、

「……さてさて皆さん、大変長らくお待たせしました」

　嗤わらいかけ、そして――。




「これより、断罪者たちの公開調教……《猛毒禍劇ヴエノム・オペラ》を開演いたします」




　飼い慣らされた凶器の大群を解き、放った。

　スーツの襟えり首くびから、シャツの袖口から、ズボンの裾から――一斉に。

　飛び出してきた蛇が、蛙かえるが、蜥蜴とかげが、蛭が、百足むかでが、蜘く蛛もが、蜂はちが、毛虫が、

「「「「ひっ……ひええええええええええええええええええええええええぇ!?」」」」

　列居し大群を成して、雪崩なだれのように生徒たちへと襲いかかる。

　動物たちは皆一様に、鋭い牙きばや棘とげ、あるいは爪を備えていた。取りつくなりそれらを振るい、獲物の肌に突き立てる。――瞬間、

「「「「…………ッ!?」」」」

　その一撃をもらった生徒たちに、千差万別の『変化』が訪れた。

　蛇にかまれたある者は、喉のどを押さえてその場に倒れ、激しく痙攣し始めた。

　蜥蜴に引っかかれたある者は、身体を硬直させたきり、石のように動かなくなった。

　蜂に刺されたある者は、耳をつんざく絶叫をあげ、のた打ち回って苦しんだ。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず――調教広場を飛び交う動物と悲鳴、逃げ惑まどう生徒たちの一部が観衆に突っこみ、一帯は騒然となっている。

　その惨さん状じようを可お笑かしそうに眺め、久瑠宮が「……ククク」と喉を鳴らした。

「《猛毒禍劇》――毒島霧都は毒物使いだ。身体中に無数の毒性生物を潜ひそませて飼い、完璧に調教されたそれらを、自由自在に使し役えきする……毒島自身によって仕込まれ、ブレンドされた毒の効果は、様々だ。神経毒、麻ま痺ひ毒、出血毒、睡眠毒……笑い毒や媚び毒どく、しゃっくりが止まらなくなる毒、語尾がござるになる毒なんて、フザけたものもある。標的に複数の毒を仕込むことによって身体の中で毒をブレンドし、さらなる変化を引き起こすことも可能……ククク。一見冴えないクソ男のように見えるが、その実、わたし以上のサディストだよ、奴は。自分の毒――『劇げき』物によって獲え物ものにもたらされる変化を愉たのしみ、至上の快楽を得る……演出家であり観客なのさ」

　久瑠宮が悠ゆう々ゆうと解説している間にも、生徒たちは蹂じゆう躙りんされ、苦しみ続ける。

　生徒と動物が入り乱れる調教広場の中心で、ぐったりとしたギャルを腕に抱えた紳士が「誰か……誰か、助け――ひっく。助けてくださ――ひっく。た、助けてくださいでござるうううううううううぅ、ひっく！」と絶叫。首筋を蜂にチクッと刺された瞬間、「ウッ!?」喉を押さえて悶もん絶ぜつし、それきり動かなくなった。

「……ふむ。まぁ、こんなものですか。あんまり調子に乗りすぎて、予期せぬ連鎖反応が起きてしまってもアレですし。これくらいで勘かん弁べんしてあげましょう。毒物によっては早いところ薬を挿いれてあげないと、本当に死ん――って、おや？　おやおやぁ～？」

　静まり返った場内を見回し、毒島がうなずく。

　相変わらずのっぺりとしたその双眸が、またたいた。

　驚愕と興味に彩られた視線の先にいるのは――。

「一人だけ、まだなんともない子がいますねぇ……ああ、そうか。君に対して、普通の毒はほとんど効果がないんでした！　免疫力が高すぎて。調教用に薄めた毒なら、尚のことです。さてはて、どうしたものでしょう？」

「…………シュコー」

　動物たちに囲まれながらも、正座を貫き、地面に座る女子生徒。

　黒いガスマスクを被った彼女は、最後の最後で京輔に敗北し、クリアタイム最下位になった班の班長――煉子である。

「ごめん……ごめんよ、皆……私が不ふ甲が斐いなかったばっかりに……うう」

　懺ざん悔げをする煉子の前には、無惨な班員たちの姿があった。

　蚊かの大群にまとわりつかれ「かゆいかゆいかゆいかゆい、超かゆいいいぃ！」と身体をかきむしる道郎。仰あお向むけの姿勢で固まったまま、微動だにせず、巨大な蛙を顔の上に乗せる千尋。ビクンッビクンッと打ち上げられた魚のように跳ね回り、地面を揺さぶりながら痙攣しているボブ……。

　班の仲間を見つめて身を震わす煉子に、毒島がゆっくり歩み寄る。

　ガスマスクをうつむかせ、煉子が弱々しく呟いた。

「まさか、胸が足を引っ張るだなんて。揺れるから走りにくくて、痛くて、重くて……おっぱいさえ、大きくなければ……鋭利みたいに貧乳だったら！　百パーセント、私が勝ってた。勝っていたのにっ！　シュコー……」

　――そう。勝負の明暗を分けたのはズバリ、煉子の巨乳だったのだ。

　大人しく公開調教を眺める京輔の背後で、鋭利が「……ざまぁ」と嘲あざ笑わらう。

　己の胸を見つめて消しよう沈ちんする煉子を見下ろし、毒島が無ぶ精しようひげをなでた。

「……それはそれは、お気の毒です。ただ、そんなに落ちこまなくてもいいじゃないですか。素晴らしいですよ巨乳、尊とうといですよ巨乳。そこには男の夢が、ロマンがつまっています！　だから、元気を出してください。そして、男の下半身に元気を与えてあげてください。君の、素敵なおっぱいで――ね？」

　――ね？　じゃねーよ。

「…………なんなのあいつ、死ねばいい」

「…………奴はわたしが調教しておこう」

　鋭利と久瑠宮、貧乳二人が殺気だってるだろうが。

「まぁ、そういうわけなので、一つよろしくお願いしますよ」

　煉子の胸元を見る毒島の、右腕――その袖口から、新たな動物がのぞいた。

　鮮やかなショッキングピンクの鱗うろこに、紫色のハート模様が描かれたそれは、蛇。

　手首を伝って、しゅるしゅると指先に現れた蛇を持ち、毒島が煉子に迫る。

　本能的な恐怖によるものだろう、煉子が「ひぇ!?」と尻もちをついた。

「ぶ、毒島さん……な、なななな、なんですかソレは!?」

「《桃色屠息ピンクキラー》こと――こびやんです」

「こびやんっ!?」

「ええ。俺の大事なお友達です。こんな体色をしていますが、♂ですよ。君に中途半端な毒は効かないっぽいので、とびきり強力な――かつ、生命には影響のない毒を選んでみました。今の君には、ピッタリだと思いますよ」

「ぶ、毒島さん……そ、それはどういう毒なのかなぁ……？」

「……さぁ？　百聞は一見にしかず。考えるのではない、感じるのだ――自分の身体で試ためしてみればわかりますとも、ええ。たっぷり、感じさせてあげます」

「ひっ……」

　後ずさる煉子に、毒蛇――こびやんを差し出す。ハートに近い三角形の頭がたわみ、次の瞬間、跳ねるように伸長。眼前の獲物に襲いかかった。

「う……うわああああああああああああああああああああああああぁ!?」

　調教広場に、煉子の悲鳴がとどろく。

　こうして、今回の《猛毒禍劇》は幕を閉じたのだった。
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「――――――――」

　辺獄の家、食堂。京輔たちは昼と同じく、班ごとに寄り集まって食事をしていた。

　皆がお通つ夜やのような雰囲気で、《メスブタの地獄焼き》を食べ進めていく。

「……なぁ。元気出せよ」

　耐えきれず、京輔は正面の煉子へ声をかけた。

　テーブル上に突つっ伏ぷしているため、ガスマスクは見えない。

　薄手のカーディガンに包まれた肩が時とき折おりひくっと痙攣し、顔をうずめた腕の中から、「シュコッ……シュコー……」という嗚お咽えつが聞こえてくる。

「うう……まさか、あんなひどい目に遭わされるだなんて……うううぅ。これじゃあ、恥ずかしくてもう人前に顔を出せないじゃないかぁ……シュコッ……シュコー」

「いや、元から出してねぇだろ。けど、なんだ……その……ど、どんまい？」

　かつてないほど弱々しい声に、京輔はすっかり調子を狂わされていた。

　普段は刺々しい鋭利まで、「ぐずぐずぐずぐず……いい加減にしなさいよ？　あんたがそんな感じだと、マズいご飯がもっとマズくなるじゃない」とバツが悪そうに言う。

　煉子の隣に座る舞那は、無言で頭をなで続けてやっていた。

　ちなみに、煉子以外の班員――ボブと千尋と道郎は、医い務む室しつで休んでいる。

　毒島の公開調教を受けた他の生徒たちも、そのほとんどが不在。大事はないらしいのだが、毒島ブレンドの薬ワクチンを挿れた後、少しばかり静養が必要とのことだった。

　全体的に生徒の数が減り、騒がしさの薄れた食堂。落ちこむ煉子をどうにかなぐさめようとして、京輔たちが言葉を探していると、




「ごめんあそばせ？　こちらのお席、失礼いたしますわね」




　空気にそぐわぬ、柔らかい声がかけられる。

　蜂蜜のような芳香と共に、女子生徒が現れ、京輔の隣へ腰を下ろした。

　面食らって顔を向けると、彼女は朗ほがらかな微笑を浮かべて、

「ごきげんよう、神谷さん――と、愉ゆ快かいな仲間たちの方々？　初めまして。わたくし、三年Ａ組、風紀委員長の紗魔夜沙姫ですわ。以後、よろしくお願いいたします」

　あいさつした後、礼儀正しく自己紹介をする。

　鋭利が「……愉快な仲間？」と眉をひそめ、舞那が「あ……よ、よろしくお願いしまちゅっ！」と緊張し、煉子が「……うん？」とガスマスクを持ちあげた。

「まずは、皆さま……七つの贖罪オリエンテーリング、大変お疲れさまでした。かなり厳きびしい内容だったと思いますけれど、無事に戻っていただけまして、何よりですわ」

　胸に手を当て、安堵の息を漏らす紗魔夜。その目の前に置かれているのは、鉄板の上でジュウジュウと肉汁を噴き出す、分厚いＴボーンステーキだった。

　京輔たちが食する焼き肉などとは比べ物にならない、豪ごう勢せいなメニューである。

　風紀委員と一般生徒の間に存在している、身分格差の一いつ端たんだった。

　銀の装飾ナイフとフォークを使って、ほどよい具合に焼けた牛肉を切り分けながら、紗魔夜が優雅に言葉を継げる。プラスチック製の箸はし先さきに、ペラペラの豚バラ肉を挟んだ舞那が「……と、とっても美お味いしそうです」とつばを吞みこんだ。

「中でも、最後の一騎打ち。あれにはわたくし、心躍らされましたっ！　どちらのかたが負けて断罪されるのか、まったく予想がつかなくて……ワクワクドキドキいたしましたの！　素敵な勝負を見せていただき、ありがとうございます」

「…………ど、どういたしまして」

　傍はたから見ていればおもしろいかもしれないが、当の京輔たちは死に物狂いである。

　熱っぽく語られたところで、反応に困った。

　勝った京輔たちが聞かされる分には、まだいい。問題なのは――。

「……そうかい、おもしろかったかい？　それはよかったねぇ……シュコー」

　負けた煉子がいるにもかかわらず、その話を持ち出してきたことである。

　しかも煉子は負けたおかげで、ほんの数十分前、悲惨な目に遭あわされたばかり。

　くぐもった声でうなる煉子は、珍しく不機嫌そうだった。

　――しかし。

「うふふ。ええ、とってもよかったですわ！　特に勝負が決まった直後、貴女あなたが地面に崩れ落ちたときには、わたくし……光り輝く涙が、見えましたもの。ガスマスクをしているにもかかわらず、はっきり見えましたのよ？　わたくし、思わず涙いたしましたわ……可か哀わい想そうに、と。つい朝がた、河原で誇らしげにしていらした胸が――まさか同日、あんな悲劇をもたらすだなんて。残酷で、不ふ憫びんで、滑こつ稽けいで……心の底から、同情いたしますの。お気の毒さまでしたわね……ああ、本当に可哀想」

　紗魔夜が白いレースのハンカチで、目尻に浮かんだ涙をぬぐう。

　皮肉をそのまま受け取るだけでは飽あき足たらず、言い回しにそこはかとなく煉子をあざけるようなニュアンスが含まれているのは、天然だろうか。わざとだろうか。

　ガスマスクのこめかみ辺りから、ピキッという音がした。

　それでも、紗魔夜は気づかない。涙をふきふき、しゃべり続ける。

「うう……失礼。けれど、そうして味わった艱かん難なんも辛しん苦くも恥辱も全て、輝かしい未来へ通じているのです。貴方がたの淀よどみきった精神や、歪みきった性根、腐れきった道徳を綺麗に浄化し、洗浄し――これから立派に更生していただくため、先生がたが振るう鞭です。愛の鞭なのですっ！　……ですから、元気を出してくださいガスマスクのかた。味わわされた苦しみの分だけ、貴女の薄汚れた魂は、また一つ更生に近づいたのです。そう考えるのです。……さぁ、涙をふきましょう？　うつむかせていた顔をあげ、胸を張って前を見、歩み出すのです！　更生という未来へ繫つながる、輝かしい道をっ！」

「うん、死ねばいいよ」

「……そうね、死ねばいいわね」

　煉子と鋭利が、息をあわせて吐き捨てた。

　祈るように両手を組みあわせ、キラキラ輝く瞳で宙を見ていた紗魔夜が「なっ……」と目を白黒させて戸惑う。その唇が、きゅっとかみしめられた。

「なるほど、これは……お二人とも、かなり重症みたいですわね。神谷さんから、悪い影響を受けているのでしょうか……心がひどくねじ曲がっていますわ」

「えっ。オレのせいなの？」

　まさか、大人しく黙っていたのに巻きこまれるとは……。

　左隣に紗魔夜、右隣に鋭利、正面には煉子――京輔を中心にして、三人の女子生徒がギスギスとした雰囲気を漂わせている。針のむしろじゃないか、これ……。

　煉子の隣に座る舞那は「はわわわわ」と、すっかり縮こまっていた。

「心がねじ曲がっている、ねぇ……そう言う君の心こそ、ねじ曲がっているんじゃないのかい？　人の振り見て我が振り直せ、まずは自分の心を更生したらどうかなぁ」

　挑発的な煉子の言葉に、紗魔夜の眉がピクンッと動いた。

「…………わたくしの心が、ねじ曲がっている？　そのようなことは、断じてございませんわっ！　なぜって、わたくしは風紀委員ですもの。先生がたに認められ、選えりすぐられた模範生エリート――その代表ですもの！　万が一、わたくしの心に汚点があるなら、それは風紀委員全体の汚点。ひいては、先生がたの汚点になってしまいますわ。そのようなこと、あってはなりませんの！　ですからわたくしは、いついかなるときも慈いつくしみの心を忘れず、聖母のように清らかなる心を持って、あらゆることを寛かん大だいに受け止め、受け入れなければなりません……」

「ばーかばーか！　紗魔夜のあほぅあほぅ！　ばーかばーか！　あっかんべー」

「そう、寛大に受け止め、受け入れ――誰がバカですの!?」

　子供じみた罵ば倒とうを浴びせまくる煉子に、紗魔夜がたまらず声を荒げる。

　煉子が「フシュー」と、勝ち誇るように笑った。

「あれあれあれぇ～？　『いついかなるときも慈しみの心（笑）を忘れず、聖母のように清らかな心（笑）を持って、あらゆることを寛大に（笑）受け止め、受け入れる（笑）』んじゃなかったのかい、紗魔夜ちゃん？」

「…………紗魔夜ちゃん？　う、うふふ……貴女、先輩のことはきちんと『先輩』づけで呼んでくださいましね？　下手なモノマネも、お止やめになってくださいまし」

『あらあら。これは、ごめんあそばせ？　わたくしってば、つい調子に乗ってしまいましたわ。許してくださいましまし、紗魔夜ちゃん先輩！　フシューですの』

「――――――――」

　煉子を見つめる紗魔夜の顔から、表情が消える。

　似せる気のない煉子のモノマネに、鋭利が「……プッ」と噴き出した。

「はわわ。笑っちゃダメです、鋭利ちゃん！　笑っちゃ――」

『そうですわよ、紅羽さん。いくら紗魔夜ちゃん先輩が、いついかなるときも慈しみの心（笑）を忘れず、聖母のように清らかな心（笑）を持って、あらゆることを寛大に（笑）受け止め、受け入れる（笑）高潔なる（笑）模範生（笑）と言っても、限度がありましてよ？　わたくし、そろそろ怒っちゃいますわ！　激おこぷんぷん丸、ですの』

「ぷくっ!?　ぷ……ぷくく……」

「――――――――」

　性しよう懲こりもなくモノマネし続ける煉子に、舞那までもが笑いをこらえる。

　皆を見つめる紗魔夜の目から、光が消えた。

　ナイフとフォークを握る指先に、力がこめられ……。

「お前ら、いい加減にしとけよッ!?　先輩をからかうんじゃ――」

「ふ……うふっ……うふふふふふふ」

　京輔がたしなめかけたとき、顔をうつむかせていた紗魔夜が、震え始める。

　ゆっくり持ちあげられたその表情は、満面の笑顔。

　見た者の心を問答無用で癒いやし尽つくすような、最上級の微笑みだった。

「……うふふ。貴女がた、とってもおもしろいですわね？　おもしろすぎてわたくし、我を忘れてしまうところでしたもの……是ぜ非ひ、またお話しいたしましょう。――ただ、申しわけありません……わたくし、そろそろ失礼させていただきますわ。色々と準備をしなければならなくて。あまり、ゆっくりしていられませんの」

　言うなり、席を立つ紗魔夜。その顔には終始、仮面のように変わらぬ表情が貼りついている。煉子が「……準備？」と首を傾げた。

「それは、私たちを殺すための……かい？　フシュー」

「うふふ……ご冗談。次の予定――キャンプファイヤーの下準備ですわ。わたくしたち風紀委員は、何かと忙しいんですの。そういうわけで皆さま、ごきげんよう。……ああ、ちなみに余った分のステーキは、ガスマスクの貴女に差しあげますわ。楽しませていただきました、お礼ですのよ。どうぞ、遠慮なさらずご賞味くださいましね？」

　親切な言葉と口つかずのステーキを残し、紗魔夜がゆったりと去っていく。一口大に切り分け、解体された肉片を前に、煉子が「シュコー……」と吐息した。

「マスクをしてたら食べられないよ、こんな固形物……嫌がらせのつもりかな？」

「じぃ～……」

「けれど一応もらったものだし、舞那にあげよう」

「本当ですかぁ!?　ありがとうございますっ！　……皆さんは？」

「……あたしはいらない」

「オレもいい……なんか、一気に食欲失せたし」

　答え、お腹の辺りを押さえる。

　――最初っから最後まで、胃が痛くなる状況だった。いつ紗魔夜がブチギレるのかとハラハラしていた京輔は、恨うらめしげな目で煉子たちをにらむ。

「お前ら、次はちゃんとしてくれよ？　忘れてるんじゃねぇかと思って一応言っておくけどさ……相手は二十一人も殺した、元《殺人姫》なんだぜ？」

「……元でしょ。今は更生してるんじゃないの」

「自称だけどね？　フシュー。どうにも彼女、私と似た臭においがするんだよねぇ……もうちょっと激しくズッコンバッコン突いてあげれば、違った顔を見せてくれそうだ」

「ズッコンバッコン言うな」

　煉子の口から飛び出す下ネタにツッコみ、京輔は「やれやれ」と苦笑した。

　紗魔夜のことは不気味で、怖くもあったが――落ちこんでいた煉子はいつもの調子を取り戻したらしく、元気に食事を開始。

「はうぅ～、柔らかい！　肉汁があふれますぅ……」とほっぺを押さえる舞那の横で、パックゼリーをちゅーちゅーと吸う。

　鋭利も頰をゆるめて食事を再開し、久方ぶりになごやかな空気が漂ただよった。

　そんな中、京輔は林監学校のスケジュールを思い浮かべる。




「この後の予定は、キャンプファイヤー……《インフェルノ・キャンプファイヤー》か。インフェルノって、アレだよな。地獄だか煉れん獄ごくだかの炎のことだよな。普通のキャンプファイヤーと、一体どこが違うんだ？」





×　×　×






　――真っ赤に燃え盛る世界。

　火の粉が飛とび交かう闇やみを切り裂いて、甲高い哄笑がとどろく。

「ヒャッハアアアアアアァ！　汚物は消毒だアアアアアアアアアアアアァ！」

　巨大な火炎放射器を手に村を焼き尽くしていくソイツは、真しん紅くに染めあげられたモヒカン刈りの大男だった。ピアスだらけの凶悪な面には、狂喜の笑顔が浮かんでいる。

　残虐な来訪者に畏れおののき、蜘蛛の子を散らすように逃げ惑まどう人々。モヒカンは村だけではなく村人たちにまで、容よう赦しやない火炎の洗礼を浴びせた。

「あひいいいぃ!?　お、おじいちゃん……おじいちゃあああんっ!?」

　――そして、今。

　火炎放射器によって『消毒』された一人の老人を前に、少女が悲痛な叫びをあげる。

　逃げる途中で転んでしまったのだろう――地面に倒れ伏した少女をかばうようにして飛びこんだ身体が、火炎放射の暴力に包まれ、火だるまと化したのだ。

「おじいちゃん……おじいちゃんっ！　うわああああああああああああぁ!?」

　目の前で肉親を奪われた少女が、泣きむせぶ。

　瞳からボロボロ涙をこぼし、燃え続ける亡なき骸がらに向かって、はうように近づこうとする少女。その鼻先に、火炎放射器が突きつけられた。

　ビクッと細い肩を震わせ、恐る恐る視線をあげる少女を、炎に照らし出された残忍な笑顔が見下ろしている。「ひっ!?」と怯え、後ずさる少女に笑みを深めると、モヒカンは火炎放射器の引き金に、ためらいなく指をかけ、

「――そこまでだ」

　不意にモヒカンとは別の、低い声が響いた。

　お楽しみを邪魔されたモヒカンが「あァ～ン？」と背後を振り返る。

　そこにいたのは、ボロボロの外がい套とうをまとう少年だった。

「なンだァ、テメェ……このオレサマに焼き殺されたい、自殺志願者かァ～？」

「自殺志願者？　違うな。オレは流る浪ろうの旅人さ。強者を求めてこの地をさまよい歩き、猛も者さをしとめてその血をすする……ただの、名もなき殺さつ戮りく志願者だよ」

　目ま深ぶかに被ったフードの下から鋭い瞳がのぞき、モヒカンを射い貫ぬいている。

　だらりと下げた片腕に、色取り取りのモヒカン頭――十一個の生首を携たずさえて。

「…………ヒャハ？」

　ほうけるモヒカンの眼前に、少年が生首を投げ捨てた。

　変わり果てた同胞たちを凝視しているモヒカンに対して、少年は言う。

「残っているのは、もうお前だけだぜ？　そのモヒカンも、狩らせてもらおうか」

　フードを脱いだ少年の獰どう猛もうな目が、最後の獲物に狙いを定めた。

　モヒカンは「……ウッ!?」と怯ひるみかけるが、すぐに威勢を取り戻し、

「テメェ、よくもオレサマの大事なモヒカンファミリーを……ゆ、許さねェ！　許してほしいなら、オレサマの手で消毒されちまいなァ!?　さもないと……」

　火炎放射器を放ったモヒカンが、騒ぎに乗じてそろりそろりと逃げ出そうとしていた少女を「あひぃ!?」つかんで、羽は交がい締じめにする。

　懐から取り出したナイフを喉元に突きつけ、ニヤリと笑った。

「このお嬢ちゃんが、どうなっても知らないぜェ～？　ギャハハ！」

「……………………」

　少年の目がわずかに細まる。

「ひっ……ひいっ……ひいいいいいいいいいぃ!?　お助けくださいっ！　お助けくださいいいいぃ！　お命だけはっ！　お命だけはああああああああああああぁ!?」

　筋骨隆々とした腕に捕らえられ、少女は懇願しながら涙をこぼした。

　ガタガタ震える少女の瞳を見返し、少年は言う。ゾッとするほど冷淡な声で、

「フンッ……バカが。その程度のチンケな脅おどしに、オレが屈くつするとでも？　今や、時代は世紀末。秩序が壊れ、風紀は乱れ、正義の朽くちた社会は、弱肉強食。弱者は死に耐え強者が生き残る、単純明快な世界だ。その女が人質として殺されようが、オレは毛ほども動じない。なぜなら、オレは殺戮志願者……全てが死にゆくこの世界において、全てを死に至らしめる、流る浪ろうの《殺人鬼》なのだから――って、おい。待てやコラ。テメェ……舞那に何してやがる、モヒカン？」

　唐突に台詞を途と切ぎれさせ、流浪の殺人鬼――京輔は、モヒカンをにらんだ。

　怒気をはらんだ視線の先では、少女――白いワンピース姿の舞那を羽交い絞めにしたモヒカンが、どさくさに紛れてペタペタ身体を触っている。

「ヒャハハ！　ちんまいくせに意外と発育がいいなァ、お嬢ちゅわ～ん？」

「ひいいいいいいっ!?　な、なななな、何してるんですか!?　やっ、やめてください！　やめ……いにゃああああああああああああぁ!?」

　たまらずもがく舞那だが、腕一本で拘束されて、身動きできない状態だった。

　その間にも、モヒカンは舞那の身体をあちこちまさぐっている。

　京輔のこめかみに青筋が浮いた。ボキボキと拳を鳴らし、

「ヒャッハー！　このドジっ娘はオレサマのものだァーッ！」

「モヒカン」

「…………ヒャハ？」

「マジでいっぺん、死んどけやコラアアアアアアアアアアアアアアァ!?」

「はぎょおッ!?」

　鼻っ面に拳を叩きこまれたモヒカンが吹っ飛び、十一個のモヒカン生首――紙と粘ねん土どで作られた小道具を跳ね散らかして、周囲を包む炎の中へ突っこんだ。

「あちゃちゃちゃちゃちゃちゃ!?」ともだえるモヒカンに、久瑠宮が駆け寄る。

「いかんッ！　は、早く消火を……どりゃあああああああああァ！」

「ヒャハ？　うぎゃあああああああああああああああああああァ!?」

　久瑠宮がバケツでバシャッとかけたのは、水ではなく大量の油だった。

　全身火だるまと化したモヒカンが、地面をのた打ち回る。

　久瑠宮が「……ふぅ」と額に浮かぶ汗をぬぐった。

「なんとか、間にあったようだな……よかった」

「よくないですよ、久瑠宮先生？　これっぽっちもよくないですからね？　風紀委員の皆さん、早く！　急いで消火をお願いします」

　毒島の指示で動いた風紀委員たちが、消火器を手にモヒカンを取り囲み、一斉に噴きつける。白い煙がもうもうと立ちこめる中、マイク片手に事態を静観していた鋭利が、「……ふわぁ」と生あくび。やる気のない棒読み口調で、ナレーションを入れた。




「……以上。Ａ組四班の出し物――寸すん劇げき『世紀末』を終わります」




　ファイヤー場に拍手が鳴り響く。中央に立つ京輔たちを囲んだ生徒、そのさらに外側をぐるりと取り囲むように、炎が燃え盛さかっていた。

　炎を囲むのではなく、炎に囲まれながら行うキャンプファイヤー。

　それが、この――《インフェルノ・キャンプファイヤー》なのである。

　肌を焼き焦こがされるような気温と、吸いこむだけで肺がヤケドしそうな熱気。

　極限状態の中、なんとか自分たちの『出し物』を終え、京輔はホッと一息ついた。

　頭の先から足の先まで真っ白になったモヒカンが、担たん架かに乗せられ運ばれていくのを横目に、へたれこんだ舞那へ手を差し伸べる。

「エライ目に遭わされちまったな、舞那……立てるか？」

「あ……は、はい……すみません。あうあう」

「……チッ。珍しく、ちゃんと演技してると思えば……コレだわ。毎度毎度、いつまで経っても本当に懲こりない奴よね。二度と戻ってこなければいい」

　寸劇の最中、ナレーションを担当していた鋭利も合流し、京輔たちは自分たちの場所へと戻った。炎がすぐ後ろにあるため、半端じゃなく暑い。

　滝のような汗をかきつつ、むさぼるようにペットボトルの水を補給する。

　中央では、紗魔夜が司会を進行していた。




「Ａ組四班の皆さま、ありがとうございました。流浪の殺人鬼からにじみ出る残虐性がリアルに表現できていましたわ。さすがは本物の殺人鬼ですの！　……では、次。最後の班へとまいりましょう。Ｂ組四班の皆さまによる――」




　――『サツジン・ラップSATSUJIN-RAP』です。




　紗魔夜がアナウンスをした、直後。

　ふいに、どこからともなくビートを刻むドラムの音が聴こえ始めた。

　ジャージ姿の生徒たちが四人、同時にスッと立ちあがり、ビートにあわせて手拍子クラツプしながらファイヤー場の中央へと歩んでいく。

　――ドゥンッ、ドゥンッ、チャッ！　ドゥン、ドゥン、チャッ！

　次第にベースの音も混ざり始めるが、楽器はどこにも存在していなかった。

　ただ、生徒のうちの一人――黒いガスマスクをした女子生徒が、口元にマイクを持ってきているだけだ。ドラムとベースの音は、そこから発せられているらしい。

　ヒューマン・ビート・ボックス。人間の『口』と『鼻』だけで、様々な音色や音色の加工・変化を表現してみせる、高度なボイステクニックである。

　ほどなくして四人がステージ中央へ至いたると、激しくこすれるスクラッチの後、機械が強制終了シヤツトダウンするような音を発して演奏が止み、皆がピタッと動きを止めた。

　静寂の後、「シュコオオォー……」という呼吸音。

　京輔たちオーディエンスに向かい、煉子が中指を立て、




「逝かせるぜLet's Kill」




　――言い放った、次の瞬間。

　嵐のごとき音の奔ほん流りゆうが、ファイヤー場を吞みこんだ。

　実際に楽器を奏かなでているかのような、力強いドラムと激しいベース音。スクラッチも織おり交まぜながら展開される音色にあわせて、静止していた四人が爆発的に動き出す。

　その中から、まずは煉子が跳ねるように飛び出し、ラップを披露し始めた。




「ＹヨＯー！　熱い火炎に抱かれ、登場！　黒い仮面のＧジーＭエムＫケイ！　巷ちまた騒がすサイコパス！　出会っちまったら即座に抹まつ殺さつ！　叩きつけるぜ最高の一発！　ライム利かせる言葉の　ナイフ！　キミに聴かせるウチらのライブ！　殺されたいならノってきなNo Take Down、来いCome On！」




　立てた中指をクイクイッと動かして観客を誘い、煉子――ＧＭＫが、四人の中へと舞い戻る。細かい動作の一つ一つが、憎らしいほど様になっていてカッコイイ。

　続いて、入れ替わるように進み出たのは、一ひと際きわ巨大な女子生徒。

　小麦袋を被った彼女は、地面をドンッと踏み鳴らし、大地を震しん撼かんさせながら、ＧＭＫとは対照的な低音ボイスで歌い始めた。




「ＨＥＹヘ　イ！　大地揺さぶり、ド派手に参上！　巻き起こすのはＳそＯう、ド派手な惨状！　百貫デブのフクロボブ！　メガトンプレスで、とことん壊す！　コンプレックスな顔、袋で隠す！　ＨＡＨＡハ　ハ！　笑った奴はアタマ割る！　ＤＯＮド　ン！　ドンドンドンドン、潰して回る！　全てを巻きこむジャガーノート！　お前のハートも巻きこんじゃうゾ!?」




　その巨体を存分に生かし、大迫力のラップを披露し終えた後、ボブ――フクロボブが四人の中へと引っこんでいく。

　そして再び、流れるようにＭＣチェンジ。

　ボブとは真逆、ヌルッと静かに前へ出たのは、小柄な女子生徒だった。

　瞳と同じく真っ赤な舌で唇を一舐め、ボソボソしたささやき声ウイスパーボイスで唄い出す。




「ＹＯ！　お前ら全員、食い殺す！　カニバリズムのチカチーロ！　キケンで危ない人肉食系！　さぁ始めるよ、カーニバル！　ハンニバルまで真まっ青さおさ！　皆で死ぬほど盛りあがりましょう！　魔性のリズムに、お前は虜とりこ！　お前のお肉に、私は虜！」




　可愛らしい声とは裏腹な、昏い目と鋭い八重歯の、千尋――チカチーロ。

　京輔から視線を逸らさず歌ってくるのが、不気味で恐ろしい……。

　しかし、ＧＭＫが奏でるヒューマン・ビート・ボックスに、怒ど濤とうのごとく連なる皆のラップはどれも完成度が高く、気づけばすっかり惹ひきこまれていた。

　いつしか、生徒の多くが立ちあがって拳を突きあげ、一緒になって合唱している。




「「「サ・ツ・ジ・ンSATSUJIN！　サ・ツ・ジ・ンSATSUJIN！」」」

「さぁYeah！　刺殺、撲ぼく殺さつ、扼やく殺さつ、毒殺！　止めてみせるぜ、キミらの心音ビート！」

「「「サ・ツ・ジ・ンSATSUJIN！　サ・ツ・ジ・ンSATSUJIN！」」」

「来いCome On！　銃じゅう殺さつ、轢れき殺さつ、溺でき殺さつ、焼殺！　止めてみせろよ、ウチらの心音ビート！」




　殺人犯を更生する学校でサツジンを賛唱するのは、教育的にどうかと思うが……。

　そんなことはどうでもよくなるくらい、会場の熱はヒートアップしていた。

　ちなみに、最後の班員であるところの魔境院喰餓こと道郎はというと、一度もソロでラップを披露することなく、音にあわせてポーズをキメているだけ。

　なんのために存在しているのかよくわからなかったが、こうして傍から眺めているとダンサーのような感じでキマっているから、不思議なものだ。

　バックの炎までもが勢いを増し、四人の姿を影絵のように照らし出していた。

　――やがて。




「…………ありがとうFuck you」















　四人が中指を立てた状態で、演奏停止。あっという間に一曲目を終えたＧＭＫたちが大だい喝かつ采さいを浴びる。興奮する生徒たちの拍手が鳴り止むのを待ってから、

「……おや、まだ息があるのかい？　なら、トドメを刺してあげよう。次は――」

　タイトルコールを叫ぼうとした、刹那。

「……………………」ふいに、口をつぐんだＧＭＫの身体が揺らめいて、

　――くらくらくらぁ～～～、バタンッ！

　その場に倒れこんでしまった。

「「「ＧＭＫえええええええええええええええええええええぇ!?」」」

　生徒たちの悲鳴が重なり、こだまする。

　仰向けになった、ＧＭＫ――煉子は「シュコー……シュコー……」と浅い呼吸を繰り返したまま、起きあがってこない。

　小走りで駆け寄り、煉子の具合を確認した久瑠宮が、呆れるように吐息した。

　ＧＭＫの安否を気遣う生徒たちに向かって、鉄パイプを振ると、

「……熱中症だ。このクソ暑い中、マスクをしたまま騒ぎすぎたようだな」





×　×　×






　煉子が担架で運ばれた後も、インフェルノ・キャンプファイヤーは、とどこおりなく進行していった。デスヴォイスで校歌を熱唱したり、レクリエーションという名の苦行を受けたり、風紀委員によるインフェルノ・ファイヤーダンスを鑑賞したり……。

　そしていよいよ、最後のプログラム。

　ヘトヘトになった生徒たちを、待ち受けていたのは、




　――ごく普通のフォークダンスだった。




　馴な染じみのあるミドルテンポの音楽にあわせ、皆が輪になって踊る。

　別段変わったこともない、本当に普通のオクラホマミキサーだった。教師と風紀委員も混ざり、男女で手を取りあって、和わ気きあいあいとステップを刻む。

「……ふわぁ」

　そんな中、あからさまな拒絶を示して腕を組み、あくび交じりに歩いている女子生徒がいた。――何を隠そう、紅あか羽ばね鋭利である。

　ペアになった男子生徒は鋭利の態度に狼ろう狽ばいし、にらまれては萎い縮しゆくして、戸惑いながら次の相手へ移っていった。その繰り返し。見ていて可哀想になる。

　今もまた、ゆるく組んだ腕をほどいて「……だる」と瞼をこする鋭利の右手を、

「何してんだよ？　踊ろうぜ」

　次のペア相手である京輔は、ためらいなく取った。

　ビクッと身体を震わせた鋭利が、弾かれたように京輔を見る。

「…………ぁ」

　咄とつ嗟さに振り払おうとする手を、京輔は強く握りしめた。

　鋭利の指に施ほどこされたネイルが、手の平に食いこむ。

　――だが、それだけだ。ネイルの先に取りつけられた刃やいばで、京輔の手が斬きれることはない。《暗殺者》である鋭利が隠し持つ、ネイルアートに扮ふんした日本刀。

　それは現在、装着されていなかった。三ヶ月前、殺人犯にからまれていた京輔を助ける際に存在がバレ、つけ続けることができなくなったのだ。

『暗あん器きは暗器と見抜かれた時点で、暗器としての意義を失う』とは、鋭利の言葉。

　それでも、つけ続けていた感覚はまだ抜けないのだろう――京輔に手を取られた鋭利は顔をうつむかせ、落ち着きなくソワソワとしていた。

　ステップを踏む脚の動きも、どこかぎこちない。

　思わず苦笑を漏らした京輔に、鋭利がじろりと半眼を向ける。

「…………何よ？」

　肩越しににらんでくる目を見つめ返して、京輔は答えた。

「いや、初うい々ういしい奴だなぁと思って」

「……ハァ？　何それ、ケンカ売ってんの？」

「ちげぇよ。可愛いってことだ」

「…………ッ!?」

　鋭利の頰にパッと朱が指す。気だるげだったその顔が、嬉しそうにゆるんだ――かと思われた瞬間、不機嫌そうにしかめられ、「……フンッ」と首を戻してしまった。

「……な、何言ってんのよ。バカじゃない？　この女ったらし」

　地面を見つめ、吐き捨てるように呟く。

「お、女ったらしって……人聞きの悪いこと言うんじゃねぇっての」

「……別に？　事実を言っただけだけど」

　それきり言葉を交わすことなく、京輔たちは無言で踊り続けた。

　炎の熱気が辺りを満たす中、鋭利のしなやかな指は熱く、しっとり汗ばんでいる。

　橙だいだい色いろに照らし出された星空の下、重なりあった時間は二十秒にも満たない。

「じゃあ、またな？」

　小さく礼をし、ペア交こう替たい。手を離そうとしたときだった。

「…………ごめん、京輔」

　消え入りそうな声で、鋭利がささやく。

「……え？　な、何が――」

　咄嗟に訊き返そうとする京輔だったが、流れがそれを許さない。

　次のペア相手である女子生徒の手を取りながら、京輔は鋭利へ視線を向けた。

　鋭利は再び腕を組み、『話しかけるな』オーラを身にまとっている。

「ふふ。こんばんは、鋭利さん。僕と踊っていただけませんか？」

「お・こ・と・わ・り」

「あふんっ!?」

　笑顔で腕を差し出すペア相手――紳士の股間を、鋭利が思いっきり蹴りあげた。

　蹴られた股間を押さえ、地面に崩れ落ちる紳士。

　鋭利は「……チッ」とイラだたしげに舌を打ち、独りで歩き出す。京輔と目をあわさぬように、明後日あさつての方角を見るその横顔は、相変わらず不機嫌そうだった。





×　×　×






「熱あつッ!?」

　キァンプファイヤーを終え、迎えた入浴時間。

　湯船に足を入れた瞬間、京輔はあまりの熱さに飛びあがる。

　指先がヒリヒリと痛んだ。ヤケドを負ってしまったかもしれない。

　お湯の温度は六十六度。湯船に入ることは一旦あきらめ、今度はシャワーをひねってみるものの――「熱ッ!?」こちらもかなりの熱湯で、京輔を身もだえさせた。

　だだっ広い風呂場の真ん中に立ち、途方に暮れる。

「……どうすっかなぁ」

　滝のようにかいた汗をさっぱり流したいのだが、お湯があまりに熱すぎるおかげで、満足に浴びることすらできない。とりあえず、タオルにお湯を染みこませ、身体をふくぐらいはしておくか――と、京輔が再び浴槽へ向かおうとしたときだった。




「はいはいどうもォ～、失礼させてもらうねェ？」




　入り口の引き戸をガラガラと開き、誰かが風呂場に入ってくる。

　透き通ったソプラノの、紛まぎれもない女子の声。ここはもちろん、混浴ではない。

　しかも、声には聞き覚えがあった。三ヶ月前に聞いたきりだが、覚えている。

　くもりないガラス――あるいは凍った河を連想させる、明るい声音。

　くぐもっていない彼女の声は本当に綺麗で、全身の毛が逆立った。

　硬直する京輔の顔から、みるみる血の気が引いていく。

　……嫌な予感がした。これ以上ないほど、嫌な予感が。

　ぎこちない動きで、背後を振り返る。そこに――。

「やっほォ、京輔。お待たせしました！　愛いとしの煉子ちゃんだよォ～。ふふふ」

　現実離れの美貌をたたえて、ガスマスクを脱いだ彼女が立っていた。

　バスタオル一枚だけという、あられもない格好で。

「ちょっ……何しに来やがったんだよ、お前!?　ここは男風呂だぞ!?」

　白銀色の髪を結いあげた煉子は、洗面器で大事なところを隠した全裸の京輔を、満面の笑顔で見つめている。

　排気口を通さぬ生の笑い声が、桜色の美しい唇から漏れた。

「ふふっ。何って、そんなの決まってるじゃないか……せっかく二人きりなんだから、二人きりのときしかできないことをしに来たんだよォ、京輔？」

　がらんとした大浴場に、煉子の妖よう艶えんな言葉が響く。

　入浴は部屋ごとに行われるのだが、独房である京輔は一人きりなのだった。

　そして煉子は京輔にだけ、生まれ持った殺意を抱くことができない。

　つまり、京輔と二人っきりの状況ならば《安全装置リミツター》であるガスマスクを外したとしても、煉子が殺害行為に走ることはないのだ。

「せっかく私が久瑠宮さんに頼んで、マスクを外してもらったんだ。この機会を無む駄だにする気はサラサラないよ？　たっぷり味わわせてあげる……私の魅力で君をメロメロにしてあげるよォ。心じゃなくって身体の方からねェ。ふふふ」

「……………………」

　久瑠宮め、と京輔は憎々しげに吐き捨てた。

　――こうなることがわかっていて、わざわざ安全装置を外しやがったな!?

　逃げ場を探して風呂場を見回す京輔に、煉子がゆっくり近づいてくる。

　薄手のタオルを巻きつけただけの肢体は、眩暈めまいがするほど蠱こ惑わく的てきで、視線を逸そらそう逸らそうとしても、決して抗うことのできない引力を備えていた。

　豊かな胸元はもちろん、急きゆう勾こう配ばいを描く身体のラインや、バスタオルの生地と比べて、尚白い肌。それらの魅力を何百倍にも引きたてる顔、完全無欠の造形美……。

「うっ……こ、こっち来んなあああぁ！」

　きびすを返して煉子から逃げ、京輔は背後の浴槽に飛びこむ。

　派手な飛沫しぶきと同時、激しい痛みの奔ほん流りゆうが身体中を襲った。

　歯を食いしばって耐える。火あぶりにされているかのような気分だったが、おかげで湧きあがっていた煩ぼん悩のうは、綺麗さっぱり消し飛んでいた。

　煉子に背を向けたまま目を閉じ、湯船の中で座りこむ。

「……何をしているんだい、君は？　お風呂の中に飛びこむなんて、マナー違反だよ。まずはかけ湯で身体を流して、静かにそォっと入らなくっちゃ」

　京輔が放った洗面器を拾い、バシャッとお湯をかける音。

　熱さを感じた様子は、微み塵じんもない。煉子はそのまま湯船に浸つかると、穏やかな波は紋もんを立てながら、般若心経を唱える京輔のところへ近づいてくる。

「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深しん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じ、照しよう見けん五ご蘊うん皆かい空くう、度ど一いつ切さい苦く厄やく――」

「もうっ……そんなに怖がらなくても、心配ないのに。私だって、いきなり君を襲って食べたりなんかしないさァ。こういうのは、過程が大事でしょ？　まずは互いの距離を縮めようじゃないか。心の距離も、身体の距離も……」

　京輔のすぐ真後ろで、しゅるっと何かが脱ぎ捨てられる音。

　……何か？　そんなの決まっていた。煉子が身に着けているのは、薄手のバスタオル一枚。それが脱ぎ捨てられたということは、即すなわち――。

「…………ッ!?」

　瞬間、お湯の熱さで消し飛ばされた煩悩が復活し、湯水のようにあふれ出した。

　鼓動が暴れる。――振り返りたい。今すぐにでも、振り返りたい。

　それでもギリギリ理性を保ち、一層強く瞼を閉じる京輔。その背中に、

「むぎゅっ」

「うぎゃあああぁ!?」

　――煉子が抱きついてきた。

　たまらず悲鳴をあげる京輔に、煉子がイタズラっぽく笑う。

「ふふっ。これで身体の距離はゼロになったよォ……どうだい？　気持ちイイかい？　私は気持ちイイよォ、京輔。君の背中はゴツゴツとしていて、とっても気持ちイイ……こうしているとね、強い鼓動が伝わってくるんだ……ドクンッ……ドクンッ……って。あァ……一秒でも早く、この鼓動を止めてあげたいっ！　誰にも渡したくないよ。他の誰でもない、私自身の手で……君の心臓こころを壊してあげたいなァ？」

　耳元でささやき、煉子が腕に力をこめた。

　京輔の首に回した腕がきゅっと絞められ、背中に押し当てられたふくらみが潰れる。

　さえぎるものを一切失くした煉子の胸は、信じられないほど気持ちがよくて、柔らかで、理性が一気に弾け飛びかけた。……ヤバイ。このまんまだと、マジで飛ぶ。

　煉子を突き飛ばすなりして、抵抗しなければ――と思うのだが、凍ったように身体が動かなかった。京輔の耳に息を吹きかけ、煉子が艶なまめかしい声でささやく。

「ねぇ、京輔……身体が熱いよ。毒島さんに盛られた毒が、まだ残っているのかなァ？　身体の奥がじんじんするんだ……大好きな君の素肌を目の前にしたら、それがすっごく強くなってきちゃった。頭がとろけそうだよォ……」

　言うなり、煉子が身体を動かし始めた。

　京輔の背中にピッタリつけた裸の胸がこすれるように、ゆっくりと。

　挟みこまれた二つの豊かなふくらみが、筋肉のくぼみにあわせてむにゅむにゅ変形しつつ、京輔の背中を上下左右になぜる。

　胸と一緒に頰をこすりあわせた煉子が「あふっ」と、扇せん情じよう的てきな吐息をこぼした。

「あァ……熱い……止めて……早く止めてよ、京輔ェ……君の手で、早く……っ！」

「――――――――」

　求める煉子に、京輔は無言。黙っていると、その息づかいが荒くなっていく。身体を動かす速度が増していくにつれ、背中をこするふくらみの先端が――。

（ああ……ダメだわ、オレ。死んだかも）

　そしてとうとう、京輔は弾けた。

　光のない目で天井を仰ぐと、口元にうっすら笑みを浮かべて、

　――鮮血が、噴いた。

　浴槽近くの壁が一面、紅くれないに染まる。

　四肢をぐったり弛緩させ、ぷかぁと浮かぶ京輔。

　お湯に浸かった顔の辺りから、真っ赤な血が漏れ出していた。

「京輔!?　うわあああァ、京輔が……京輔がァ……鼻血を噴いて倒れちゃった！」

　素っ頓狂な叫びをあげる煉子の声が、ひどく遠くに聞こえる。

　お湯に顔をつけたまま、ドクドク鼻血を流し続ける京輔の意識が、急速に薄れていった。煉子が慌てて京輔を抱きあげ、湯船の外へと向かう。

　その際、京輔の顔が、裸の胸にむぎゅっと押しつけられて、

「――ぶふぅ!?」

「京輔えええええええええェ!?」

　ほとばしる血と、響く絶叫。

　京輔の記憶は、そこで途切れた。
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「エライ目にあわされたぜ、ったく……」

　数十分後――無事、意識を取り戻した京輔は、医務室から自分の部屋へ向かって人ひと気けのない廊下を歩いていた。鼻につめこまれたティッシュを直しつつ、ぼやく。

「煉子の奴、やりすぎなんだよ……少しは自重しやがれってんだ」

　途端、風呂場での出来事が、ありありと脳のう裏りによみがえってきて……。

「ダメだダメだ、思い出したらダメだッ！　これ以上、血を失くすのはやべぇ」

　頭を勢いよく振り、その光景を打ち消した。

　どれだけ大量の鼻血を噴き出したのか、軽く貧血気味である。

　今は一刻も早く休もうと、京輔が足を速めかけたとき、

「あれあれあれぇ～？　お風呂あがりの神谷さぁんでは、あ～りませんか！」

　階段近くの曲がり角で、面倒臭い奴らと出くわしてしまった。

　紳士と宇佐見と大野木の三人だ。ジャージとタオルを小脇に抱えた彼らは制服姿で、これから浴場へ向かうところだったのだろう――京輔とはちあわせるや否や、宇佐見と大野木が素早く動き、取り囲むように移動する。

「よォ、神谷。珍しく一人じゃねェか。しかもなンだァ、その鼻栓は？　風呂が熱すぎて、のぼせちまったのかよ。ハハハ、だっせェ！　傑けつ作さくだぜ、ハハハハハ！」

「ヒッ、ヒヒ……貧血には肝臓レバー……肝臓をえぐって、食べさせて……ヒッ、ヒヒヒ」

　鼻につめこまれたティッシュを指さし笑う大野木と、背後から京輔の肝臓辺りをなでさすってくる宇佐見。紳士が、含みのある表情を浮かべた。

「いやぁ、どうもどうも。七つの贖罪オリエンテーリングでは、とってもお世話になりました。ええ、とても……ふふふ。お風呂は気持ちよかったですかぁ？」

　ニヤニヤ笑う紳士の瞳はしかし、これっぽっちも笑っていない。

　七つの贖罪オリエンテーリングでボコられた挙句、大罪カードを紛失――毒島の調教に遭い、鋭利に股間を蹴りあげられて、ストレスが溜まっているのだろう。

（さ、最悪すぎる……殺る気満々じゃねぇか、コイツら。マジついてねぇ……）

　生乾きの頭をガシガシかいた京輔は、無理やり愛想笑いを浮かべ、

「あ、ああ……いい湯だったよ。すげぇ熱いけどな。お前らもヤケドには気ぃつけろ？　じゃあ、オレはこの辺で――」

「まぁまぁ、そんなに焦あせらないでくださいよ～」

　逃げ出そうとしたのだが、通せんぼをされてしまった。

　左右を壁と大野木に、前後を紳士と宇佐見に挟まれ、京輔の鼓動が速まっていく。

「お、おい……入浴時間、なくなっちまうぜ？」

「心配いりませんとも、神谷さん。すぐ終わりますから……ふふっ」

　言って、抱えたジャージを大野木の手に預あずける紳士。

　自由になった両手でタオルの端を持ち、硬直する京輔の首にかけると、

「鋭利さんとの約束ですから、手は出しませんよぉ？　手は……ね」

　喉元で交差させ、絞殺魔ストラングラーが薄茶色の瞳を細めた。

　――マズイ。相手の意図を察した京輔が動くよりも速く、紳士がタオルを握る両手に力をこめようとしたとき、




「貴方、何をしようとしてますの？」




　突如として響いた声に、皆の動きが静止する。

　見れば、紳士の真後ろ――ほとんど引っつくほどの近距離に、蜂蜜色の髪をした女子生徒が立っていた。気配はもちろん、近づくことすら悟さとらせず。

　京輔たちの意識が、紳士の手元に集中した数秒で、忽こつ然ぜんと現れたように……。

「うわぁ!?」

　紳士が驚き、タオルを離して飛びすさる。

　その身体をひらりとかわし、女子生徒――肩口に『風紀委員』と書かれた黄色い腕章を通した美少女が、京輔をかばうようにして立ち、紳士と向かいあった。

「一年生の皆さま、こんばんは。お初にお目にかかりますわ。三年Ａ組、風紀委員長の紗魔夜沙姫ですの。以後、お見知りおきを」

「しゃ、紗魔夜先輩……」

　目を見開く京輔に、紗魔夜は泰たい然ぜんと笑いかけ、

「ごきげんよう、神谷さん。この方々はお友だちですの？」

　紳士と大野木と宇佐見を、順番に見回す。

「え？　ああ、いや……友だちっつぅよりは、こう……なんすかね――」

「親友っ！　親友なんですよ、僕たち！　ふふふ」

　京輔が言いよどんでいると、紳士がとんでもない大噓をつき出した。

「…………親友、ですの？」と怪しむ紗魔夜に対して、紳士は「そうです！」と力強くうなずき、紗魔夜に向かって人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべる。

「初めまして、先輩。神谷さんと同じく、一年Ａ組の早乙女紳士です。それにしても、綺麗なかたですね！　美しすぎて一瞬、女神なのかと思ってしまいましたよ」

「まぁ……」

　白い歯をキラーンと光らせる紳士に、紗魔夜が頰を押さえて喜んだ。

　……紳士の奴、ここぞとばかりに口く説どき始めたな。

　すると、大野木も流れに便びん乗じようし、

「オレも親友ッ！　大親友の大野木荒太ッス！　紗魔夜センパイ、オナシャス！」

　などと自己紹介をする。いかにも媚びてます風の、だらしない笑顔だ。

　緊張した廊下が一転、穏やかな空気に包まれた。

「うふふ。そうでしたのね？　仲がいいのは、よろしいことですわ」

　微笑み、紗魔夜が満足そうにうなずいた。

　それから、ふと思い出したように「ところで……」と続け、




「どうして、親友の首を絞めようとしていましたの？」




　――次の瞬間、一気に声色を変えた。

　空気が再び張りつめる。声の調子自体は、先ほどと変わらず柔らかかったが、有う無むを言わさぬ響きがこめられていた。紳士と大野木の笑顔が、固まる。

「へ？　や、やだなぁ先輩……絞めようだなんて――」

「していましたでしょう？」

「……はい、してました。ただ、アレはじゃれあいみたいなもので――」

「けれど、絞めようとはしていましたでしょう？」

「…………はい、してました」

　言い逃れの台詞をバッタバッタと切り伏せられて、紳士が視線を泳がせた。

　紗魔夜は腰に左手を添え、右手の人差し指を立てて、

「よろしいですこと、早乙女さん？　理由はどうあれ、貴方は神谷さんの首を絞めようとした……動機ではなく、行為が問題なんですの。自制し、自じ粛しゆくし、自じ戒かいなさってくださいまし！　今回はまだ一度目ですし、見逃して差しあげますけれど……次は、しかるべき対応を取らせていただきますからね？　――いいこと？」

　言い含めるような説教を受け、紳士が「……すみませんでした」とうなだれる。

　手を下ろし、紗魔夜が満足そうにうなずいた。

「うふふ。聞きわけがよくって、よろしいですの。暴力はいけませんからね……ええ、暴力はいけません。たとえ、いかなる理由があろうとも――」

「ヒッ、ヒヒ……先輩のパンティー……風紀委員も、黒のしまパン……ヒヒヒ」

　そのとき、紗魔夜の後ろに回った宇佐見が、スカートをめくりあげる。

　京輔の目からも下着がはっきり見えるほど、派手に持ちあげ、顔を近づけて――。

「グギャア!?」

　瞬間、宇佐見の顔面に、上履きの底がめりこんでいた。

　宇佐見の矮わい軀くが吹っ飛び、血飛沫が舞う。

　廊下を十メートル以上も転がった後、ようやく止まった。

　――この場の空気も、止まっていた。

「…………しゃ、紗魔夜先輩？」

　吹っ飛ばされた宇佐見を避け、壁に張りついたまま、視線を戻す京輔。

　脅威の速度で振り抜いた左脚を、何事もなかったかのようにそろえて直立し、紗魔夜は無言でたたずんでいる。その唇から「うふふ」と乾いた笑いが漏れた。

「……あら？　あらあらあらぁ～？　わたくしとしたことが、つい反射的に……ごめんあそばせ。悪気はありませんのよ？　悪気はありませんのっ！」

　仰向けに寝転がった宇佐見は、折れた鼻から血を流し、身体を痙攣させて――ものの見事に失神している。半端ではない後ろ蹴りの威力だ。

「「ヒッ!?」」と怯える紳士たちに向かって、紗魔夜は弁明するように、

「あの御方が、黙ってわたくしの背後に立つから……刷りこまれた条件反射で、咄嗟に排除しようとしてしまいましたの。つまり、今のは事故ですわ！　事故なんですのよ？　振るいたくて暴力を振るったわけでは、決してございませんのっ！　ですから……」

「だけど、先輩……どんな理由があっても暴力はダメだって、さっき――」

「――なんですの？」

「ヒィ!?　な、なななな、なんでもありましぇえええぇん！」

　口答えしかけた紳士が、大野木に飛びつく。互いの身体を抱きしめあって震える二人を安心させようと、紗魔夜が優しく語りかけた。

「怯えなくとも、大丈夫ですの！　わたくしは確かに、元《殺人姫》ですわ。けれど、今は更生しているのです。殺人はもちろん、食人だっていたしませんし、自分の意思で暴力を振るうことなどいたしませんの！　逆さに吊るして生きたまま、刀でなます切りにもいたしませんし、電動ドリルで頭蓋骨に空けた穴から、塩えん酸さんを流しこんだりもしません。人間の身体を丁寧に処理して血抜きをして、解体してから保存して、ムニエルやカツレツにして味わったりもしませんわっ！　それから、それから――」

「「すっ、すすすす、すみませんでしたあああああああああぁ！」」

「…………はい？」

　何やら熱っぽい声で語り始めた紗魔夜におののき、土下座をし、紳士と大野木が全力ダッシュで逃げ出した。目を丸くする紗魔夜の脇をすり抜け、宇佐見を拾いあげると、一いち目もく散さんに去っていく。後には、紗魔夜と京輔だけが残された。

「ひ、ひどいですの……何もしないと言っていますのに。失礼な方々ですわね！」

　腰に手を当てご立腹する紗魔夜だが、紳士たちの反応は当然である。

　できることなら京輔も、今すぐこの場を立ち去りたかった。

（なんだよ、刷りこまれた条件反射って……怖ぇよ。すでに殺し屋レベルだよ。犯した殺人も、やっぱりやべぇし。マジで深入りしたくねぇわ、この人……）





×　×　×






「とんだ災難でしたわね、神谷さん」

　隣を歩く京輔に、紗魔夜が気遣わしげな声をかけてくる。

　紗魔夜の申し出により、京輔は部屋まで送ってもらっている最中だった。

「まったくですよ……」と苦笑した後、京輔は密ひそかに溜め息をこぼす。

　災難といえば、今この状態こそまさしく災難だった。

（……何もしかけてこねぇよな？　風紀委員長だし、心配ねぇ……よな？）

　先ほどの出来事が思い返され、ついチラチラ紗魔夜の様子をうかがってしまう。

　廊下に人気はなく、辺りは静まり返っていた。気のせいか、わざわざ遠回りをして、人の少ない場所を通っているような――。

「神谷京輔さん」

「は、はいッ!?」

　いきなりフルネームで呼ばれ、返事の声が裏返る。

　宝石じみた翠玉色の双眸が、京輔を「じぃ～……」と観察していた。

「……ッ!?」と息をつまらす京輔に、澄んだ瞳をまたたかせ、

「貴方……十二人、殺しているんですわよね？」

　問いかけてくる。声音は変わらず優しげだったが、口調はいぶかしげだった。

　――お前は、本当に十二人も殺しているのか？　と言わんばかりに。

「えっ。殺してます、けど……い、いきなりどうしたんです？」

　背中に汗をにじませながら、尋ねる京輔。

　実際は一人も殺していないのだが、冤罪で入学させられたということは、ごく近しい人物にしか明かしていないし、明かすつもりもない。

　誤魔化そうとする京輔に、紗魔夜は「……いえ」と首を振り、

「たくさん殺してらっしゃる割には案外、マトモなかただと思ったんですの。こうして人気のないところを歩いてみても、怪しい挙動はいたしませんし」

　言って、紗魔夜が吐息する。やはり、道を選んでいたらしい――紗魔夜が京輔に手を出すためではなく、京輔が紗魔夜に手を出してこないか確認するために。

　京輔は肩かた透すかしを食らった気分で、紗魔夜の横顔を見た。

　二十一人殺したという《殺人姫》の少女は、澄んだ瞳で前を向いている。

　その唇から、ひとりごとにも似た言葉が漏れ出した。

「大量殺人のように異常な犯罪をしでかす方々は、そもそも異常な環境下で育ったかたがほとんどだと聞きますわ。過度の虐ぎやく待たいや折せつ檻かん、肉体的な暴力、性的な乱暴、愛情の欠落……そういう異常な家庭環境が、異常な精神をはぐくみ、異常な行動に走らせる――らしいんですの。実際、犯罪史に名を残す殺人鬼の方々や、この学院で接してきたかたの多くはそうでした。皆さまがたの思い出話を聞かされますと、当事者ではないわたくしですら、いたたまれない気持ちになる体験ばかりですもの」

　けれど――と胸に手を当て、紗魔夜は続ける。

「わたくしは、違います。わたくしが生まれ育ったのは、ごくありふれた家庭ですの。純日本人の父と、フランス系アメリカ人の母……二人の仲は円満でしたし、一人っ子のわたくしを、愛情こめて大切に育ててくれましたわ。両親は共働きで忙しく、出張や転居も多かったですけれど……それでも誕生日には休みを取って、お祝いをしてくださいました。非の打ちどころがない、素敵な両親だったと思いますの。おかげでわたくしは健全に育ち、対人関係も良好でしたわ。本当に……素敵な方々でしたのよ」

　瞼を閉じて語る紗魔夜の表情は安らかで、家族に対する愛情が伝わってきた。

　だからこそ、恐ろしい。出発式のとき久瑠宮が語ったエピソードによれば、紗魔夜はその両親さえも、自身の手で殺しているのだ。

　生まれ育った環境が異常だというなら、まだわかる。

　しかし、紗魔夜は正常だと言う。正常で、不満すらないと。

　……ならば、なぜ？　何が紗魔夜を歪ませ、殺人行為に走らせたのだろう。

　京輔がそんな疑問を口にすると、紗魔夜は意味ありげに微笑んで、

「その前に、わたくしから質問ですわ。――貴方、ご家族のことは好きですの？」

「ん…………」

　尋ねられた瞬間、京輔の脳裏に一人の少女が浮かびあがった。

　かれこれ半年以上も会っていないが、その姿も、声も、仕草も、匂いも、料理の味も、笑顔も、なにもかも、全て――鮮明すぎるほど鮮明に、覚えている。

　離れ離れになったことで一層、京輔は彼女の大切さを実感させられていた。

「……ええ、好きですよ。オレも紗魔夜先輩と同じで、親はすげぇ忙しいんですけど。二つ離れた妹がいて、ソイツのことはめちゃくちゃ大事です」

「あら、そうなんですの？　シスコンですわね」

「ハハ……かもしれません。迷惑かけっぱなしなんで、頭があがらないんすよ」

　はにかみ、京輔は頰をかく。思えばこの学院で、家族の話題を口に出すのはほとんど初めてだった。紗魔夜が語っていたように、皆、何かと大変そうだし……。

　京輔や紗魔夜のように、生まれも育ちも平凡な者は、ごく一握りなのだろう。

「うふふ。なんだかわたくしたち、似た者同士ですのね？」

　紗魔夜も同じことを考えていたのか、笑顔でそんなことを言う。

「に、似た者同士って……」

　――冗談でも、勘かん弁べんしてもらいたかった。

　京輔は、ありふれた一般家庭の、ありふれた一般人である。殺人鬼ではない。

　同じく普通の家庭に生まれ育った――しかし《二十一人殺した殺人姫》の紗魔夜とは根本からして違うのだ。とはいえ、事実を教えるわけにもいかず……。

　途方に暮れる京輔を、紗魔夜はまぶしい瞳で、上目遣いにのぞきこんできた。

「神谷さん……わたくし、貴方に興味が湧いてきましてよ。他の方々とは違う『何か』を感じましたの。もっと、知りたい……教えていただきたいですわ」

「――――――――」

　言葉を失い、固まる京輔。

　しばらく無言で見つめあった後、紗魔夜はスッと視線を外し、

「……ともあれ、よい子はそろそろ眠るお時間ですの」

　いつの間にやらたどり着いていた、独房の一室――京輔の部屋をさし示す。

「わたくしもこれからお風呂をいただきますし、この辺りで失礼いたしますわね？」

「あ……は、はい！　わざわざ送ってくれて、ありがとうございました」

　戸惑いながらも頭を下げる京輔に、紗魔夜は破顔。

「お礼なんて結構ですのよ。うふふ……また、お話しいたしましょう？　楽しみにしておりますの。今夜はゆっくりと身体を休めて、明日も一日、はげんでくださいましね？　では、神谷さん。おやすみなさいませ。よい夢を――」

　スカートの裾をつまんで一礼し、悠然と去っていく。その後ろ姿が消え、足音も聞こえなくなってからやっと、京輔は身体の力を抜いた。

「はぁ……連続殺人犯シリアルキラーと二人っきりとか、勘弁してくれ。寿命が縮む」

　特に『十二人殺しているのか』と尋ねられて以降はずっと、ハラハラさせられっ放しだったが……。なんとか、やり過ごせたらしい。

　ただ、代わりに妙な興味を持たれてしまったようだ。

　なんだかんだで結局、紗魔夜が殺人を犯した理由も、不明なままだし。

「つぅか、まだ二日も残ってやがるのか……初日がこれじゃあ、先が思いやられるぜ。頼むから、もうこれ以上、厄やつ介かい事ごとが続きませんように！」

　祈り、部屋のベッドに身を投げる。

　心身ともに限界な京輔は、すぐさま深い眠りに落ちて――。




　プルガトリウム更生学院《林監学校》。

　地獄のような一日目は、なんとか無事に（？）終了したのだった。





















　昨日に引き続き、快晴の中、迎えた二日目の朝。

　起きてすぐ、大自然での過か酷こくな刑けい務む作業――森のゴミ拾いや滝での洗濯、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登りながらの草むしりや、渓谷にかかる橋の修繕作業、久く瑠る宮みやの足つぼマッサージなどを終え、京きよう輔すけたちはようやく食事の席についていた。

　一年生の朝食は、前日の余りを使って、適当に作られた《残ざん飯ぱん》。

　それに対し、教員や風紀委員のメニューはというと……。

「新入生の皆さま、おはようございます。朝の刑務作業、ご苦労さまですわ」

　陽光のようにまぶしい笑顔で、京輔たちのテーブルを訪れた紗しや魔ま夜やが、手にしていた取り皿を置く。汚れ一つない純白の皿には、焼きたてのクロワッサンや半はん熟じゆくオムレツ、ホットミールや生ハムサラダなどが、たっぷり盛りつけられていた。

　ビュッフェスタイルの豪勢な朝食である。洋食を中心としたバラエティ豊かな料理の数々が、白いクロスをかけたテーブル上に、ズラリと並べられていた。

　京輔たち一年生は、触ふれることすら許されないが。

「お、美お味いしそうです……だらぁ」

　色んな具材が放りこまれた『チャーハンらしきモノ』をスプーンからこぼし、舞まい那ながよだれを垂たらしそうになる。京輔たちのお腹なかも、ぎゅるぎゅると鳴った。

「あらあら、うふふ。可か愛わいらしいお嬢さんですこと。お隣となり、失礼いたしますわね？」

　微笑ほほえみ、紗魔夜が京輔の正面――舞那の右隣に座る。

　京輔の左右にはそれぞれ、煉れん子こと鋭えい利りが腰かけており、胸が大きいだの小さいだのと朝っぱらから大舌戦を繰り広げていた。

　紗魔夜の登場に一瞬だけそちらを向いた二人だが、すぐまた顔を戻して、何事もなかったかのように会話を続ける。紗魔夜の表情が強こわ張ばった。

「あ、あいさつくらい返してほしいですの……まぁ、よろしいですわ」

　言って、優ゆう雅がにカプチーノを一口。緊張した様子の舞那に、話しかける。

「そういえば、まだお名前を聞いていませんでしたわね。なんとおっしゃるの？」

「ふぇ!?　あ、ええっと……わ、わたしは……いがらち、まいにゃでちゅっ！」

「まぁ！　素敵なお名前ですわね、『いがらちまいにゃ』さん。うふふ」

「ふえぇ!?　あ、あにょ……そうじゃなくって、わたしの名前は、いがらち……五十嵐いがらしみゃい……まいにゃ……五十嵐、舞那でちゅっ！　あうあう」

「あら、そうでしたのね。わたくしとしたことが、失礼いたしましたわ……それにしても大丈夫ですの、貴女あなた？　言語が不自由みたいですけれど」

「あんたは、アタマが不自由みたいだけどね」

「――なんですの？」

「別に」

　しれっと顔を背ける鋭利に、紗魔夜が三さん白ぱく眼がんを向ける。

　しかし、すぐさま「……コホン」と持ち直し、

「ところで、神谷さん。昨晩はよく眠れまして？　わたくしはもう暑くて暑くて、何度も目覚めてしまいましたわ。おかげで今日は、お肌の調子が――」

「ねぇねぇねぇねぇ。見てよ京輔、私のもち肌っ！　ノーメイクなのに、すっごく綺き麗れいだろう？　フシュー。どこかの年とし増まな先輩とは違って、きめ細かくて、張はりがあって、とっても艶つや々つや！　まるで赤ちゃんさ。ばぶぅー。京輔、私をあやしてぇ～」

「マスクのおかげで、ちっとも見えやしませんけれどね！　赤ちゃんそっくりなのは、肌年齢ではなく精神年齢の方ではございませんの？」

　割りこんできた煉子に対し、紗魔夜が笑顔でかみついた。ウインナーにフォークを――ザンッ！　と突き立てる紗魔夜に、舞那が「ひいっ!?」とビビる。

「……………………」

　京輔もビビりまくっていた。煉子と鋭利を映す瞳ひとみが、笑っていない。

　昨夜、紗魔夜に見せつけられた《殺さつ人じん姫き》の片へん鱗りんが、京輔の脳内を過よぎる。

「お、おい……お前ら、先輩相手にそういう態度はやめ――」

「ばぶぅー」

「ばぶぅじゃねぇ」

「鋭利ぃー、おっぱい！」

「殺すわよ」

「京輔ぇー、おっぱい！」

「ねーよ。……って、押しつけるんじゃねぇ！」

「あんたら、二人まとめて死ねばいい」

「…………ハァ」

　バカなやり取りをする京輔たちを見、紗魔夜が嘆たん息そくをこぼした。

　身体からだごと舞那へ向き直り、母親が子供に言い聞かせるような口調で、

「いいですこと、五十嵐さん……あの方々のようになってはいけませんことよ？　貴女はとってもいい娘こみたいですから、悪い影響などを受けてはなりません」

「あ、はい……あ、ありがとうございます……」

「ええ。悩みごとなどございましたら、なんでもご相談してくださいましね？」

　舞那の頭を満足気になで、紗魔夜が顔をほころばす。

　煉子や鋭利の相手をすることはやめ、舞那とだけからむことにしたらしい。

　最初こそ緊張していた舞那も、表向きは柔にゆう和わで温おん厚こうな紗魔夜に、だんだんリラックスさせられて――食事の時間が終わる頃には、仲良く笑いあったりもしていた。

「まぁ、そうですの!?　滝でお洗濯をしているところに、巨大なワニが……それは災難でしたわね。毒ぶす島じま先生のお友達ペツトですかしら。お怪け我がはなくって、五十嵐さん？」

「はい、もうまんたいです！　洗濯物は、食べられちゃいましたけど。下着とか」

「あらあら、それはどんまいですわ。ただ、あやまちは誰だれもが犯おかすもの……気を落としすぎてもいけませんことよ？　調教を受け、反省すればいいのです。何度も何度も失敗をして、調教されて……ゆっくりじっくり、学んでゆけばいいのです」

「あ、あの……まだ調教されてないんですけど、やっぱりされちゃうんでしょうか？」

「う～ん、どうでしょう。半分、毒島先生のせいですし……紛失した下着の中に、クマさんぱんつやウサギさんぱんつが混ざってなければ、問題ないかと思いますわよ」

「ふぇ？　それって、紗魔夜先輩がはく下着ですかぁ？」

「断じて違いますのっ！　わたくし、そこまで悪あく趣しゆ味みではなくってよ」




「――誰が悪趣味だと、紗魔夜？」




　瞬間、紗魔夜の背後から、低いロリータボイスが降り落ちる。

　優雅にヨーグルトを運んでいた紗魔夜の動きが、ピタリと止まった。

　みるみるうちに青ざめて、恐る恐る背後を振り返り……。

「あ……く、久瑠宮さまあああぁ!?　い、いえ……違いますのよ？　違いますの！」

「ほぉ？　何が『違う』と言うのか、じっくり聞かせてもらおうか。来いッ！」

「いやああああああああああああぁ、ですのおおおおおおおおおおおおぉ！」

　紗魔夜の襟えり首くびをつかみ、久瑠宮がズルズル引きずっていく。

「ちなうんですのっ！　ちなうんですのっ！」などと言いわけしながら遠ざかっていく紗魔夜の姿を見送った後、煉子が「フシュー」と笑った。

「やるじゃないか、舞那。親しくなったと見せかけ、相手を油断させてから……一気におとしいれるだなんて！　いやぁ～、見事なファインプレーだったよ？」

「ふえぇ!?　ち、ちちちち、違いますよっ！　わたしは、ただ……あうあう」

「……どっちにしろ、いい気味ね。あのまま調教されればいい」

「ど、どんまい……紗魔夜先輩。だけど、まぁ……」

　――いくら外見が幼いとはいえ、二十代で動物ぱんつは悪趣味だよなぁ。

　心の中で紗魔夜に同意し、同情する京輔だった。





×　×　×






「……ふぅ。ようやく終わったぜ」

　朝食後。ホコリ一つ残さずピカピカになった部屋と、綺麗に整せい頓とんされた荷物を眺ながめ、京輔は額ひたいの汗をぬぐった。リュックの中からしおりを取り出し、ベッドに腰かける。

「部屋も心も、来たときよりも綺麗に……か」

　予定表に書かれた『荷物整理・掃除』の欄らんを見、ふと眉まゆをひそめた。

　二泊三日の林りん監かん学がつ校こうは、まだ二日目である。今日も明日も同じ部屋を使うのだから、『来たときよりも綺麗に』という言い回しには、多少の違和感があった。

　こういう大掃除は普通、施設を去る日に行うものではないのだろうか――。

　しおりをパラパラめくりつつ、そんな疑問を覚えていると、




「…………京輔？」




　ひかえ目な声。顔をあげ、声のした入り口を見やる。

　赤あか錆さび髪がみの美少女が一人、鉄てつ格ごう子しの向こうでうつむきがちに立っていた。

「よぉ、鋭利。どうした？　掃除が終わって、手て持もち無ぶ沙さ汰たにでもなったのか？」

「ん。ま、まぁ……そんなとこ？　あんたの方も終わったみたいね」

　どこか歯切れの悪い調子で答え、鋭利が部屋の扉を開ける。

「何をソワソワしてんだ、お前？」

「うるさい」

　怪け訝げんがる京輔に向かい、鋭利は足早に近づいてきて、

「…………」

　――すとん、と。京輔の隣、ベッドの縁ふちに腰を下ろした。

「……………………」

「……………………」

「あ、あの……鋭利さん？」

「何よ」

「い、いや……なんつぅか、その……」

　――近い。めちゃくちゃ近い。肩がピッタリ触れあうくらいの距離だ。

　すぐ隣から、お菓子のような甘い香りが漂ただよってくる。

　隣に腰かけた鋭利は、黙って顔をうつむかせ、かかとで床を叩たたいていた。

　所しよ在ざいなさげというよりは、何かを言い出しかねているように。

　だから、京輔は大人しく話し始めるのを待つ。

　ほどなくして、鋭利が意を決するように息を吸い、

「……ごめんね、京輔」

　弱々しい声で、ぽつりと呟つぶやいた。京輔は驚き、鋭利を見やる。

　険けわしい瞳で床を見つめる横顔は、今にも泣き出しそうだった。

「ごめんって……な、何がだよ？　謝られる覚えはねぇぞ」

「……別に」

「いや、別にじゃなくって……」

「…………ごめん」

「いや、ごめんでもなくて……」

「……………………」

「……………………」

「あ、あの……鋭利さん？」

　再び沈黙が降りかけ、京輔は怖おず怖おずとうかがう。

　すると鋭利は、京輔から顔を背けて、




「優しくしてあげられなくって、ごめん」




　しぼり出すように、言った。

「……え？」と戸と惑まどう京輔に、鋭利は床を見つめたまま、先を続ける。

「毎回毎回、刺とげ々とげしくなっちゃって……ごめん。優しくしなきゃと思ってるんだけど、そう思えば思うほどうまくいかなくって、言葉がキツくなっちゃって……そんな自分にイライラして、また態度がキツくなって――最近ずっとそんな調子だったから、不快な思いをさせちゃってたと思うの。ただでさえ、京輔は色々大変なのに……あたしたちが支ささえになってあげなくっちゃ、ダメなのに。自分勝手に当たり散らして、ストレスとか余よ計けいな重荷ばっかり増やしちゃってさ……本当に、ごめんね」

「鋭利……」

　普段の彼女らしくない、しょんぼりとした声音。

　それを聞いた京輔の胸に、形容しがたい感情が湧わいた。

　嬉しいような、気き恥はずかしいような、腹だたしいような――。

　唇くちびるをかみ、ベッドの縁を握りしめる鋭利に対して、京輔は言う。

「……いや、オレの方こそワリぃ。お前がそんな風に思ってくれてるなんて、ちっとも気づかなかったから……余計なストレス増やしちまってたのは、むしろオレだろ。大変なのは、鋭利も同じだし……支えてやりたいって思ってるのは、オレも同じだ」

「京輔……」

　鋭利が床から視線をあげ、京輔を見た。

　京輔は、微かすかに揺れる赤錆色の瞳を見つめ返して、

「つぅかさ、『優しくしなきゃ』なんて、思わなくてもいいんだぜ？　うまくいかねぇんだったら尚なおさらな。自然体でいりゃあいいだろ。無理する必要なんかないっての」

「………………」

　すると、鋭利はなぜか不機嫌そうに押し黙だまり、唇をとがらせてしまう。

　再び顔をうつむかせ、「……でも」とすねるような声で、

「京輔は、あの……紗魔夜とかいう先輩みたいに、優しい女がタイプなんでしょ？」

　――そんなことを言った。

　京輔は思わずまじまじと、鋭利の横顔を見つめる。

　床をにらみ続ける鋭利の頰は、うっすら染そまっていた。

「……は？　お、お前……それって、つまり――」

「勘かん違ちがいしないで」

　色々想像してしまい、一人で慌あわて始める京輔に、鋭利が半はん眼がんを向ける。

「……ハァ」と額を押さえてから、今度は身体ごと京輔を向いて、

「ねぇ、京輔。あんたさ……煉子に惚ほれた瞬間、あいつに殺されちゃうのよね？」

「ん？　あ、ああ……そうだな。両想いになったら、殺されちまうらしい」

「……それ、本当にわかってる？」

　鋭利の表情は硬かたく、声にはとがめるような響きが含まれていた。

「煉子だけならともかく、出会ったばかりの上級生にもデレデレしちゃって……だらしないったらありゃしない。そんなあんたを見てるとね、心配になるのよ。このまま煉子にコロッと惚れて、コロッと殺されちゃうんじゃないか……って。だから――」

　ふいに鋭利が身体を倒し、京輔の肩に頭を預あずけてくる。

　密着した制服越しに、細くしなやかな肢し体たいの感触が伝わり、すぐ鼻先にある髪からはコンディショナーの匂においが香った。ヒザの上で、鋭利がぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「だから、こうしてあげてるだけよ？　あんたが、煉子や他の危険な女に惑まどわされないように、仕方なく――こうしてあげてるだけ、なんだからね？」

「…………………………」

　反応できず固まる京輔に、鋭利が話しかけてきた。

　落ち着きなく瞳を泳がせ、問いかける。

「ね、ねぇ……あんたはどうしてほしい？　あんたさ、煉子に色々されてるじゃない。あたしも、その……もうちょっと、色々してあげた方がいいわけ？」

「色々って……な、なんだよ？」

「わっ……わかんないわよ、そんなの！　わかんないから訊きいてるんじゃない!?」

　怒鳴り、鋭利がますます顔を赤らめた。

　それからすぐに、しゅんとうつむき、自分の脚を見つめる。

　くすぐったい沈黙の中、鋭利が呟くように言った。




「例えば、その……ヒザ枕まくら、とか？」




「――――――――」

　時間が止まる。京輔は半ば無意識に、鋭利のヒザを見た。

　暗灰色のスカートから伸びる、真まっ白しろい素脚。冬服のときはニーソックスだったが、夏服の今はルーズソックスだ。艶々とした、なめらかな太ももがまぶしい。気のせいか冬服のときと比べて、さらにスカート丈が短くなっているような――。

「……ちょっと。あんまり、ジロジロ見ないでくれる？」

「う、スマン……」

　慌てて目を逸そらす京輔。鋭利が「コホン」とせき払いをする。

「……そ、それで？　どうなのよ、京輔。……するの？　しないの？」












「何を？」

「ヒザ枕だってばッ！」

「お、おう……」

　耳まで真っ赤になって叫さけぶ鋭利に、怯ひるむ京輔。

『ヒザ枕』という単語を口にするのが、よっぽど恥ずかしいようだ。

　鋭利はイラだたしげに舌打ちを漏らすと、ベッドに後ろ手をついて、

「…………ん。ね、寝れば？」

　京輔にヒザ――というか、太ももを差し出してきた。

　ヒザ枕をするというのは、決定事項らしい。

　京輔はゴクリとつばを吞のみこんで、「……お、おう」とうなずく。

　ヒザ枕をする鋭利はもちろん、される側の京輔も、同じくらい恥ずかしいのだ。

　背筋を伸ばして姿勢を正し、深呼吸。

　投げ出された素脚に向かい、慎重に身体を倒していった。

「……………………」

「……………………」

　京輔も鋭利も、お互い無言。

　やがて京輔の右みぎ頰ほほが、鋭利の柔やわ肌はだに触れ――。




「…………何を、してますの？」




　鉄格子の端はしから「じとぉ～」とこちらをにらむ、翠玉色エメラルドの瞳と目があった。

「「…………ッ!?」」

　瞬間、飛びのくように離れる京輔と鋭利。

　背中あわせで座った二人は、声をそろえて「「べ、別にッ！」」と叫ぶ。

　白い眼をした紗魔夜は、無反応。

　黙って部屋に侵入してくると、京輔たちを見下ろして、

「――何をしようと、していましたの？」

　もう一度、先ほどよりも低い声音で問いかけてきた。

　鼓こ動どうが早はや鐘がねを打ち、全身から血の気が引いていく。

　頰に紗魔夜の視線を感じるのだが、怖くてそちらを向くことができない。

「……しゃ、紗魔夜先輩？　あの、これには深い理由が――」

「何をしようとしていましたの？」

「えっ。い、いや……だから、その――」

「何をしようとしていましたの、とお尋ねしてるんですの」

　焦ってうまく言葉がつげない京輔に、紗魔夜がたたみかけてきた。

　ずいっと顔を近づけ、平へい坦たんな声で同じ問いを繰り返す。

　その迫力に気け圧おされて、京輔が狼ろう狽ばいしていると、

「……別に。何もしようとしちゃいないですけど。あんたが勝手に、やらしい想像してるだけでしょ？　ムッツリスケベ先輩」

　鋭利がしれっと吐き捨てた。

　紗魔夜が鋭利の方を向き、目を怒いからせる。

「なっ……だ、誰がムッチリスケベ先輩ですの!?」

「ムッチリじゃなくてムッツリですけど。太ってること、気にしてるんですか？」

「あ、あらあら……うふふ。これはこれは、大変失礼いたしましたわっ！　わたくし、貴女のお胸があまりに貧ひん相そうでしたので、ひがんでいるものとばかり。ごめんあそばせ、ペッタリスケベ後輩？　うふふふふ」

「お気になさらず、ムッチリーニ先輩。無む駄だな脂し肪ぼうがないだけですから」

　笑顔で火花を散らしあい、紗魔夜と鋭利が真正面から対たい峙じした。

　煉子ほどではないが、豊かな胸元を強調するように、ゆったり腕を組んだ紗魔夜と、スレンダーな体たい軀くを見せつけるように立ち、腰に手を当てる鋭利。

　――一いつ触しよく即そく発はつである。両方とも目が据すわっており、今にも殺しあいそうだった。

　京輔は内心ビクビクしながらも、なんとかこの場を収めようとする。

「お、おい、二人とも……ケンカはよせよ。――な？　巨乳も貧乳も、それぞれ違ったよさがあるんだし。ＡＢＣＤＥＦＧ、皆違って皆いい！　それで解決じゃねぇか。争いは止やめよう？　ラブ＆ピース＆オッパイ！　……オーケィ？　アンダースタン？」

「「ＦＵＣＫ」」

「えっ」

　割って入った京輔に、紗魔夜と鋭利が中指を立てた。

　美少女二人からさげすみの目を向けられた京輔は、ショックで呆ぼう然ぜんとなる。

「……それで？　貴方あなたがたは、何をしようとしていましたの？」

「何もしようとしちゃいないって言いましたけど。アタマ、ボケてる？」

　――そして再び、口論再開。

　巨乳の紗魔夜と貧乳の鋭利、その間には煉子の谷間より深い溝みぞがあるらしい。

「あ、貴女……わたくしは一応、先輩ですのよ？　言葉遣いには、もう少しお気をつけくださいまし。それに、誤魔化そうとしたって無駄ですわ。わたくし、はっきり見ていましたもの！　神谷さんのタイプが、わたくしのような優しい女性――というのをひがんだ貴女が、その貧相な身体を密着させて色目を使い……彼の心をたぶらかそうとしていた場面を、バッチリと！　それはもう見事なツンデレっぷりでしたわよ」

「ハァ!?　ちょっ……ど、どこから見てたのよ、あんた!?」

「うふふ。さぁ～て、どこからですかしら？」

「答えなさいよ！」

「貴女こそ、答えてしまいなさいな。ヒザ枕の後、何をしようとしていましたの？」

「えっ……あ、後？　ヒザ枕の後って……な、何をすればいいのよ」

「そんなの、決まっているではございませんか。●●とか●●●とか、●●●●●とか●●●とか。あとは、そうですわねぇ……●●●からの●●などなど――」

「久瑠宮先生、こいつです」

「ひえぇ!?　ちなうんですのよ、ちなうんですのっ！　わたくしはそんなの、したことありませんのよ？　本当ですの！　わたくしは純じゆん潔けつで……って、はかりましたわね!?」

「……別に？　あんたが、勝手に自爆しただけじゃない」

　大慌てで背後を振り返った紗魔夜は、そこに誰もいないのを確認すると、勝ち誇ほこったような笑みを浮かべる鋭利を、憎にく々にくしげににらんだ。

「で、どうするの紗魔夜先輩？　あんたの対応次第では、今漏らしたＮＧ用語の数々をそっくりそのまま、伝えちゃってもいいんだけど。敬愛してる、久瑠宮先生に」

「…………～～～～～～ッ!?」

　鋭利の脅おどしを受けた紗魔夜が、唇をかむ。

　身体の横で握りしめられた手が、ほどかれた。

　吐息し、豊かな髪をかきあげながら、

「ふぅ……し、仕方がありませんの。貴方がたも、ヒザ枕をしようとしただけで、まだしていませんですし。今回のことは、大目に見てあげますわ。――けれど、いいこと？　わたくし、貴女の脅しに屈したわけではなくってよ。わたくし自身の慈悲深～い心が、貴方がたの淫いん行こう未遂を許してあげたんですの。ゆめゆめ、お忘れなきように」

「……はいはい」

　肩をすくめる鋭利に鋭い一いち瞥べつをやり、紗魔夜がきびすを返す。

「神谷さんも、よろしくて？　相手がわたくしだから、よかったものを。他の風紀委員の方々でしたら、即座に連行……もしくは、調教されても文句は言えませんことよ」

　二人に罵ば倒とうを浴びせられて以降、部屋の隅っこで体育座りをしていた京輔は、紗魔夜の言葉に顔をあげ、いぶかしげに眉をひそめた。

「他の風紀委員？　……調教？」

「ええ、そうですわ。わたくしたち風紀委員には、貴方がた一般生徒とは違い、特権として凶器の携帯が許されていますの。場合によっては、先生がたと同じく、一般生徒をその場で調教する権限まで与えられていますわ」

「なっ……」

　驚きよう愕がくする京輔に、紗魔夜が笑いかけてくる。

　見る者全てを安心させるような、慈いつくしみある表情で、

「けれど、ご安心くださいまし。わたくし、そのようなことは断じていたしませんの。それだけは約束いたします。今着けているブラジャーを賭かけても、よろしくってよ」

「……本当ですか？」

「ええ、もちろん。なんなら、ショーツも一緒に――」

「いや、そっちじゃなくて……」

　脱力する京輔に、紗魔夜が「うふふ」と微笑んだ。

「冗談ですわ。ただ『調ちよう教きようしない』というのは本当ですの。わたくし、生きつ粋すいの平和主義者ですもの……貴方がたとも、仲良くやっていきたいですわ。せっかくできた、可愛い後輩ですし。今後とも、よろしくお願いいたしますわね？」

　にこやかにそう言い残し、紗魔夜が部屋を去る。

　その足音が遠ざかり、気配が完全に消えると、京輔は安あん堵どの息を漏らした。

「危ねぇ危ねぇ……おとがめなしでよかった、なぁ、鋭利」

　ヒザ枕を見られたときは、もうダメかと思ったが――紗魔夜は案外、悪い奴でもなさそうだ。少なくとも、久瑠宮たち教師や他の風紀委員よりは、よっぽど。

「……ふぅん？　沸ふつ点てん低い割に、ラインはしっかり定めてるのね。ちょっと意外かも。伊だ達てに風紀委員長やらされてるわけじゃない、か」

　仲良くするのはごめんだけど――と吐き捨て、鋭利がポニーテールをいじる。

　巨乳と貧乳、やはり相あい容いれるのは難しいらしい。

　煉子とも仲悪いしなぁ、コイツ……。

「…………ねぇ、京輔。そんなに死にたい？」

「心を読まれたッ!?」

「他人の胸元ガン見してれば、何考えてるのかくらいわかるわよ、このおっぱい星人！　やっぱり、あんたに優しくしてなんかあげない……もうっ、京輔のバカ！」

　ポニーテールを振り乱し、鋭利がズカズカ部屋を出ていった。

　その背中をポカンと見送ってから、京輔はベッドに倒れこむ。

「あーあ、へそ曲げちまった。けど、ぶっちゃけそっちの方が助かるわ……」

　刺々しくない鋭利が相手だと、妙にドギマギしてしまっていけない。

　寂さみしいような、ホッとするような――妙な気持ちを抱いた京輔もまた、荷物をまとめて部屋を出る。廊下を歩きながら、今日一日のスケジュールを思い浮かべた。




　時刻は現在、十時過ぎ。次の予定は《野や外がい炊すい飯はん》。

　二日目のメインイベントとも言える、大定番のカレー作りだ。





×　×　×






　野外炊飯が行われるのは、敷地内の『炊すい飯はん場ば』である。

　コンクリートブロックで作られたかまどと、ステンレス製の調理場とが混在している屋根の下、京輔たち一年生は、せっせと野外炊飯に取り組んでいた。

「あー、くそ……マジでつかねぇ。間にあうのかよ、これ……」

「はわわ。頑がん張ばってくださいっ！　京輔くんならできますよ、きっと！」

　くじけそうになる京輔を、舞那が一いつ生しよう懸けん命めいにはげます。地面にあぐらをかいて、京輔が悪あく戦せん苦く闘とうしている代しろ物ものは、木の棒と木の板だった。

　板に立てた棒をこすりあわせて回し、摩ま擦さつ熱ねつで火をおこす――原始的な火おこし方法である。マッチやライターなどはなく、他に支給されているのは新聞紙のみ。

　京輔たち『かまど係』は、与えられた道具だけで、火ひ種だねを作らなければならない。

　尚、班員であるモヒカンは先ほど、どこからともなく火炎放射器を調達。

「ヒャッハー、燃えろオオオォ！」意い気き揚よう々ようとかまどに点火しようとした結果、

「貴様が燃えろ！」久瑠宮に火炎放射器を奪われ、焼殺。担たん架かで運ばれていった。

　燃やされたくない京輔は、真ま面じ目めに火おこしをしているのだが……。

「なぁ、コレ……無理じゃねぇ？　ちっともつかねぇんだけど」

　首にかけたタオルで汗をふきつつ、ぼやく。

　同じ炊飯場で作業している他のかまど係も、火つけに苦戦しているようで、あちこちから「う、腕が限界……」「放火だったら、自信あるんだけどなぁ……」「いっそ生でもいいんじゃね？」などなど、弱気な声があがっていた。――そんな中、

「ムカ着火ファイアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ！」

　ものすごい速度で棒をこすり続けている生徒が一人。

　頭に小麦袋を被かぶった、ガングロ女子――ボブである。大きな手の平で器用に棒を高速回転させる板から、みるみるうちに煙があがり、橙だいだい色いろの火種が生まれた。

「……ッ!?　今よ、煉子おおおおおおぉ！」

「うん、任せて！　シュコオオオォ……シュコオオオォーッ！」

　素早く新聞紙を添え、息を吹きかけようとする煉子。

　だが、ガスマスクをしているせいだろう、まったく酸素を送りこめていない。

　ボブと煉子の健闘も虚むなしく、消えかける火種……。

　やはり、ダメか――と、誰もがあきらめかけた、そのときだ。

「「俺らに任せてください、ＧＭＫ！」」

　近くで作業していたかまど係の男子生徒が二人、火つけ道具を放り出して登場。

　煉子の隣に顔を並べ、「「ふーっ！　ふーっ！」」と息を吹きかけ始める。

「き、君たちは……っ！」

　そうして酸さん素そを得た火は、勢いを取り戻し――。

「「「「ついたどおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」」」」

　轟ごう々ごうと燃え盛る炎を前に、四人が雄お叫たけびをあげた。

　どんよりムードの炊飯場に笑顔があふれ、拍はく手しゆと喝かつ采さいが満ちる。

　タオルを小麦袋の下に押しこみながら汗をふき、ボブが「これでまた、女子力アップしたわねっ！」などと横ピースしていた。この場合は、男子力だと思うが……。

　一方、煉子とハイタッチを交かわした生徒二人は、興奮気味にまくしたてる。

「やっぱすげぇよ、ＧＭＫとフクロボブ……俺らの希望だよ！」

「力になれてマジ光栄でした！　握あく手しゆしてください、お願いしますっ！」

「フシュー。うん、私の方こそありがとう。君たち二人の助けがなければ、ダメだったと思う。昨日のライブ――私たち《ファッキンFUCKIN・パークPARK》の初舞台で、ファンになってくれた子たちかな？　これからも応援よろしくね。フシュー」

「「は……はいっ！」」

　煉子と握手した手を後ご生しよう大事そうに抱え、元の班へと戻っていく男子たち。

　それら一連の流れを眺めていた京輔の口から、驚きよう嘆たんの声が漏れた。

「うわぁ……すっかり人気者じゃん、アイツら」

　キャンプファイヤーの出し物《サツジン・ラップSATSUJIN-RAP》がよっぽど好評だったのだろう、Ｂ組四班の面々は現在、生徒たちの間で熱狂的な支し持じを得ている。

　それまで若じやつ干かん浮ういていたことも、特別視に一役買っているようだ。

　外見や雰囲気が取っつきづらいだけで、話してみれば気さくな連中だしなぁ……。

「やっほぉ！　調子はどうだい、二人とも？」

　すると早速、話題のＧＭＫ――煉子が話しかけてきた。

　京輔たちＡ組四班と煉子たちＢ組四班は、作業場が隣同士なのだ。

「ご覧の通り、ダメダメさ……これっぽっちもつく気がしねぇ」

「あうあう。このまんまだとお昼抜きですよね、わたしたち……お腹なか空すきました」

　消沈する京輔と舞那に、煉子が「そうかい」とうなずいて、

「じゃあ、私たちの火を分けてあげるよ」

「「えっ」」

「何を驚いてるんだい？　当然じゃないか。減るものでもないし……他の皆も、ほしければどうぞ！　私たちのかまどから、好きにもらっていくといい」

　あっけらかんと言い、煉子が炊飯場を見回した。火つけに悪戦苦闘していた生徒たちが顔をあげ、目を真ん丸にして煉子を見やる。――次の瞬間、

「「「ＧＭＫえええええええええええええええええええええぇ！」」」

　感動の雄叫び。火つけ道具を投げた生徒たちが、煉子に向かって殺さつ到とうし、

「「「Ｇ・Ｍ・Ｋ！　Ｇ・Ｍ・Ｋ！」」」と、皆で胴どうあげし始めた。

　京輔の眼前からあっという間にさらわれた煉子が、生徒たちのかけ声にあわせ、何度も何度も宙を舞う。その騒ぎを横目に見ながら、

「……けっ。何がＧＭＫですか。バカバカしいったりゃ、ありゃしない」

　紳しん士じがちゃっかり、火をもらいにやって来ていた。

　七つの贖しよく罪ざいオリエンテーリングでひどい目に遭あわされた紳士は、急上昇した煉子たちの人気をおもしろく思っていないのだろう。班員である宇う佐さ見みやギャルも、憎にく々にくしげに胴あげされる煉子をにらんでいる。ドレッドヘアの大おお野の木ぎだけは、混まざりたそうな感じでソワソワしているようにも見えるが……。

「……さて。これでひとまず、かまどの方は問題なさそうだ」

　パチパチ爆はぜる炎を前にし、ホッと一息。京輔は、調理場へと視線を移した。

　かまどと隣接する形で設けられたそこでは、制服にエプロン姿の生徒たちが出で刃ば包ぼう丁ちようを持ったまま、どうしたものかと途と方ほうに暮くれている。

『調理係』の彼らが向きあうまな板の上では、丸々と肥こえた身体にサイケデリックな斑はん点てんをまとう、禍まが々まがしい怪魚が一匹。小刻みにプルプル痙けい攣れんしていた。

『……はい。今皆さんにお渡ししたのは、毒ぶす島じま産さんのフグです。淡たん白ぱくな味わいの白身魚でとっても美味しいですよ～。ああ、フグと言っても、テトロドトキシンみたいな神経毒は含まれてないので、安心してくださいね。さばき方を間違えると、激しい眩暈めまいと頭痛と腹痛と吐き気が襲ってくるだけなので！　せっかく皆で作ったカレーを、上と下から同時にリバースしたくなければ、しっかりさばいてください。毒が含まれているのは、皮ひ膚ふ・内臓・血液ですよ。運が悪ければ、身の一部にも……ああ、いえ、なんでもありません。ちなみに、食べずに捨てるというのはナシです。そんなことをしたら俺が直接毒素を血中注射しますからね？　そこんとこ、よろしくお願いします』

　――とのことである。ちなみに京輔たちの調理係は、

「……ふわぁ」

　やる気なさげに生あくびしている、鋭利だけだった。

　モヒカンは開始そうそう久瑠宮に調教されて不在だし、京輔は妹の綾あや花かに頼りっきりで包丁を握ったことすらないし、舞那はもちろん論外だ。つまりは、消去法である。

「……こいつを、バラせばいいのよね？」

　三さん角かく巾きんにエプロン姿がよく似あっている鋭利だが、料理の腕はまったくの未知数。

　野外炊飯の前『料理できるのか？』と尋ねる京輔に、『できるに決まってんでしょ。ナメてんの？』みたいな目でにらんできた辺り、問題ないとは思うけれども。

「……………………」

　出刃包丁をクルクル弄もてあそびながら、まな板の上で震えるフグを、眠たげな目で見下ろす鋭利。その瞳に突如、殺意の光がひらめいた。

　刃の回転が止まる。鋭利が、天高く包丁を振りかぶり、

「死ねええええええええええええぇ！」

　――斬ザンッ！

　目にも留まらぬ超スピードで振るわれた凶器が、フグの頭を切り飛ばしていた。

「いやああああああああああああああああああぁ!?」

　たまらず悲鳴をあげる京輔。真っすぐ叩きこまれた刃が、断頭台ギロチンのようにフグの頭を両断し、まな板の表面に深々と突き立つ。

　切り飛ばされた生首が、赤い軌き跡せきを描いて宙を舞い、

「……へ？　うわああああああああああああああああああああああぁ!?」

　隣の調理場で作業していた道みち郎ろうの手元に、ボトリと落ちた。

　のけぞり、絶叫する道郎をよそに、鋭利は断面から血を噴ふき出だしながらビクンビクンと痙攣しているフグの首なし死体を前にし、軽く引いている。

「う、うわぁ……何これ。超グロいんだけど」

「「「――――――――」」」

　それを眺める京輔たちの方こそ、ドン引きしていた。

　……え、なんなの？　鋭利さんって、料理できない人なの？　ひどすぎるんだが。

「ま、まぁ……このまんまだとキモいから、さっさとバラしちゃいますか」

　墓ぼ標ひようのように突き立つ包丁を引き抜き、鋭利が再び包丁を構える。陽ひ射ざしを受けて、きらめく切っ先。振りかぶり、渾こん身しんの力で振り下ろされかけた手を、

「……そこまでだ」

　ふいに割りこんできた手が、つかんで止める。

　――道郎だった。三角巾をバンダナ風に巻き、エプロンをした道郎が、背後から鋭利の手首をつかんでいる。鋭利がうざったそうに、道郎をにらんだ。

「……ちょっと。料理の邪魔しないでくれる？」

「料理？　それが、料理……だと？　――ハッ！　笑止。貴様のソレは料理ではない。ただの虐殺だ。我が教えてやろう……真の料理という奴を、なァ！」

　言うなり、道郎が出刃包丁を奪う。

「ちょっ……あんた、何して――きゃっ!?」

　反論しかけた鋭利を「……どいてくれ」と突き飛ばし、まな板の前に立った。

　包丁をさながら剣のように構え、フグの遺体と向きあう。

　――黙もく禱とう。

「フグよ……残虐なる殺人鬼の手により果てた貴公の魂たましい、我がこの手で弔とむらってやろう。鎮ちん魂こんの旋律に抱いだかれ、安らかに永ね眠むれ……さぁ、我と共に舞おうぞ《片翼の死天使アズリエル》！　裏奥義《地平線の彼方へブリング・ミー・ザ・ホライズン》第一楽章――《災禍に捧げし祈りプレイ・フオー・プレイグス》！」

　長ったらしい前口上の後、クワッと開眼し、道郎が出刃包丁を振るった。

　刃を突き入れて内臓を取り出し、丁てい寧ねいに骨を除のぞくと、皮をはがして身を分ける。

　鎮魂歌のつもりだろうか、鼻歌交じりに魚をさばくその腕前は、実に見事だった。

「う、噓うそ……あいつ、なんで――」

「ミチローくんは、実家が仕し出だし屋さんなの。だから、料理は得意だよ……」

　驚く鋭利のそばにしゃがみこみ、千ち尋ひろが解説を入れる。血色の鮮あざやかな瞳が、地面に横たわった鋭利の肢体を「じぃ～……」と観察していた。

「ん……な、何よ？」

「…………美味しそう。ねぇ、食べていい？」

「ハァ!?　ダメに決まってんでしょ！」

「…………性的な意味とか、そういうのじゃなくて」

「わかってるわよ！　どっちにしろダメ、ダメったらダメ！」

　真っ赤な顔で怒る鋭利に「……ちぇ」と指をくわえて、千尋が元の調理場へ戻る。

　フグをさばき終わった道郎も、「奴の魂は弔った……後は、貴様の好きにするがいい」と言い残し、千尋の後を追いかけていった。

　まな板の上には、綺麗に下ろされ、水洗いされたフグの切り身が残されている。

「……フンッ。お、お礼なんて言わないんだからね？　魚の一匹や二匹、あたしだけでもさばけたし。超さばけたし！　……た、たぶん」

　再びまな板の前に立った鋭利が、鼻を鳴らして負け惜おしみを言った。

　フグの切り身をボウルへと移し、次の野菜に取りかかろうとする。しかし、いまいち勝手がわからないのか、しばらく途方に暮れた後、道郎の構えを模も倣ほうして――。

「よ、よし……オレらはかまどに集中しようぜ、舞那」

「はわわ。そ、そうですね……ちゃんと食べれるでしょうか、お昼……？」

　調理場から逃げるように視線を外し、京輔と舞那は自分たちの持ち場へ戻った。

　――斬ザンッ！　斬斬斬斬斬斬、斬ッ！

　包丁が叩きつけられる音と同時に、調理場から道郎の、

「じゃがいもが、じゃがいもがああああああぁ!?　変わり果てた姿にいいいぃ!?」

　という叫びが聞こえてきたが、放置する。あんな惨劇、もう見たくなかった。

　野外炊飯が開始されてから、三十分――。

　作業を進める京輔たちの間には、早くもあきらめムードが漂っている。

　せめて、ご飯は美味しく炊こう……。そうすれば『昼食抜き』という、最悪のＢＡＤエンドは回避できるはず。この際、食べられるなら、塩むすびでも構わない。

　くじけそうになる心を奮ふるわせ、京輔はかまどの管理に全力を注そそいだ。





×　×　×






　絶望的な空気に支配されかけている、京輔たちＡ組四班。

　そこに思わぬゲストが登場したのは、数分後のことだった。




「ごきげんよう、皆さま。カレー作りは順調ですの？」




　京輔がシンクで米をといでいると、三角巾にエプロン姿の紗魔夜が現れる。

　瞬間、汗と煙けむりで満ちる炊飯場に綺麗な花が咲き乱れ、作業していた生徒たちが一いつ斉せいにそちらを向いた。「紗魔夜先輩だ！」「紗魔夜先輩よっ！」「麗うるわしい……」「素敵っ！」「ま、まぶしすぎて直視できねェ！」などなど、男女問わずに黄色い声が乱舞する。

　京輔たちの中ではともかく一般生徒たちにとって、紗魔夜は憧れの先輩。

　優雅な笑顔と立ち振ふる舞まいに、誰もが魅み了りようされていた。

「忙しい中、ごめんあそばせ。わたくし、人手不足な班のお手伝いをしに、やってまいりましたの。わたくしのことはお気になさらず、カレー作りを続けてくださいましね？　さて、神谷さんと愉快な仲間の方々は、どこですかしら――」

「てええええええぇいっ！」

　――すぽっ、ビュウンッ……ザクッ！

　紗魔夜が周囲を見回しかけたとき、その横顔に影が飛来し、かすめる。

「…………はい？」と固まる紗魔夜の頰に、つぅー……っと赤い筋が生まれた。

　おっかなびっくり、影のかすめた左頰へと手を当てる紗魔夜。

「――――――――――――」

　その指先が、真っ赤に染まっていた。紗魔夜の顔から笑顔が消え失うせる。

　頰の傷から血を流しつつ振り返った先の地面に、鉈が一本突き刺さっていた。




「………………なん、ですのォ、コレは？」




　静まり返った炊飯場に、紗魔夜のうなり声が響く。

　首をゆっくり前へと戻し、光のない目が向けられた、先――。




「あっ、えと……今のは、そにょ……て、手が……手がちゅべって、あにょ……」




　薪まきを前に、空っぽの両手を振り下ろしたままの舞那が、立ち尽くしていた。

　紗魔夜と目があった瞬間「ひいっ!?」と縮こまり、ガタガタ震え出す。

「……手が滑すべって？　手が滑って、と申しましたの？　薪を割ろうとしたところ、鉈なたがすっぽ抜けて飛び……偶然わたくしの頰を切ったと――そう、申しましたの？」

「はひぃ!?　あ……あ、あああぁ…………」

　声と同じく無感情な顔で近づく紗魔夜に、舞那が尻もちをついた。

　可か哀わい想そうなほど怯おびえきり、口をパクパクさせている。

「黙っていないで答えてくださいまし、五十嵐さん。貴女はわたくしを殺そうとして、故意に鉈を投げつけたんですの？　それとも事故でたまたま、鉈がわたくしの方に飛んできたんですの？　どっちなんですの？　答えてください。早く、答えてくださいな。さもなければ、わたくし――」

「偶然ですよ、偶然！　事故に決まってるじゃないっすかぁ、こんなの！」

　紗魔夜と舞那の間に身体を滑りこませて、京輔は言った。

　舞那が「……あ」と声を漏らし、紗魔夜が無言で京輔を見る。

　翠玉色の瞳をくもらせ、口を開いた。

「……偶然？　事故？　一体どんな根こん拠きよがあって、そのような言葉を口にしているんですの、神谷さん？　それにわたくしは今、貴方ではなく、五十嵐さんにお尋ねしているんですのよ？　余よ計けいな口を挟むのは、やめてくださいまし。さもないと――」

「あわわわ……す、すすすす、すみまちぇんっ！　事故なんです……偶然なんですっ！　わ、わざちょじゃ……わざとじゃ、ないんでちゅうううううううううぅ！」

　紗魔夜の言葉をさえぎって、舞那が叫ぶように言う。

　京輔と紗魔夜の間に飛びこむと、額をこすりつけんばかりに謝った。

「わたし、とってもドジで……それで皆に迷惑かけることが多くて、あの……さっきも薪を割ろうとして、鉈を振り下ろしたら、その……な、鉈が飛んでっちゃって……そこに紗魔夜先輩がいて……はわわ。だから、わざとじゃないんです！　怪我させちゃってすみませんでした。しかも、お顔に……ほんとにほんとに、ごめんなちゃいっ！」

「――――――――――――」

　地面の上で丸まる舞那を見下ろした後、紗魔夜が瞼まぶたを閉じた。

　自らを落ち着かせるように、大きく深呼吸をして、

「…………ふぅ。わかりましたわ。そういうことなら、仕方がありませんわね？」

　穏やかに微笑む。翠玉色の瞳には、澄んだ光が取り戻されていた。

　しゃがみこみ、「……ふぇ？」と面をあげた舞那の頭をなでながら、

「わたくしの方こそ、申しわけございませんでした。自分の血を見たのは、久かたぶりでしたので……取り乱してしまいましたわ。ごめんなさいね？　怪我のことなら、心配なさらなくても結構ですの。深い傷ではございませんから、痕あとも残りませんですし」

「ちゃ、ちゃまやちぇんぱい……」

　紗魔夜に笑いかけられた舞那が、くしゃりと顔を歪ませる。そのまま涙をこぼしかけたところで、ハッと気づいたように、淡いピンクのハンドタオルを差し出した。

「あの……こ、これ！　よければ、使ってください！　ほっぺの傷……」

「あらあら、うふふ。ありがとうございます。貴女は、優しい女の子ですわね」

　舞那の手からハンドタオルを受け取り、紗魔夜が嬉しそうに笑む。

　……どうやら、丸く収まったようだ。

　緊張を解き、脱力する京輔に、紗魔夜が頭を下げてきた。

「神谷さんも、先ほどは失礼いたしました。わたくしと五十嵐さんの間に入っていただきまして、ありがとうございます。助かりましたわ」

「ん……ああ、いえ。気にしないでください。オレは気にしてないっすよ」

「うふふ。そうですか。十二人も殺していらっしゃるのに、随分お優しいんですのねぇ神谷さん？　わたくし、ますます貴方に興味が湧わいてきましてよ……」

「えっ」

「…………む」

　仰ぎよう天てんする京輔と、顔をしかめる鋭利。紗魔夜が手を打ち鳴らし、言った。

「――さてさて。実はわたくし、貴方がたのお手伝いをしに参りましたの！　なんでも開始してすぐ、久瑠宮さまに調教された班員がいらっしゃるとか……モヒカンのかた、ですわよね？　何度も医務室送りになっていますけれど、大丈夫ですの？」

「ああ……モヒカンのことは、気にしないでやってください。アタマは大丈夫じゃないと思いますけど、身体の方は大丈夫だと思うんで。いつものことです」

「……いつものこと？　まぁ、よろしいですわ。とりあえずわたくし、人手不足な貴方がたの手助けをするよう、久瑠宮さまから仰おおせつかりましたので……」

　三角巾を整え、エプロンの紐ひもを結び直した紗魔夜が、気き炎えんを吐く。

　瞳をキラキラ輝かせ、やる気満々の様子で拳を握りしめた。

「不ふ肖しようながら、わたくし紗魔夜沙姫……精いっぱい、尽じん力りよくさせていただきますわ。皆で力をあわせて一丸となり、美味しいカレーを作りあげましょうっ！　目指せ三ツ星！　これでもわたくし、料理にはいささか自信がありますの。うふふ。先ほどはお見苦しいところを見られてしまいましたので、名めい誉よ挽ばん回かいですわ！　牛も豚も鳥も魚も人間も……綺麗にさばくわたくしの腕前、しかとその目で見るがよろしいですのっ！」





×　×　×






「…………なんですの、コレは」

　鼻息荒く調理場へと立ち入った紗魔夜は、そこに広がる大惨状を目にした途端、一気にテンションダウン。ガーゼの貼はられた頰を、引きつらす。

「な、何って……野菜ですけど？」

「そうですわねぇ、野菜ですわねぇ……そんなことはわかっておりますの！　わたくしがお訊きしたのは、どうしてこんな事態になっているのか、ということですわっ！」

　――バンッ！　と調理台に手をつき、紗魔夜が鋭利をにらみつけた。

　鋭利は腕を組んで、顔を背そむけたまま「……し、知らないわよ」と、珍しく弱気な声で答える。その眼前、まな板の上を埋め尽くしているのは……。

「ひ、ひでぇ……まるで虐殺現場だな」

　じゃがいも、にんじん、たまねぎ――たちの成れの果て。

　皮がついたまま、水洗いもなされず解体された彼らの骸むくろは、大きさもバラバラ。

　まな板には深い包丁傷が縦じゆう横おう無む尽じんに走っており、断ち切られるとき衝撃で弾け飛んだ破は片へんが、調理台や地面のあちらこちらに飛び散っていた。

　死し屍し累るい々るいのジェノサイド。それを引き起こした大量虐殺犯が、唇をかむ。

「ぎゃ、虐殺って……あんたまで、そんな風に言うことないじゃない」

　よっぽどショックだったのだろう、目尻に涙が浮いていた。

「うっ……ワリぃ。虐殺は言いすぎた。虐殺じゃなくて、そうだな……惨殺？」

「変わってないわよ、京輔のバカ！　あんたも野菜になりたいの!?」

「……すみませんでした」

　切り刻まれたくなかったので、京輔は即座に頭を下げる。

　出刃包丁を掲げて怒る鋭利の手から、またしても凶器が奪い取られた。

「……没収、ですわ。貴女にこんなモノを持たせていたら、食材がいくつあっても足りませんもの。まったく、どうしようもないですわ……貴女は神谷さんと二人で、かまどでも見ていなさいな。調理係は首ですの。そして、貴女は――」

　鋭利から視線を外し、紗魔夜が舞那を見る。

「……かまど係を首、ですわ。風紀委員長として、先ほどのような事故を繰り返させるわけにはいきませんから。その代わり、調理係に任命いたしますの。わたくしの料理をお手伝いしていただけますかしら、五十嵐さん？」

「ふぇ!?　わ、わわわわ、わたしが料理をするんですかぁ!?」

「ハァ!?　待ちなさいよ、あんた！」

　紗魔夜の指示を受けた舞那が目をむき、鋭利が声を荒げた。

「舞那に料理を任せるなんて、バカげてる……正気の沙さ汰たじゃないわ！」

「……大量虐殺犯の貴女が、何をほざいておりますの？」

　心底呆あきれたように吐息し、紗魔夜が肩をすくめる。

　鋭利の顔が紅潮し「う、うるさいっ！」とわめいた。

　今の鋭利が何を言ったところで、逆効果だろう。説得力がなさすぎる。

「あの……すみません、紗魔夜先輩。オレも鋭利と同意見ですよ。舞那に料理を任せるのは、マジで止めた方がいいです。死人が出ます」

「…………死人？　どういうことですの？」

　京輔の言葉を聞いた紗魔夜が、不思議そうに首を傾かしげた。

　目をパチクリさせる紗魔夜に、事情を説明してやる。

　舞那の料理を食べたクラスメイトが泡を吹いて死亡したこと、毒物は一切検けん出しゆつされなかったこと、研究者たちが原因を究明しようとしたが不可能だったこと……。

　ほどなくして、話を聞き終えた紗魔夜は、

「あらあら、まぁまぁ……そういうことなら、仕方がありませんわねぇ」

　苦笑し、素直にあきらめた。舞那の顔をチラ見してから――。




「――だなんて、言うと思いましたの？」




　真顔になって、京輔をにらむ。

　瞳には、疑惑の光がはっきり浮かんでいた。

「作った料理で人が死ぬ、だなんて……そんなの常識的に考えて、あり得るはずがないですわ。悪い冗談ですの。あまり先輩をからかうものでは、ございませんわよ？」

「えっ。けど、舞那の料理を食べたクラスメイトは、死亡して――」

「その話は、誰から聞いたんですの？」

「舞那本人から、ですけど……」

「……他の人からは？」

「いや、特に……舞那の口から聞かされただけ、だと思います」

「そうですか……なら、やはり信用なりませんわね」

　断言し、紗魔夜が人差し指を立てる。

「……いいこと？　貴方は自分の目で、五十嵐さんの料理が人を殺す場面を見たわけではない。先生がたから話を聞いたわけでもない。なのにどうして、それが真実だと言いきることができるんですの？　全て噓かもしれませんのに」

「「なっ――」」

　京輔と鋭利は驚き、絶ぜつ句くした。

　舞那はポカンとした顔で、紗魔夜を見つめている。

「この学院では、よくあることですの。クラスメイトの興味を引くため、自分がいかに特別な人殺しであるかを、誇こ示じするために……殺害過程を盛もる。あるいは、本性を隠すため、あえてひかえ目に話す……なんてことも、往おう々おうにしてよくありますわ。ですからご本人の口からのみ語られることを、簡単に信用しない方がよろしくってよ？」

「「「……………………」」」

　京輔たちを見回す紗魔夜の表情は、険しい。

　沈黙の中、遠えん慮りよがちに口を開いたのは、

「あ、あのぅ……それってつまり、わたしが噓をついてるってことですか？」

「いいえ、違いますわ。そういう可能性もある、ということですの。その上で、お話を戻しますわね。ここに、二つの可能性があります。一つは『作った料理で人が死ぬ』という可能性。もう一つは『五十嵐さんが噓をついている』という可能性――果たしてどちらの方が、現実に起こり得る可能性が強いと思いますかしら？」

「「「…………ッ!?」」」

　流れるように問いかけて、紗魔夜が前髪を払う。

　面食らい、返答に窮きゆうする京輔たちを、懐かい柔じゆうするように、












「お友達のことを信じたい気持ちは、わかります。けれどわたくし、後者を推おしますわ。むしろ『料理で人を殺す』だなんて芸当が可能なら、見てみたいとさえ思いますもの。そんな殺害方法、聞いたこともありません。興味深いではございませんか……うふふ。せっかくですから、今この場で試ためしてみません？」

　満面の笑顔を浮かべて、言った。




「五十嵐さんに、カレーを作っていただきましょう！　できあがった料理を、まずわたくしが味見し、毒味いたしますわ。それでなんともなければ、五十嵐さんのお話は噓。わたくしの身体になんらかの異常が起きるか、わたくしが死亡すれば……五十嵐さんのお話は本当。――いかがです？　おもしろいとは、思いませんか」





×　×　×






「……ねぇ、本当によかったの？」

　かまどの前にしゃがんで薪を放りこみながら、鋭利が問いかけてくる。

　京輔は困り顔で「いや、よくはねぇけど……」と、頭をかいた。

　調理場では、舞那が紗魔夜に見守られ、おっかなびっくりカレー作りに挑んでいる。

　尚、鋭利が切り刻んだ野菜は、全て一新。中毒の危険があるフグは、道郎がさばいてくれたもの（道郎本人が毒味済み）を利用する運びとなっていた。

　そうして、舞那の料理が開始されてから、十数分――。

　動作の一つ一つを「じぃ～……」とつぶさに観察される舞那はひどくやりづらそうで「あひぃ!?　うう……す、すみまちぇんっ！」と、ミスを連発していた。

　今もまた、地面に落とした包丁を拾い、シンクで洗おうとしたら、水の勢いが強すぎたらしく、「ひゃっ!?」跳ねた水に驚いた舞那が飛びすさる。

　――ヒュンッ！　すると、包丁を握ったまま振るわれた腕が、近くで舞那を観察していた紗魔夜の首筋をかすめ、「ご、ごごごご、ごめんなちゃいっ！」慌てて振り乱した手が、鮮やかな連撃切りを披ひ露ろう。無数の銀ぎん閃せんがきらめき、調理道具が散らばった。

「あ……あなっ、貴女ぁ！　やっぱり、わざとやっているんじゃありませんのっ!?」

　それら全てをことごとく回避し、額に脂汗をかいた紗魔夜が声を荒げる。

　先ほどから、何度も見せられている光景だ。そして、この後――。

「ふえぇ!?　わ、わざとなんかじゃ……あにょ、そにょ――あひぃ!?」

「いやあああぁ、ですのおおおおおおぉ!?」

　紗魔夜のお叱しかりに動揺した舞那がさらなるドジを巻き起こすのも、すっかりお馴染みのパターンだった。傍はたから眺めている京輔たちですら、気が気ではない。

　このままでは、無事に料理を完成させられるかどうかも怪しいだろう。

「だから、やめた方がいいって言ったのに……常人なら、とっくに殺されてるぜ？」

「……これで死んだら、自業自得よね。殺させられる舞那の方が、可哀想だわ」

　舞那に料理をさせてみる――というバカげた提案は結局、紗魔夜が風紀委員長という立場を振りかざして、無理やり強行。何がなんでも真しん偽ぎを確かめたいらしく、京輔たちが止めてもほとんど聞く耳持たずの状態だった。

『万が一のことが起きたら、わたくしが責任を取りますわ』と、笑顔で……。

「フシュー。何やら、おもしろ可お笑かしいことになってるね？」

　料理の様子をハラハラ見守る京輔たちに、隣のかまどで煙を物ともせずに火番をしていた煉子が、ガスマスクの窓をふきつつ話しかけてくる。

「舞那の料理か……実を言うとね、私も半信半疑だったんだ。毒物を混入したわけでもない、普通に作ったはずの料理で人が死ぬとか、あり得るのかなぁ……って。だから、とってもワクワクしてる。たとえ舞那の話が真実だったとしても、死んじゃうのはあのいけ好かない先輩だけだし……どう転んでも、美味しいことしかないよ」

　上機嫌に身体を揺らして、煉子が「フシュー」と笑った。

　ヘッドフォンから流れ続ける音楽――殺意の代替音に、身を任せるようにして。

　黒いガスマスクに覆われた横顔を見、京輔は驚く。

「珍しいな、煉子。お前が、露ろ骨こつに人を毛嫌いするなんて」

「うん？　そうだねぇ……たぶん、同どう属ぞく嫌けん悪おみたいなものじゃないかなぁ」

「……同属？　お前と、紗魔夜先輩が？」

「うん。彼女からは、なんだか……私と似た臭においがする。それに――」

　うなずき、煉子がゆったり腕を組んだ。

　二の腕に、豊かなふくらみが乗っかる。

「彼女は、中々おっぱいが大きい。だからムカつく」

「……あたしは、あんたのそういうところがムカつくわ」

「そういうところ？　ああ、おっぱいが大きいところだねっ！」

「……違うわよ。真面目な発言した後、すぐにふざけて煙けむに巻くところ」

「どんまい鋭利」

「どこ見てほざいてんのよ、廃はい乳にゆう。死ねばいい」

「やっぱり、胸の方にもムカついてるんじゃねぇか……」

「…………なんですって？」

「なんでもありません」

　包丁よりも鋭い視線を突きつけられて、頭を下げる京輔。

「……フンッ」とそっぽを向いた鋭利が、話題を逸らすように言った。

「ていうか、実際どうなのかしらね……舞那の料理」

「鋭利の胸がふくらむことに比べたら、まだ可能性はあると思うな」

「…………。――ねぇ、京輔は？　どう思う？」

「えっ。そ、そうだなぁ……鋭利は成長期なんだし、まだまだこれから成長するんじゃねぇの？　ほら、大たい器き晩ばん成せいって言葉もあるくらいだし――」

「誰が胸の話をしろって言ったの!?　舞那の料理よ、舞那の料理！」

「フシュー。私のボケをスルーしようとするから、そうなるんだよ？　いつまで経たってもそんなんだから、君は貧乳なんだと思うな」

「……薪と一緒に投入されたい？　脂肪もろとも、燃え尽きればいい」




「次は、たまねぎを一口大に――あひぃ!?　め、目をやられまちたあああぁ!?」

「ひいいいいいいぃ、殺やられますのおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?」




「……にぎやかな野外炊飯だね、ミチローくん」

「嗚あ呼あ、そうだな……だが忘れるなよ、千尋？　我が真名は『魔ま境きよう院いん喰くう餓が』だ」

　炊飯場はどこも騒がしく、生徒たちの談笑に満ちていた。

　カレーの鍋を手にした道郎が、千尋と一緒にかまどのところへやって来る。

　飯ごうの様子を見ていたボブが、巨体と小麦袋を揺らして笑った。

「仲良しこよしでいいわねぇ～。わたし、この学院に入れてよかった！」




「よいしょ、よいしょ……鍋を運んで、火にかけ――ずこおおおおおおぉ!?」

「もういやあああああああああぁ、ですのおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?」




　笑顔があふれる炊飯場に、何かが壊れる音と紗魔夜の絶叫が響く。

　青く澄んだ夏の空には、白く巨大な入道雲が浮かんでいた。





×　×　×






「で、できましたわ……できましたっ！」

　かまどの上でぐつぐつ煮えるカレーを見下ろし、紗魔夜が歓声をあげる。

　そのたたずまいは、疲ひ労ろう困こん憊ぱい。怪我こそ負っていないものの、蜂蜜色の髪はほつれ、着衣は乱れ、翠玉色の瞳はくもり、頰ほお骨ぼねまで浮いていた。

「はうぅ……つ、疲れましたぁ～。やっぱり、料理は難しいです……」

　同じく憔しよう悴すいしきった舞那が、地面にへたれこむ。

　汗をぬぐって吐息を漏らす舞那に「……疲れたのはわたくしですの」とジト目を向けてから、紗魔夜が改めて鍋の中身を見下ろした。

「…………普通、ですわね」

「…………普通っすねぇ」

「…………普通だわ」

「フシュー」

　一緒になってのぞいた京輔たちの口からも、同じような感想がこぼれる。

　――普通。一口サイズに切られたじゃがいも、にんじん、たまねぎ、フグの切り身がとろりとした焦げ茶色のルーに浮く、ごく普通のカレーだった。

「野菜の皮もむかれてるっぽいし、むしろ美味そうじゃないすか？」

「ええ。調理過程には、問題ありませんでしたわ。別の意味で、危なっかしいところは多々ありましたけれど……料理自体は、例の大量虐殺犯に比べて数百倍マシですの」

「えっ!?　君は一体いつの間に、そんなむごたらしい事件を引き起こしていたんだい、鋭利？　かまどに夢中で気がつかなかったよ……シュコー」

「うっ……うるさい！　あたしの話は、どうでもいいでしょ!?」

　皆の注視を受けた鋭利が、顔を真っ赤にして怒る。

　舞那が「あのあの」とうろたえながら、問いかけた。

「本当に、その……食べるんですか？　や、やめた方がいいんじゃ――」

「もちろん、いただきますわっ！」

　舞那の言葉を即座に撥はねのけ、紗魔夜がキリッと言う。

　その手には、いつの間にか味見用のスプーンが握られていた。

「「「「……………………」」」」

　緊張する京輔たちをよそに、当の紗魔夜は余裕の笑顔。

　落ち着き払った様子で、胸に手を当てゆっくりと話す。

「心配なさらずとも、結構ですわ。わたくし、この目で見ていましたもの。徹てつ頭とう徹てつ尾び、一いつ挙きよ一いち動どう……怪しい動作は決して見逃すまいと、監視の目を光らせていたんですのよ？　毒物を混入する隙など与えませんでしたし、調理過程も無もう問まん題たい。わたくし、断言いたしますわ。――このカレーを食べても何も起きない、と！」

　自信満々に言いきり、紗魔夜がスプーンを構えた。

　笑みを崩さぬその表情に、不安の影はない。

「……では、味見いたしますわよ？」

　ぐつぐつ煮えるカレーを前にして、紗魔夜が皆の顔を見回す。

　京輔はゴクリとつばを吞み、鋭利は眉間にしわを寄せ、煉子は「フシュー」と楽しげに笑い、舞那はぎゅうううっと瞼を閉じて、祈るように手を組みあわせていた。

　紗魔夜がうなずき、笑顔を消し去る。

　スプーン一杯すくったカレーを息で冷ますと、




「いただきますの」




　ためらうことなく「ぐいっ」と口に含んだ。

「……………………」

　紗魔夜はしばし上を向いて、口内のカレーを注意深く味わう。

　最初はひそめられていた眉が、次第にゆるんでいった。

　恐る恐る瞼を開く舞那に向かって、にっこり笑いかけ『ほら、無問題でしょう？』と言わんばかりの満足顔で、カレーを吞み下そうと――した、刹せつ那な。

「…………ッ!?」

　紗魔夜が突如、目をむいた。

　一瞬にして表情が強張り、顔が青ざめ、玉のような汗が浮く。

　紗魔夜の手から、スプーンが落ちた。両手で口元を押さえ、




「ぶ――――――――――――――ッ!?」




　口の中身を、盛大に噴いた。

　強烈なカレー臭が立ちこめる中、紗魔夜が地面に崩れ落ちる。

「あ……がっ……はぁ……ぺっ……なんです、の……これ……おえぇ……」

　かしずくように面を伏ふせた紗魔夜の口から、苦しげな喘ぜん鳴めいが漏れた。

　その身体は細かく痙攣し、残ったカレーを必死に吐き出そうとしている。

「紗魔夜先輩!?　紗魔夜せんぱあああぁい！」

「皆、離れてッ！　あの毒霧を吸いこんじゃダメだ！」

　何が起こったのかを悟り、紗魔夜に駆け寄ろうとする京輔たちを、煉子が押し留とどめ、力任せに遠ざけた。周囲に漂う、黄色いカレーの霧きりから。

「あり得ま、せ……あり得ません、わ……こ、こんな……味ぃ……おえええぇ」

　ただ一人、霧の中に取り残された紗魔夜が、汗と涙を流して苦しみ続ける。

　呼吸ができないのだろう、紗魔夜のすがるような瞳が、京輔を見た。

「……ッ!?　紗魔夜先輩――」

「私が行くよ」

　駆け出そうとした京輔をさえぎり、煉子が霧の中へ突っこむ。

　ガスマスクを装着している煉子は、カレーを物ともせずに紗魔夜の元へ到達。

　虚うつろな目でピクピクしている紗魔夜を抱えると、霧の外へと離脱した。

「ちゃまやちぇんぱいっ！　ちゃまやちぇんぱああああああぁい！」

　そこへ、舞那がすぐさま走り寄っていく。

「あっ、おい……待て、舞那！」

「バカ！　今、あんたが近づいちゃったら――」

　京輔と鋭利の静止も間にあわず、紗魔夜の元へ突撃する舞那。

　――マズイ。慌てふためく今の舞那は、きっと……。

「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

「うわっと、危ない」

「ぎゃふんっ、ですの!?」

　足をもつれさせた舞那が、飛びのく煉子をかすめ、紗魔夜の上に倒れこんだ。

　仰あお向むけになった紗魔夜にのしかかるような形で、思いきり。

「ああああああぁ!?　ちゅ、ちゅちゅちゅちゅ、ちゅみまちぇ――」

「ぐえええええええええぇ、ですのおおおおおおおおおぉ!?」

　身体を起こそうとした舞那が、紗魔夜の腹に手を突き、第二撃。

　追撃に追撃を重ねられた紗魔夜が、もだえ苦しんだ。

　その様子を離れた場所から眺め、煉子が安堵の息を吐つく。

「……シュコー。どうやら、生きてはいるみたいだね。よかったよかった」

「よくねぇよ！　早く舞那を止めねぇと、マジで殺されちまうぞ、紗魔夜先輩!?」

「はわわわわわわ。ちゅっ、ちゅちゅちゅちゅ――ちゅみまちぇんっ！」

「ぎゃあっ、ですの!?」

　謝ろうとジャンピング土下座をした舞那の頭が、紗魔夜の顔面を打ちすえた。

　このままではヤバイと判断した京輔が、急いで舞那の身柄を拘こう束そく。

　騒ぎを聞いて駆けつけた毒島が、すぐさま医療班を呼び――。




「認め、ません……わたくしは絶対、認めません、の…………がくっ」




　紗魔夜が担架に乗せて運び去られると、事態は収しゆう拾しゆうとなった。

　ちなみに、今回の騒ぎを引き起こしたカレーはというと、

「……ふむふむ。興味深いですねぇ。いただいちゃっても、構わないです？」

　毒の専門家スペシヤリストである毒島が関心を持ち、鍋ごと回収。

　その後、舞那特製《殺人カレー》がどうなったのかは、わからない。





×　×　×






「あの……しゃ、紗魔夜先輩？」

「……………………」

　舞那の料理騒動から、一時間――。野外炊飯が終了してすぐ、京輔たち四人は医務室を訪れていた。辺へん獄ごくの家一階にある角部屋は狭く、並べられたベッドは三台。

　一番手前のベッドでは、人工呼吸器をつけられたモヒカン（重体）が眠っている。

　空のベッドを一台挟んだ最奥で、紗魔夜が上半身を起こし、窓から見える森の景色を眺めていた。その横顔に声をかけるが、反応はない。

　京輔の隣に並んだ舞那が「はわわ」と瞳を泳がし、勢いよく頭を下げる。

「……すみませんでしたっ！　あの、わたし、普通に料理しただけだったんですけど、あんなことになっちゃって、そにょ……他にもいっぱい、ひどいことをしちゃって……でも、わざとじゃないんでちゅっ！　ほんとにほんとに、ちゅみまちぇ――」




「もういいですわ」




「…………ふえぇ？」

　頭を下げたまま、嗚お咽えつ交まじりに謝罪していた舞那が、涙まみれの顔をあげた。

　紗魔夜の声は乾かわいている。細く、長い吐息がこぼれた。

　ほどなくして、窓の外から舞那の顔へと、視線を移した紗魔夜は――。

「謝らなくても結構ですわ、と言ったんですのよ。貴女に料理をさせたのは、わたくし……風紀委員長である、このわたくしですわ。貴女はただ、わたくしの指示に従って、普通に料理をして見せただけですものね？　なのに、わたくしがあんなことになったら、動転するのも仕方がないですわ。ですから、謝る必要なんてございませんの。だって、貴女は何も悪くないんですもの……そうでしょう？」

　――今まで通りの、柔らかい笑顔。

　穏やかな眼まな差ざしを受け、舞那が「……ぁ」と言葉を失う。

　紗魔夜は「ただ……」と、目を伏せた。

「あのカレーには、驚きましたわ……すさまじい味でした。最初はそれほどでもなかったんですけれど、後から遅れてきましたの。今まで味わったことないインパクトの味が何種類も何十種類も、同時に舌を襲おそってきて――味覚で殺されるかと思いましたわ！　もし吐き出さずに吞みこんでいたら、あの刺激物に消化器官を蹂じゆう躙りんされて、ショック死していたかもしれません。お、恐ろしい凶器でしたの……」

　料理の味を思い出したのか、紗魔夜が「……うっ」と口元を押さえる。

　舞那は微び妙みような顔をして、紗魔夜の話を聞いていた。本人は『普通に』料理をしているつもりなのだし、どう反応すればいいのかわからないのだろう。

　困ったように立ち尽くす舞那を、紗魔夜が「よしよし」となでた。

「ともあれ、わたくしは無事です。ご心配をおかけいたしましたの。五十嵐さんのお話を疑ってしまい、申しわけありませんでした……わたくしが味わわされた苦痛は、自じ戒かいとして受け取らせていただきますわ。皆さま、お気になさらぬように」

「ちゃ、ちゃまやちぇんぱい……」

　紗魔夜の温かい言葉に感動し、舞那がまた泣きそうになる。

　いい人だな、紗魔夜先輩……。おかげで、和解はすんなり完了。

　京輔たちは、そろって肩の力を抜いた。

「ところで皆さま、お昼はどうなさったんですの？　まさか、あの《殺人カレー》を食べるわけにもいきませんでしょう。やはり、わたくしのせいで食事が――」

「なぁに、心配いらないよ」

　煉子が自分のガスマスクを指さし、得意げに言う。

「ご覧の通り、私はマスクをしているせいで、物が食べられないからね！　せっかく皆で作ったカレーも、君がわざわざ私にくれたステーキも、マスクが邪魔でほとんど食べられないから……私たちのカレーを分けてあげたのさ」

「あら、そうでしたのね？　ならよかったですわ。うふふ」

　ステーキの話題には触れず、紗魔夜が相そう好ごうを崩した。

　そんなことまでわざわざ当てこするとは、よっぽどいけ好かないらしい。

「ま、まぁ……ご飯は炊いてあったしな。鋭利に料理を任せた時点で、昼が白米だけになるのは覚悟してたし。それに比べりゃ、遥はるかにマシです」

「ミチローくんは、料理が上手ですもんね」

「はいはい。悪かったわね、料理が下手で……覚えてなさいよ？」

　京輔と舞那をジト目でにらみ、鋭利がぼやく。

　その様子をニコニコと眺め、紗魔夜が翠玉色の瞳を細めた。

「やっぱり貴方がた、おもしろいですわ。このままゆっくりお話ししたい所ですけれど……残念ながら、時間がありません。林監学校のスケジュールは、とてもタイトですから。次の予定は《樹じゆ海かい散さん策さく》でしたわね。くれぐれも、遅刻しないよう気をつけてください。もう少しだけ休んだら、わたくしも職務に復帰いたしますわ。色々準備をしなければなりませんので……そう、色々と。うふふふふ」

　変わらぬ調子で微笑み続ける、紗魔夜。

　その顔から何気なく視線を逸らした京輔は、気づいた。

　――気づいてしまった。

　薬品棚の陰かげに置かれた、ゴミ箱。その中に……。




　踏みにじられて変色し、切り裂かれて引き千ち切ぎられた、

　淡いピンクのハンドタオルが、放りこまれているのを。




「…………ッ!?」

　絶ぜつ句くし、息を吞む。一瞬で身体が強こわ張ばった。

　咄とつ嗟さに顔を確認すると、紗魔夜は不思議そうに首を傾け、

「……わたくしのお顔に、何かついていまして？」












　眉一つ動かすことなく、問いかけてくる。

　殺す寸前まで凶器を見せない、手慣れた殺人犯のように。

　柔らかい声と穏やかな態度で、巧たくみに殺意を隠していた。

「あ……い、いえ！　なんでもありません。じゃ、じゃあ……すみませんけど、オレらはそろそろ行きますね？　紗魔夜先輩の安否も、確認したんで……」

「……京輔？　どうしたのよ、なんか顔色が――」

「紗魔夜先輩も言ってただろ、鋭利？　時間がないって。ほら、急ごうぜ」

　言うなり、真っすぐ出口へ向かう。

　一分一秒でも早く、この場所から離れたかった。

「ん……そ、そりゃそうだけど……」

　鋭利が怪訝そうに呟き、追いかけてくる。

　舞那は「紗魔夜先輩、お大事に！　あの……あ、ありがとうございましたっ！」と頭を下げてから京輔たちを追い、「じゃあ、またね？」と煉子が続いた。

　慌ただしく医務室を去る京輔たちに、紗魔夜がゆったり手を振ってくる。

「わたくしの方こそ。お見舞い、ありがとうございました。では、後ほど……またこうしてお会いできるのを、心待ちにしておりますわよ？　ごきげんよう。うふふ」

　最後に見えた紗魔夜の顔には、清らかな笑み。

　先ほどからずっと、寸分違たがわぬその表情は、まるで仮面のようだった。
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「あんたの見間違いじゃない？」

　医務室から十分離れた、人気のない廊下。

　事情を説明された鋭利が、疑わしげに訊き返す。

　京輔は「いや……」と首を振り、もう一度語った。

「間違いねぇ。ゴミ箱に入ってたのは、舞那のハンドタオルだった。野外炊飯のとき、舞那が紗魔夜先輩に渡した、ピンク色のタオルが……ズタズタにされて――」

「噓ですっ！」

　瞬間、舞那が叫ぶ。

　か細い声を震わせながら、弱々しく呟いた。

「そんなの、噓ですよ……紗魔夜先輩は、こんなわたしを温かい笑顔で許してくれて、優しい言葉ではげましてくれて……それが全部噓だったなんて、噓です。絶対噓です！　わたしは認めまちぇんっ！　やっぱり、京輔くんの見間違い――」

「私も見たよ」

「…………へ？」

　舞那が驚き、煉子の方を向く。

　ガスマスクに覆おおわれた顔が、無情に舞那を見つめ返して、

「ボロ雑ぞう巾きんみたいなピンクの布が、ゴミ箱に入ってた。アレが舞那のものかどうかは、わからないけど……少なくとも、見間違いじゃあないさ」

「そ、そんな……う、噓です……噓ですよ……」

　消沈する舞那の背中を、鋭利がさする。

「まぁ、真しん偽ぎはともかく……一応、警戒しといた方がいいかもね」

「……だな。最悪、ハンドタオルが舞那のもので、それをあんな風にして捨てやがったのが、紗魔夜先輩だったとしたら――」

「うん。あの先輩が舞那に対して、物騒な気持ちを抱いているのは明らかさ。タオルで満足してくれたのならいいけど。それで充みたされなければ、彼女……しかけてくるかもしれないよ。今度は、舞那や私たちの身体をズタズタにしようと、ね？」

「「「……………………」」」

　重苦しい沈黙が降りる中、煉子が「よいしょっ」と臙えん脂じ色いろの冊子を取り出した。

　林監学校のしおりだ。今日と明日の予定が載ったページを開くと、京輔たちに見えるように広げて、スケジュールをなぞる。

「まず、この後の予定は――《樹海散策》か。先導する教員および風紀委員に従い、班ごとにのんびり樹海をハイキング……先導するのが誰なのかによるけれど、早速危ない予感がするねぇ。横のＭＥＭＯ欄には『自殺したいならしてもよい。その際は、他の人に迷惑をかけないよう、ひっそり死ぬこと』なぁんて書かれているし。樹海なら死体の処理にも困らない。ここでしかけてくるかもしれないねぇ？　あるいは――」

　煉子の白い指先が、予定表に書かれたプログラムを、なめらかに滑った。

　今後のスケジュールを見て、紗魔夜の動きを予想しているらしい。

　よどみのない言葉から、京輔は煉子が《殺し屋》なのだと再認識させられる。

　殺人犯ではなく、殺し屋――人殺しのプロフェッショナル。

「今夜の《心しん筋きん梗こう塞そく・肝きも試だめし》とか？　教師や他の風紀委員がいるところでは、さすがに動けないだろうから……こんな風に班別行動しているときが狙ねらい目なんじゃないかと思うなぁ。私が殺やるんだったら、そうするよ。――鋭利は、どうだい？」

　煉子に話を振られた鋭利が「……そうね」とアゴに手を添える。

　人を殺すことこそできないが、煉子と同じく殺しに精通している鋭利は、しばしの間黙考してから、うなずいた。真っ赤なネイルが施された指で、《心筋梗塞・肝試し》と書かれた箇所をさし示す。

「……あたしは、来るなら夜だと思うわ。人殺しは準備が大切だもの。樹海散策までにはあんまり時間がないし、あの女の体調もきっと万全じゃない。先導するのが自分じゃないなら、尚さらね……反面、肝試しまでには時間があるし、行動するのは二人一組。舞台は辺獄の家らしいけど、明かりを落として辺りは真っ暗。どこに脅おどかし役が潜ひそんでいるかを把は握あくしとけば、バレずに殺るのは不可能じゃないわ」

「うん。三日目には、あんまりそういう機会もないみたいだしねぇ。警戒しすぎて疲れちゃっても隙を突かれるし、とりあえずはこの二つかなぁ？　フシュー」

「なんつぅか、お前ら……怖こえぇよ」

　そうやって真ま面じ目めに『殺し』について話しあわれると、ただの一般人である京輔は、まったくついていけない。こういうとき、京輔は自分と彼女たちとの間に、どうしようもない距離を感じた。普通に楽しく過ごしていると、つい忘れそうになるが――。

　やはり、京輔と皆の間には、決定的な違いが存在している。

　築いた死体や流した血でしか埋めることのできない、深い溝があるのだ。

「フシュー。いいじゃないか、京輔。敵ならともかく、私たちは君の味方なんだから。目には目を、刃はには刃はを――殺しの道は殺し屋さ！　君も舞那も、二ケタだけしか殺していない素人に、横取りされたりなんかしないよ？　安心するといい」

「……お前のそういうところが、怖ぇんだっつぅの」

　ガスマスクの下で凶暴な笑みを浮かべる煉子が、ありありと想像できた。

　思わず身を引く京輔に、鋭利が「心配しないで」と髪をかきあげる。

「あたしが、殺させないし。あんたも舞那も……あたしが、殺させたりしない」

「鋭利……」

「鋭利ちゃん……」

「フシュー。私は、鋭利も殺すつもりだけどね？　……まぁいいさ。とりあえず、あの紗魔夜とかいう《殺人姫》に殺されたくない想いは、皆同じ。だったら、協力しあおうじゃないか。私ほどじゃあないにしろ、彼女は人殺しに慣れてるみたいだし、鋭利ほどじゃあないにしろ、凶器の扱いには長たけているはずさ。突然襲ってこられても、焦らず対応できるように、今からしっかり警戒しておこう？」

　皆を見回し、言い聞かす煉子に、京輔と鋭利はうなずいた。

　舞那は唇を引き結び、拳を握りしめる。

「…………はい。わかりまちた。ありがとうございます。それから、ごめんなさい……わたしのせいで、こんなことになっちゃって、あのぅ……」

「舞那のせいじゃねぇさ」

　うつむく舞那の頭をくしゃくしゃとなで、京輔は笑う。

「紗魔夜先輩が言ってた通り、自業自得だ。大体、それまでも散さん々ざん――」

「コケにしていたからねぇ、京輔が。ストレス溜たまってたんじゃないかな？」

　京輔の肩に手を置き、煉子が「シュコー……」と吐息した。

　その後頭部が、はたき倒される。

「コケにしまくってたのは、あんたでしょ。他人になすりつけないで」

「……お前もだろーが、鋭利」

「きゃんっ!?　なっ……何してくれんのよ!?」

　指で脇わき腹ばらを突かれた鋭利が、身体を折り曲げ、飛びのいた。

　すると、煉子がおもしろがって「おやおや、鋭利はソコが弱いのかい？　それとも、ココかな？　ほれほれほれぇ～。フシュー」などと、あちこち突っつき始める。

　すると、鋭利も「クッ……調子に乗ってんじゃないわよッ！」と煉子に手を伸ばし――。

　狭い廊下でキャアキャア騒ぐ二人を見、舞那の表情がゆるんだ。

「あはは。煉子ちゃんも鋭利ちゃんも、緊張感ゼロですね」

「……まったくだ。けど、心配いらねぇさ。なんだかんだで、頼りになる奴らだし……舞那のそばには、オレもついてる。だから元気出そうぜ。――な？」

「あ……は、はい！　そうですね……わたしには、京輔くんや皆がついてますもんね？　元気出しますっ！　そして、わたしも今度こそ……」

　――皆の力になってみせるんです、と張りきる。

　亜あ麻ま色いろの大きな双そう眸ぼうに、凜りんとした強い覚悟を浮かべて。
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「あ、あのぉ……わたしたち、同じところを歩き続けてませんか？　気のせいだったらいいんですけど。この道、さっきも通ったような……あうあう」

　舞那が落ち着きなく周囲を見回し、今にも泣き出しそうな声を出す。

　時刻は、十五時十二分――京輔たちは現在、樹海散策の真っ最中だった。

「いや、気のせいだろ……たぶん。き、気のせい……だよな？」

　舞那の隣を歩きながら、京輔も釣られて首を巡めぐらせる。

　視界は三百六十度全て、木々の緑が埋うめ尽つくしており、分厚く折り重なった枝えだ葉はで、空すら見えない有様だ。まだ昼にもかかわらず、辺りはどんより薄暗い。

　樹海を歩き始めて一時間ほど経つが、景色はほとんど代かわり映ばえしていなかった。

　京輔と舞那が不安を覚え始めていると、最後尾を歩く鋭利が退屈そうに、

「……気のせいよ。緑の密度が濃くなってるでしょ？　ちゃんと奥に進んでるわ」

　言いきり、「……ふわぁ」とあくびを漏らす。

　紗魔夜の動きを警戒しているはずなのに、緊張感は欠片かけらもなかった。

　それもそのはず、京輔たちを先導している風紀委員は――。

「……………………」

　黙もく々もくと歩き続ける、三みつ編あみ眼鏡めがねの女子生徒。紗魔夜ではなかったのだ。

　出発前に確認したところ、紗魔夜が担当するのはＢ組一班。

　樹海散策中にしかけてくる可能性は、この時点でほぼなくなっている。

　受け持ちの班を、ほったらかしにしておくわけにはいかないだろうし――そもそも、こんな樹海の真ん中で、京輔たちを探し出せるとは思えなかった。

　たとえ首尾よく出会えたとしても、別の風紀委員がいるわけで……。

「つぅか、あの人……なんで迷わねぇんだ？」

　疑問に思い、先導する風紀委員の背中を見つめる。

「……………………」

　教室の隅で読書でもしていそうな彼女は、淡々と進み続けていた。

　地図すら持っていないのに、その歩みはよどみない。

　一体何を指標にして、樹海を散策しているのだろうか――。

「……アレじゃない？」

　鋭利が指さしたのは、先導する風紀委員のさらに先。

　木の根がむき出しになり、落ち葉が積もった地面をはう、一匹の蛇だ。

　毒々しい黄色の身体に幾き何か学がく模も様ようが浮かんだ蛇は、恐らく毒島のもの。

　先導する風紀委員を先導するように、ゆっくりとはいずっている。

「ああ、なるほどな……毒島先生の蛇が道案内をしてくれてるわけだ。すげぇじゃん、蛇。いや、すげぇのは毒島先生か……？　どっちにしろ、すげぇ」

「蛇さんも毒島先生も、すごいですっ！　安心――してもいいんでしょうか？」

「……そうね。仮にも教師が関わってるんだし、大丈夫でしょ？　少なくとも、迷子になって野の垂たれ死ぬ心配は、ないんじゃないかしら」

　鋭利の言葉を聞いた舞那が、「よ、よかったですぅ……」と一息ついた。

　京輔もホッと胸をなで下ろし、リュックを背負い直す。

『ここで迷ったら、一生抜け出せないのではないか』という危き惧ぐを除のぞけば、樹海散策は実に安あん穏のんとしたものだった。先導する風紀委員が歩くペースは速いが、ついていけないほどではないし、京輔たちに干かん渉しようしてくることもない。

「……………………」

　二メートルほど距離を空あけ、独り黙々と歩き続けている。

　それが、不気味といえば不気味ではあった。だから、京輔は伸びをして、

「いやぁ～。樹海は緑がいっぱいで、空気が美う味まいっすねぇ、先輩！」

「…………そうですね」

　明るく元気に話しかけてみるが、先輩の返事は素そっ気けない。

　京輔はめげずに、コミュニケーションを試みた。

「涼しくて、過すごしやすいですし。いっそ、樹海に永住したいくらいっすわぁ～」

「…………そうですね」

　――そうですね、じゃねーよ。ツッコめよ。お昼の長寿番組か。

　気温も冷えているが、先輩の態度はもっと冷めている。

「え、えーっと……ところで先輩、なんて名前なんです？　そういえば、まだ自己紹介とかしてなかったなぁ～って。ちなみに、オレは神かみ谷や京輔！　十五歳っす」

「…………そうですね」

「あ、はい」

　――終了。確かに京輔の名前は神谷京輔で、年齢は十五歳だけれども。

　ろくに会話が成立していない。がっくりとする京輔に、鋭利が毒づいてきた。

「また先輩を口く説どこうとして……このスケコマシ」

「あん？　口説こうとはしてねぇよ。こんなん、ただの世間話だろ」

「…………それは、私が口説く価値のない喪も女じよである、という意味ですか？」

「喪女!?　け、決してそういう意味では……」

「……………………」

『そうですね』しか口にしていなかった先輩が、振り返って京輔をにらんでいる。

　なんでこういうときだけ、普通に話しかけてくるんだ……。

　丸眼鏡の向こうから、針のような視線を注がれ、京輔は目を泳がせた。

「いや、あの……格好がパッとしないだけで、顔だちは整ってると思いますよ、先輩？　めかしこめば絶対綺麗です！　だから、価値がないなんてことは、全然――」

「…………そうですね」

「あ、はい」

　――無理だ。この先輩とマトモなコミュニケーションを取るのは、不可能だ。

　何事もなかったかのように、再び前を向いて歩き出す風紀委員――命名『森もり田た』先輩の反応に、京輔は肩を落とした。鋭利が「……チッ」と舌を打つ。

「……やっぱり、口説きにかかってるんじゃない。救いようがないわね」

「あうあう。ど、どんまいです、鋭利ちゃん……」

「どんまいなのはオレだろ？　救われようがねぇよ。ったく……」

　腹の底から嘆息すると、気を取り直して足を動かした。

　しばし、無言で樹海を進む。会話が途絶えた樹海は、驚くほど静寂に包まれていて、京輔たちが地面を踏みしめる音以外は、何も聞こえなかった。

　変化の見えない樹海を歩き続けて、どれほど経ったときだろう――。

「…………時間です」

　ふいに森田が立ち止まり『そうですね』以外の言葉を口にする。

　その目は腕時計を見ていた。京輔も、支給された時計で、時刻を確認してみる。

　十六時半――スケジュールによれば、樹海散策を終え、次の予定である《ピラニアのつかみ獲どり大会》が開始される頃あいだった。けれど、おかしい……。

　――移動時間はどうしたのだろう？

《ピラニアのつかみ獲り大会》が行われる場所までは覚えていないが、辺りを見回してみても、川や湖などはなく、他の生徒や風紀委員たちの姿もなかった。

　スケジュールに沿って予定が進められるというのなら、この時点で遅刻は確定。

　困こん惑わくする京輔たちに、離れた場所から向き直り、森田が眼鏡を押しあげた。

　その足元では、蛇が鎌かま首くびをもたげている。

「時間って、先輩、迷ったんじゃ……？」

「…………そうですね」

「……ッ!?　そうですねって、アンタ――」

「そんな風に勘かん違ちがいするのも、仕方がありません」

　荒らげかけた声をさえぎり、森田が歩み寄ってくる。

　毒島の蛇も追つい随ずいし、一緒に近づいてきた。

「…………勘違い？」

　眉をひそめて投げかけられる、鋭利の問いを無視。

　瞼を伏せて京輔たちを通り過ぎた森田は、三メートルほど離れた後方で停止し、再び向き直る。互いの位置が真逆になった状態で、ゆっくり眼鏡を外した。

　丁寧に折りたたんだ眼鏡をケースにしまい、スカートのポケットに入れる。

　京輔たちを捉えるその裸眼には、細く鋭い光が宿っていた。

　――森田は言う。

　無感情で冷たい、有無を言わさぬ響きをはらんだ声で、告げる。

「…………時間です。現時刻十六時三十二分をもって、今回のプルガトリウム更生学院《林監学校》は予定通り終了。この場で解散となります。明日の日没までに、各自ここから学院まで自力で帰ってください。万が一にも間にあわなかった場合や、逃げ出そうとして失敗した場合――キツい処しよ罰ばつが待っていますので、ご注意を。それでは、一年生の皆さん……帰り道には、くれぐれもお気をつけて」




　――家に帰るまでが、林監学校ですよ？




「「「…………ッ!?」」」

　言い終えるなりきびすを返し、森田が猛もう然ぜんと走り出した。

　地面を滑るようにはう、黄色い蛇を追いかけて。

「…………チッ!?　待ちなさい！」

　不意打ちから瞬時に立ち直った鋭利が、負けじと地面を蹴る。

　根から根へ、ポニーテールをなびかせ、翔とぶように駆けた。

　森田の走りも見事だったが、鋭利はさらに上をいく。あっという間に距離が縮まり、鋭利が森田に追いつく――かと思われた、そのときだった。

「……………………」

　森田がどこからともなく、手の平大の黒い物体を取り出し、鋭利に放る。

　瞬間、鋭利が急制動をかけ、耳を押さえた。

「閃光手榴弾スタングレネード!?　やば――」

　――刹那、閃せん光こう。そして、爆音。

　京輔や舞那にとってはそれほどでもなかったが、眼前で炸さく裂れつされた鋭利はたまったものではないようで、地面にヒザをついている。

　そうこうしている間にも、走り続ける森田の背中は、みるみる遠ざかっていき、

「ああ、もう……サイアク！　やってくれるじゃない、クソ女……」

　鋭利が立ち直ったときにはすでに、木々の向こうへ消えてしまっていた。

「鋭利ちゃああああああぁんっ！」

「お、おい……無事か!?」

「……問題ないわよ。非致死性ノン・リーサルだし。けど、油断した……今のが風紀委員の携帯してる凶器ね。とっ捕つかまえて、尋問しようと思ってたのに……ドジったわ」

　京輔たちが駆け寄ると、鋭利は歯がみをして悔しがる。

　舞那が「あうあう」とうろたえ、周囲を見回した。

「ど、どういうことなんでしょう……林監学校が、ここで終わりだなんて」

「しかも、予定通りとか言ってなかったか？　けど、予定表にはそんなこと……」

　リュックを下ろしてしおりを取り出し、スケジュールを開いてみる。

　何度確認してみても、やはり林監学校は二泊三日。

《地獄の一日目》と《煉れん獄ごくの二日目》――そして《天国の三日目》だ。

　今は二日目の真ん中くらいだから、まだ予定は残っているはずだった。

　にもかかわらず終了というのは、一体……。

「サプライズじゃない？」

　紙面とにらめっこする京輔の手からしおりを奪い、鋭利が答える。

「…………サプライズ？」

「そう。ちっとも嬉しくないけどね……見て、ここ。こんな文句が載ってるわ」

　京輔たちにしおりをかざし、鋭利が三日目の枠外を指さした。

　そこには小さな字で、こう書かれている。




　※予定はあくまでも予定。予告なく変更される場合があります。




「……けど、先輩は予定通りとか言ってたぜ？」

「予定通りに予定を変更したんでしょ？　最初っから、しおりに載ってるスケジュール通りに事を運ぶつもりなんて、これっぽっちもなかったんじゃない？」

　肩をすくめ、鋭利が予定表をにらんだ。

「地獄・煉獄ときて、最後は天国。けど天国は訪れずに、煉獄が続く……制作者の悪意を感じるわ。この後の予定も、ふざけたものばかりだし。《大混浴大会》《暗黒武術・枕投げ会》《サマーパニックSUMMER PANIC＠辺獄の家Limbo》《ポロリ必ひつ至しの水着パーティー》……最初っからするつもりがなかったのなら、ここまでバカらしいのもうなずける」

「バカらしい？　めちゃくちゃ楽しそうじゃねぇか……」

　混浴、枕投げ、夏フェス、ポロリ、水着――などなど、心惹ひかれるキーワードが目白押しである。もし実際に行われていたら、さぞ天国だったに違いない。

「……ええ、そうね。あんたにとっては、天国でしょうね……特に最初と最後が」

　乱暴な動作で閉じたしおりを、突き出すように返してくる鋭利。

「それも含めて、学院側の思惑通りなんだと思うけど。お楽しみをチラつかせておいてから、サプライズで叩き落とす――奇襲と同じ。凶器を隠した上で、いきなりグサッと来るから刺さるわけ。最初っからこういうことになるってわかっていれば、心の準備もできただろうけど……こんな風に突然、放り出された挙句『自力で帰れ』だなんて言われたら、誰でもショックを受けるわよ。それを狙ってたんじゃない？」

「な、なるほど……」

　プルガトリウム更生学院だったら、やりかねなかった。

　思えば、京輔が疑問を覚えた部屋の大掃除も、こうなることがあらかじめ決定されていたからなのだろう。

　二泊三日の二泊目は、サバイバル野宿。とんだ林監学校だ。

「あわわ。ど、どどどど、どうしましょう……ここから帰れだなんて言われても、道がわかりませんよ！　学院から辺獄の家まで、すっごく遠かったですし……わたしたち、ちゃんと帰れるんでしょうか？　あうあう」

　挙動不審に辺りを見回す舞那は、すっかり動転しているようだった。

　大半の生徒たちが現在、似たような状態に追いこまれているはずである。

　なんの前触れもなく、いきなり樹海に取り残された不安と焦しよう燥そうは、並大抵のものではなかった。京輔も内心、負けず劣おとらずテンパっている。

　それでも、どうにか平静を装うことができているのは――。

「……ふわぁ。明日の日没までなら、余裕でしょ？　野宿しないで急げば、今夜にでも着くんじゃないかしら。焦らなくても十分、間にあうわ」

　あくび交じりに断言してみせる、落ち着き払った鋭利がいてくれるからだ。

　鋭利は相変わらず眠たげな目で、リュックの中身をあさり、

「チョコバーが一本に、五百ミリの水筒が一本……残り三分の二くらい、か。足りなくなったら、自分で確保しろってこと？　めんどくさいし、さっさと帰りましょ」

　散策前に『おやつ』と称しようして分配された食糧と、水筒の残量を確認し終えるや、鋭利がスタスタ歩き出した。京輔は驚き、呼び止める。

「おい、鋭利！　帰るつっても、道が――」

「……わかるわよ？」

　振り返った鋭利の手には、刃渡り十五センチほどの小こ刀がたなが握られていた。

　柄つかの部分がデコられた暗器を回して、片目をつむる。




「木肌に印をつけてきたもの。こんな風に迷ったときに備えて……ね」




　――当然でしょ？　と髪を払いのけ、鋭利が再び歩き出した。

　その手から、すでに小刀は消えている。どうやらネイル以外にも、ちゃっかり凶器を仕込んでいたらしい。さすがと言うか、なんと言うか……。

　京輔と舞那は顔を見あわせ、頼りになる《暗殺者クラスメイト》の後を追いかけた。





















「樹海から辺へん獄ごくの家までは、ゆっくり歩いて二時間くらい。日没は十九時前だから……念のため、少し急いで歩きましょ。陽ひが沈しずんじゃったら、印を確認しづらいし」

　ほの暗い樹海。これまで歩いてきた道を、鋭えい利りの先導で戻る。

　時折、木につけた印を確認しながら進む鋭利の足はよどみなく、京きよう輔すけたちは安心してついていくことができた。舞まい那なが「ほへぇ……」と感心した声を出す。

「鋭利ちゃん、すごいっ！　本当にちっとも迷わないんですね」

「印と印の間は、結構離れてんのにな……まさか、ほとんど覚えてやがるのか？」

　京輔の問いかけに対し、鋭利は前を向いたまま、しれっと答えた。

「……もちろん。印はあくまで確認用だし？　昔、あたしが家の『教育』で放り捨てられたところは、ここよりずっと山奥だったわ。わざわざ目隠しまでされて……水も食料もなかった当時に比べれば、あくびが出るほど生やさしい状況よ」

「いやそれ、スパルタにもほどがあるだろ……当時って、いくつくらいのときだ？」

「――五歳」

「五歳!?　まだ幼稚園児じゃねぇか、それ……よく生き残れたな」

「別に？　あんなの、まだまだ序じよの口くちだしね。まぁ、あたしの家族は狂ってるから」

「…………ん」

　平然とそう言ってのける鋭利に、京輔は言葉をつまらせる。

　――鋭利が生まれ育った紅あか羽ばねの家は、由ゆい緒しよ正ただしい暗殺の名門。

　異常な家系に生まれ、異常な家庭で育った鋭利はしかし、正常だった。

　正常ゆえに清せい浄じようで、異常の中では異端の少女。実の親兄妹を指して『狂っている』と断言できる鋭利の心情が、京輔にはまったく想像できない。できるはずもない。

　京輔にとって、家族はかけがえのない存在だ。最愛の妹である綾あや花かはもちろん、あの常識外れで破は天てん荒こう、世界を股またにかけて、縦じゆう横おう無む尽じんに生きる両親も――。




「……ていうか、あたしたちが注意しなくちゃいけないことは、他にあるでしょ？」




　埋まい没ぼつしかけた意識を引き戻したのは、鋭利の硬かたい声だった。

　京輔たちを取り囲む、鬱うつ蒼そうとした緑。木立の奥に潜ひそむ気配を探るようにして、険けわしい瞳ひとみを奔はしらせる。その横顔には、うっすら緊きん張ちようがにじんでいた。

「――紗しや魔ま夜やとかいうあの女。あいつが、あたしたちに何かしかけてくるつもりなら、絶好のシチュエーションだもの。むしろ、殺やるなら今しかないわ。林りん監かん学がつ校こうが終わって通常授業に戻っちゃったら、接点なんかほとんどないんだし」

「ああ、そうだな……そうだった」

　うなずき、京輔はゆるみかけていた警戒心を張はる。

　プルガトリウム更生学院は、京輔たち一年生と上級生との繫つながりが、極きよく端たんに制限されているのだ。校こう舎しやや学生寮はもちろん、刑務作業などを行う場所すら別だった。

　接していけない規則はないが、接するような機会もない。

　恐らく京輔たち一年生のほとんどが、今回の林監学校で初めて上級生の姿を目にしたことだろう。それほどきっちり、棲すみ分わけられているのだ。

　接触すれば否いやが応おうにも目立ってしまうし、学院内では教師も目を光らせていた。

　反面、今なら他の生徒や教師もおらず、やりたい放題。

　――そう、殺りたい放題なのである。

「学院も、思いきった真ま似ねしやがるよなぁ……殺人犯どもを全員、野放しにするとか。脱だつ獄ごくってレベルじゃねぇぞ？　本気で逃げ出されたり、隠れられたり、生徒同士で殺しあわれたりしたら、どうするつもりなんだよ……」

「こ、殺しあい……はわわ。ど、どどどど、どうしましょうっ!?」

　呆あきれ交まじりに呟つぶやく京輔と、怯おびえてキョロキョロする舞那。

　木肌の印を確かめながら、鋭利が「別に――」と口を開いた。

「逃げるも何も、島全体が牢ろう獄ごくみたいなものでしょ。隠れたところで、逃げ場がないんだったらどうしようもないわ。その上で、生徒がどんな行動に出るのか、見てるんだと思う。殺人犯を泳がせて、更生具合を確かめてるんじゃないかしら」

「ん。なるほどな……従わないならもっと厳しく、ってか？」

「たぶん、だけどね。じゃなくても『殺しが可能』っていうだけでホイホイ殺しちゃうような奴、滅めつ多たにいないわよ。怨えん恨こんとか憎ぞう悪おとかが積み重なって、ふくれあがって……破は裂れつしたとき、初めて『殺したい』から『殺そう』に気持ちが切り替わるんじゃない？　あたしには、よくわかんないけど……煉れん子こみたいに、どうしようもない異常快楽殺人者サイコキラーじゃない限り、なりふり構わず殺しまくったりはしないと思う。だって、殺しがそんなに簡単だったら、あたしは――」

「……………………」

　足を止め、ネイルの先を見つめる鋭利に、京輔は言葉をかけることができない。

　卓たく越えつした技術や知識はあっても、人を殺すことができない《暗殺者アサシン》。

　人殺しを嫌けん悪おし、忌き避ひする鋭利は、祈るような声で、

「正直言うと、あたし……あの女は来ない気がするの。煉子の奴は、どう考えてるのか知らないけどね。いくら二十一人殺した《殺さつ人じん姫き》とはいえ、今は風紀委員長。本人にも自じ負ふや自覚はあるみたいだし、久く瑠る宮みやたち教師から、二年間みっちり調ちよう教きようされてる。それでも殺しにくるなんて、どうしようもない狂犬よ……更生具合を試されてるのは、あの連続殺人犯シリアルキラーも同じなんじゃない？」

　言って、再び歩き出す。

「紗魔夜先輩の、更生具合……か」

　途と端たん、ズタズタにされたハンドタオルが脳のう裏りを過よぎるが、頭を振ってかき消した。

　あれは、紗魔夜が湧わきあがる殺意を自制しようとした、痕こん跡せきなのだと――。

「……まぁ、こんなの全部あたしの推すい論ろんなんだし、警戒するに越したことはないから、油断なんてサラサラしないけど。あの女だけじゃない……あたしたちに反感を持ってる連中や、野生の獣けものもいるかもしれないわ。注意しましょう」

「…………おう」

「は、はいっ！」

　京輔と舞那はうなずき、鋭利の後を追いかける。

　そうやって、一行が気を引きしめ直したときだった。

　――ガサッ。

　京輔たちの背後で、草木が擦すれる音。

「「「…………ッ!?」」」

　空気が一気に緊張し、皆が同時に振り返る。

　瞬間、木々の陰かげから飛び出した影が、真っすぐ躍おどりかかってきた。

「うわあああああああああぁ!?」

「京輔ッ!?」

「京輔くんっ！」

　為なす術すべもなくバランスを崩し、押し倒される京輔に、鋭利と舞那の悲鳴が届く。

「……クッ!?」硬い木の根で後頭部を打ち、うめく京輔。その身体からだを逃すまいと、力いっぱい抱きしめて、影――黒いガスマスクを被った少女が、喜びの声をあげた。

「見つけたっ！　やっと見つけたよぉ、京輔ええええええぇ！」

「煉子!?　お、お前……こんなところで、何を――」

「何って、そんなの決まってるじゃないかああああああぁ！　君を探していたんだよ！　会えてよかった……会えてよかったああああああぁ！　キスしよう？　フチュー」

「……死ねばいい」

「うひゃあ!?」

　京輔の口にガスマスクの排気口を近づけていた煉子が、素早く退たい避ひ。

　渾こん身しんの力で振り抜かれたつま先が、京輔の唇くちびるを正確に捉とらえた。

「くふぃが!?　口があああああああああぁ!?」

「……チッ。また避よけられた。鬱うつ陶とうしいのよ。失うせなさい、痴ち女じよ」

　口元を押さえて転げる京輔を無視し、鋭利が憎にく々にくしげに煉子をにらみつける。

　人差し指を排気口に当てた煉子が、「シュコー……」と溜ため息いきを吐ついた。

「君たちを心配して、駆けつけた私に『鬱陶しい』とか『失せなさい』とか……ひどいなぁ、鋭利。おっぱいと一緒に、優しさも育てた方がいいんじゃないかな？」

「ハァ？　あたしは優しいですけど。どさくさに紛まぎれて奪われかけた唇を、守ってあげたんだから。京輔に何してんのよ、あんた？」

「お前こそ何してんだよ、鋭利！　別の意味で奪われかけたぞ、オレの唇!?」

　土にまみれた身体を起こし、蹴り飛ばされた唇を押さえる。

　舞那が「はわわ。腫はれあがって、明めん太たい子こみたいになってます……ひどい」と心配し、ジャージについた汚れを払い落としてくれた。

　煉子が「京輔っ！」と素すっ頓とん狂きような声をあげ、走り寄ってくる。

「うわぁ……見事なタラコ唇じゃないか。無事かい？」

「無事じゃねぇよ。惨さん事じだよ。誰だれのせいで、こうなったと思っていやがる」

「そうよ。ちょっとは反省したらどうなの？」

「お前ら二人のせいだろうがああああああああああああぁ！」

　――閑話休題。

「……それで？　なんでお前がここにいるんだよ」

「だから、さっき言ったじゃないか。君たちが心配で、駆けつけたんだよ」

　尋ねられた煉子が、左側頭部のたんこぶをさすりながら答える。

「駆けつけたって……樹海の中を探して、か？」

「うん」

「……どうやって？」

「私に会いたいと叫ぶ、君の心のスクリームを聴いて」

「…………どうやって？」

　京輔が握り拳こぶしを掲かかげると、煉子が「ひゃあっ!?」と頭を抱えた。

「ま……まず最初に、ドオオオォンっていう爆発音が聞こえたんだ。それで『もしや』と思って様子を見に来たら、皆の話し声が聞こえて……首尾よく発見できた感じかな？　ええっと、京輔……納得してくれたんだったら、その拳を下ろしてもらえる？」

「……なるほど。ちなみに、どれくらい離れてた？」

「う～ん、結構離れていたんじゃないかな。爆発音が聞こえて、すぐに走り出して……今さっきようやく会えたから。他の班は、近くにいないみたいだよ？」

「ん。そうか……なら、しばらく出くわすことはないかもな」

　拳を下ろしてうなずく京輔に、煉子が「シュコー……」と安あん堵どする。

　鋭利が、右側頭部のたんこぶに手を当て、眉まゆをひそめた。

「……ハァ？　あんた、班員の奴らはどうしたのよ。置いてきたわけ？」

「うん」

「うんって……平気なの？」

「たぶん」

「たぶんって…………」

　ジト目を向ける鋭利に「フシュー」と笑い、煉子が胸を張る。

「心配ないよ。逃げようとした風紀委員の先輩も、ちゃんと捕つかまえられたしね」

「「「えっ!?」」」

　煉子が漏もらした言葉に、驚く三人。よく捕まえられたなぁ、おい……。

「今頃、皆にあんなことやこんなことをされて、たっぷりしぼれられてるはずさ。スケバンみたいな女の先輩。長いスカートを踏ふんづけて、勝手にコケてくれたんだ」

　――舞那かよ。なんて間抜けな先輩なんだ。

　あの台詞せりふを吐いた後、華か麗れいにきびすを返して転ぶとか……そのまま樹海で自殺を図はかろうとしても、不思議ではない恥ずかしさだった。あまりにカッコ悪すぎる。

「……と、まぁそういうわけだから、私は君たちと帰るよ。紗魔夜ちゃんのこともあるしねぇ。私が班の皆とのんびり帰っている隙すきに、京輔の命を横取りされたらたまらない……いつ襲われてもいいように、私が守ってあげるよ。……あ、代わりに私が襲うかもしれないけどね？　夜とか。フシュー」

「そ、そっちの方が怖こえぇよ……」

　――昨晩のような目に遭わされるのは、二度とごめんだ。

　出血多量で死にかけたからな……。入学以来、最さい幸こうにして最大の危機だった。

　つめ寄る煉子と身を引く京輔の間に、鋭利が入りこんでくる。

「大丈夫よ、させないわ。そのときは、あたしが――」

「襲っちゃうのかい、鋭利？　そうは煉子がおろさないけどね！」

「ハァ!?　ち、ちがっ……違うわよッ！　何言ってんの、バカじゃない!?」

「あわわわわ。ケンカはダメです、二人ともっ！」

「うんうん、そうだね。舞那の言う通りだよ。京輔の身体は一つだけしかないんだし、仲良く三人プレイを楽しもうじゃないか！　皆で一緒にレッツ子作り、思い出作り」

「…………おい。バカやってねぇで、さっさと帰るぞ」

　早くも疲れ果てた声で言い、歩き始める京輔。

　ここから学院までの道のりは、まだまだ遠く果てしない。

　頼むから道中、大事は起こらないでくれよ――と、切に願った。





×　×　×






「フシュー。よかった……ちゃんとヌけたね、京輔？　もじもじ」

「……ああ、そうだな。樹海を抜けたな」

　ツッコミ待ちの煉子を華麗にスルーし、額ひたいの汗あせをぬぐう。

　樹海を歩くこと、およそ一時間半。鋭利の先導で無事森を抜け、京輔たちはひとまず辺獄の家へと向かっていた。強い陽ひ射ざしはすでに和やわらぎ、太陽が落ちかけている。

「……ねぇ、どうする？　辺獄の家で夜を明かすか、そのまま先を急ぐか」

　先頭を歩く鋭利が振り返り、今後の予定を投げかけてきた。

「ちなみに、あたしは後者推おし。野宿なんてまっぴらごめんだわ。きちんとシャワーを浴あびてから、ゆっくり休みたいもの……化粧を落とさず寝るとか、あり得ない」

　この状況下でそんな心配事をしてられるのは、鋭利くらいだろう。

「辺獄の家で、休ませてはもらえないんでしょうか……開いてませんかね？」

「十中八九、閉められてるだろうなぁ……それでも一応確認してみて、泊まれる場所が見つからなかったら、夜通し学院を目指す――そんな感じで問題ないか？」

「……ええ、あたしは問題ないわ。道なら、ちゃんと覚えてる」

「わたしも、もうまんたいですっ！　……たまに休憩してもらえれば」

「了解。オレも異論はねぇよ。お前はどうなんだ、煉子？」

　鋭利と舞那にうなずき返し、最後尾の煉子を振り返る。

　京輔たちから距離を取った煉子は、腰に当て「ふんっ」と顔を背そむけていた。

　ガスマスクで表情が隠れていても、しっかり感情が伝わってくる。

「…………何怒ってんだ」

「京輔が冷たい。私が誘ってるのに、ツッコんでくれない！　昔の君は、もっと激しくツッコみまくってくれる人だったのに。ひどいよ、放置プレイだなんて……」

　途と端たん「しゅん……」と肩を落として『落ちこみ』を表現する煉子。

　京輔と鋭利は顔を見あわせ、腹の底から吐息した。

「ねぇ、京輔……煉子の意見は、聞かなくてもいいんじゃない？」

「そうだな。引き続き、煉子は放置する――そんな感じで問題ないか？」

「……ええ、あたしは問題ないわ。いちいち相手するのが、めんどくさいもの」

「わたしも、もうまんたいだと思いますっ！　……たまに構ってあげれば」

「了解。オレも異論はねぇよ。お前はどうなんだ、煉子？」

「異論があるに決まってるじゃないかああああああぁ、うわああああああぁん！」

　煉子にポカポカ背中を叩たたかれ、京輔は苦笑。

「ワリぃワリぃ、冗談だって。ただ、その……もうちょい抑えような？」

　学院までずっとこのペースでボケ倒されたら、ツッコミ疲れでブッ倒れそうだ。

　煉子の元気は底なしなので、間違いなく京輔の方が先に果てる。

「そうかい、わかったよ……ごめんね、欲望のままに求めすぎちゃって。これからは、きちんと我が慢まんする。それでも我慢できなくなったら……自家発電で頑がん張ばるっ！」

「「「……………………」」」

「さ、早速放置かい……『自家発電って、どういう意味やねーん』！」

「「「……………………」」」

「うう。は、恥ずかしいよぅ……自家発電を見られるの、とっても恥ずかしい！」

「「「……………………」」」

　一人でボケてツッコむ煉子はさておき、京輔たちは先を急いだ。

　草木のしげる林道をしばらく進むと、ほどなくして、背の高いフェンスと有刺鉄線によって取り囲まれた一帯が見えてくる。あの敷地内が、辺獄の家だ。




《辺獄の家》へようこそ、ブタ野郎ども！

　　　　　　　　　　　～Welcome to Limbo, fuckin Pigs !!!　～




　訪問者を迎える看板が掲かかげられた入り口は、堅く閉ざされていた。

　巨大な南なん京きん錠じようと太い鎖くさりの束たばが、これでもかというほど巻きつけられている。

「案の定……だな。もう撤てつ収しゆうしちまってるっぽい」

　金かな網あみ越ごしに見える敷地は静まり返っており、物音一つしなかった。

　――尚なお、医務室で寝かされているモヒカンが、どうなったのかはわからない。

　樹海散策が始まる頃には、まだ生死の境さかいをさまよっていたみたいだし、荷物と一緒に搬はん送そうでもされたのだろう。さすがに、捨て置かれてはいないと思うが……。

　ともかく、辺獄の家には誰も残っていないようだった。

「フシュー。他の皆も見当たらないし、私たちが一番乗りみたいだね？」

「ああ。迷わず真っすぐ帰ってこれたんだ……他の班は今頃、樹海の中で迷いに迷いまくってるんじゃないかと思うぜ。鋭利さまさまだな、マジで」

「うんうん、鋭利ちゃんすごいっ！　頼りになります、カッコイイですぅ！」

「ヨッ、貧乳！　どころか無む乳にゆう！　ペチャパイ代表、日本一いいいいいいぃ！」

　京輔たちから矢や継つぎ早にはやし立てられ、鋭利が「……ん」と頰ほおをかく。

「……べ、別に？　アレくらいは普通でしょ。用心してない奴らの方が、バカなのよ。だから、ほめられたってちっとも嬉しくないし？　あと、煉子は死ねばいいッ！」

「うひゃあああ!?」

　気持ちを隠せずにやけた顔から一転、鋭利がミドルキックを放った。

「危ないなぁ、もうっ！　暴力反対！」とわめく煉子に苦笑した後、京輔は訊きく。

「……で、どうするよ。暗いと道もわかりづらいだろうから、このまま陽が落ちるまで歩き続けるか？　それとも、この辺りで一いつ旦たん休んどくか……」

　――現在、時刻は十八時半。日没まで三十分もない。

「あたしはどっちでもいいわ。月が出てれば、そこまで暗くならないだろうし。ここでゆっくり休憩しても、別にいい。……舞那は？　疲れてるなら、休むわよ」

「あ、いえ……もうまんたいです！　あとちょっとだけ、頑張ってみますっ！」

　拳を握って意気ごむ舞那だが、その前髪は汗でペッタリくっついていた。

　煉子が「フシュー」と笑い、舞那の肩に手を添える。

「無理は禁物だよ、舞那？　休めるときに休んでおかなくちゃ、不ふ測そくの事態に対応できないじゃないか。私たちの目的は、早くゴールに着くことじゃない……皆で無事に帰ることなんだ。力を抜いて、頑張ろう？」

　舞那がキョトンとした顔で、煉子の黒いガスマスクを見つめ返した。

　それから照てれ臭くさそうにうつむき、遠えん慮りよがちな声で呟く。

「あ……は、はい。そうですね……あの、そういうことなら、ちょっとだけ……ほんのちょっとだけ、休憩させてもらってもいいですか？　……すみません」

「うん、私は構わないよ。実はね、私もちょっぴり疲れていたんだ……」

　うなずくと、煉子は両手ですくいあげるようにして、豊かな胸を持ちあげた。

「やれやれ。おっぱいが大きいっていうのも、考えものだよね……ハンディキャップをつけて歩いているようなものさ。鋭利みたいに身軽でソリッドだったら、負担も少ないだろうけど……そういえば、舞那も結構あるよね、おっぱい。何カップだっけ？」

「ふぇ!?　あ、あの……わ、わたしは……そのぅ……」

　思わぬ形で話を振られた舞那が、煉子と鋭利を見比べオロオロとする。

　京輔たちの視線をさえぎるように、舞那が両手で胸元を隠した。

「わ、わたしは……確かに、鋭利ちゃんほどペッタンコじゃないですけど、あにょ……え、鋭利ちゃんほどスタイルもよくないでちゅし、そにょ……ちゃ……紗魔夜先輩には両方負けていますし、じぇんじぇん大したことはないっていうか――」

「わたくしがどうなさいましたの、五十嵐いがらしさん？」

「あ、いえ……なんでもありまちぇんっ！　おっぱいでもスタイルでも、完敗してるっていう話でちゅ！　わたしみたいにちんまい身体じゃ、どう頑張っても勝てっこないっていうお話、を…………ふぇ？　ふええええええええええええええええええええぇ!?　ちゃ、ちゃちゃちゃちゃ、ちゃまやちぇんぱいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃ!?　でっ出ましたああああああああああああぁ!?」

　なんの気配もなく、後方から突然現れた紗魔夜に、舞那がひっくり返る。

　腰を抜かしたまま、ズザザザザッと猛もうスピードで後ずさり。

　鋭利の背中に隠れ、おこりのように身体を震ふるわせた。

「「「…………ッ!?」」」

　京輔たちの間にも、緊張が走る。

　反面、紗魔夜はいつも通り、おっとりとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせ、




「うふふ。今こ宵よいは、月がお綺き麗れいですわねぇ？」




　白く、可か憐れんな笑顔を浮かべていた。

　薄うす墨ずみ色いろに沈み始めた空の下、制服姿にリュックを背せ負おい、たたずんでいる。

　月を仰あおいで髪を押さえる姿は、完成された絵画のように美しかった。

「…………紗魔夜、先輩」

　陶とう然ぜんと名を呼ぶ京輔に、紗魔夜が喜色を深める。

「こんばんは、神かみ谷や京輔さん。紅羽鋭利さん。氷ひ河かわ煉子さん。それから――五十嵐舞那さん。随ずい分ぶんお早い到着ですのね？　わたくし、びっくりしてしまいましたわ。まさか、こんなにもすぐ樹海を抜けられるだなんて。大変よくできました、ですの」

　紗魔夜は京輔たちを順番に見回し、胸の前で手を打ち鳴らしてみせた。

　悠ゆう然ぜんとしたその振る舞いは、普段となんら変わりない。

　だが、妙だ――。

　どうして紗魔夜は、こんなところを一人でほっつき歩いているのだろうか。

「……あんた以外の風紀委員や、教師は？　まだこの辺りにいるの？」

　乾いた声で尋ねる鋭利に、紗魔夜が「いいえ」と首を振る。

「わたくしたち風紀委員は、各班に事情を説明した後、自然解散……。皆さまと同じく明日の日没までに、学院へと帰校する流れになっていますわ。恐らく誰もおりません。先生がたは今頃とっくに着いて、ゆっくり休んでいらっしゃるかと思いますわよ」

「……じゃあ、なんであんたがここにいるのよ？」

　京輔が抱いたのと同じ疑問を、鋭利が紗魔夜に向けて放った。

　鋭い瞳を真っすぐ見返し、紗魔夜が目尻を下げる。

「わたくし、自然が大好きですの。特に、自然の夜が……しかも、今宵は見事な満月。月光浴でも楽しみながら、のんびり帰ろうかと思っておりましたのよ。そしたら偶然、貴方あなたがたを見つけましたの。うふふふふ。そう……偶然に」

　言って、紗魔夜が下唇に手を添えた。

　小首を傾かしげ、親しみあふれる笑顔で、京輔たちをかどわかすように――。

「けれどわたくし、これは偶然ではなく必然なのではないか……と思っておりますの。いかがでしょう、皆さま――袖そで振ふりあうも多た生しようの縁えん、と申しますわ。樹海を最も早く抜けたご褒ほう美びに、わたくしが煉れん獄ごくへの『近道』をお教えいたしますわよ？　うふふ。学院に戻ってしまったら、お互い接する機会もあまりないかと思いますし。是ぜ非ひともご一緒させていただきたいです。わたくし、皆さまのことがとっても気になりますの。もっともっと、深く……色んなことを知りあいたいですわ」




　――よろしくて？　と笑う。

　翠玉色エメラルドの瞳には、抗あらがいがたい魔性が備わっていた。





×　×　×






「皆さま、あの満月に向かって走るんですの。よぉ～い……どん、ですわっ！」

　枝葉の合間に見える月を指さし、紗魔夜が全力ダッシュする。

　遠ざかっていく背中を追いかける者は、一人もいなかった。

「こりゃまた、めんどくせぇことになっちまったな……」

「……なんであたしたちが、あの女と一緒に帰らなくっちゃいけないのよ」

「あわわ。も、もうまんたい……ですよね？　なんにも起こりませんよね？」

「シュコー……風紀委員長がいたら、京輔とみだらな行為に及およべないじゃないか」

　京輔たちは結局、紗魔夜に押し切られるような形で、提案を承しよう諾だく。

　紗魔夜の先導によって、山道を歩いている最中だった。

　煉子に襲われる心配こそなくなったものの、何を考えているのか判然としない紗魔夜に気を配っていなければならず、心労は倍。――しかも、

「もうっ！　皆さま、そんなところで何をしてますの!?　ちゃんとついてきてくださいまし。そんなことでは先が思いやられますわよ？　元気を出しましょう、元気を！」

　遥はるか前方から京輔たちを振り返った紗魔夜が、拳こぶしを突きあげ憤ふん慨がいしている。

　気分が高こう揚ようしているのだろうか、やたらとハイテンションだった。

「紗魔夜先輩……なんで、そんなに元気なんすか」

　早くも疲れた声で尋ねる京輔に、紗魔夜は潑はつ剌らつとした笑顔で答える。

「うふふ。決まっているではございませんか……貴方がたとの、思わぬ出会いがあったからですわ！　此こたびの林監学校は、わたくしたち上級生が新入生と交流できる貴重な機会……それがこうして訪れたんですもの。元気が出るのも当然ですわっ！」

「……そ、そうっすか」

　気持ちいいほど真っすぐな言葉に、気け圧おされる京輔。

　紗魔夜が、力強くうなずいた。

「ええ。中でも、貴方がたとは特に……色んなことをお話ししたいんですの。例えば、そうですわねぇ――」

　頰に人差し指を添え、夜空を仰ぐ。

　唇の隙間から、純白の歯と薄桃色の歯は茎ぐきをのぞかせて、




「貴方がた、どのような『殺し』をなさいましたの？」




　――問いかけてきた。

　月明かりを受けて輝く双そう眸ぼうが、ようやく追いついてきた京輔たち四人の顔を、順番に捉える。紗魔夜は胸に手を当て、瞼まぶたを閉じると、静かに打ち明けた。

「わたくしは、色々ですわ。殺す手段も、殺す相手も、殺す場所も、色々……けれど、動機は一つだけですの。どうしてだと思います？　かつてのわたくしが、どうして殺人を犯したのか……うふふ。とっても単純明快で、わかりやすい理由ですのよ？」

　それは――。




「愉しかったから、ですわ」




　屈くつ託たくのない笑顔。開かれた瞳には、澄んだ光がたたえられている。

　あまりにさらっと口に出されたがために、何を言われたのかわからなかった。

「…………え？　……は？　た、愉しかった……？」

　鋭利の口から、啞あ然ぜんとした声が漏れる。

　紗魔夜は首肯し、ゆったりと答えた。

「ええ。貴方がたも、ございますでしょう？　我を忘れて夢中になれる、好きなこと。読書、音楽、絵画、運動、料理、恋愛……わたくしの場合は、それが殺人だったというだけですの。殺すことが愉しいから殺す。これ以上ないほど、シンプルな動機ですわ。殺す手段、殺す相手、殺す場所……わたくしがそれらをコロコロ変えたのも、ひとえに色んな殺人行為を愉しむためですの。例えば――」

　紗魔夜は語る。彼女が今まで犯してきた、殺人のことを。

　包ほう丁ちようで、アイスピックで、手斧ちようなで、ゴルフクラブで、万能バサミで、金属バットで、リボンで、青せい酸さんカリで、煉れん瓦がで、ライフルで、電動ドリルで、ガソリンで、バスタブで、硫りゆう酸さんで、エレキギターで、チェーンソーで、スプーンで、アーチェリーで、日本刀で、ブッシュナイフで、素手で――殺あやめてきた、人々のことを。

　語って語って語って語って、語り聞かせる。

　身振り手振りもまじえ、憑つかれたように話し続けた。

「――例えば、読書。一冊の物語を読み終えたら、また違ったお話が読みたくなりますでしょう？　同じジャンルの違ったお話、違うジャンルの違ったお話……同じ本を延々読み続ける愛読家ビブリオマニアなんていませんの。それと同じで、一つの殺人を経験した後は、別の殺人を経験してみたくなる。刺し殺さつ、撲ぼく殺さつ、扼やく殺さつ、毒殺、銃殺、轢れき殺さつ、溺でき殺さつ、焼殺……。あるいは、同じ殺害方法を、別の相手に試してみたくなる。性別、年齢、身分、職業、国籍、人種、宗教……それらを色んなシチュエーションで、愉しみたくなりますのっ！　うふふ。かつて《殺人姫》と呼ばれたわたくしが、二十一人にも及およぶバラバラの方々をバラバラの凶器で、バラバラの手段で、バラバラの場所で、バラバラにした理由はそれだけですわ。むしろ、好きでもないのに殺しを行う方々の気持ちが、わたくしには理解できません……貴方がたは、どうです？　どうして、殺しをなさったんですの？」

　――尋ね、紗魔夜が京輔を見る。

　その瞳には、どこまでも純粋な好奇があった。

　書物について語らうときの愛読家と今の紗魔夜に、根本的な違いは何もない。




　ただ、読書ではなく殺人を愛する――生粋の《愛殺家キリングマニア》。




　三度の飯より人殺しが好きな少女は、同じ穴のむじなと語らうように、

「神谷さん……貴方は十二人、殺したんですわよね。――どうしてですの？　やっぱり愉しいからですの？　愉しくないのに、十二人も殺せませんものね。それも、たったの一回で。わたくしは十年近い月日をかけて二十一人殺しましたけれど、一度に殺した数は二人が最高ですわ。十二人も一度に殺した経験は、さすがにありません。わたくし、とっても気になりますのよ……その話、詳しく聞かせていただけませんこと？」

　瞳どう孔こうの開ききった双眸に至近距離からのぞきこまれて、京輔はあえぐ。

「ぁ…………く、詳しく……ですか？」

「ええ、詳しく。わたくし、貴方を知りたいんですの……」

「――触らないで」

　京輔の頰に向かって伸びる紗魔夜の手首が、横あいからつかまれた。

　瞳に怒ど気きをみなぎらせ、鋭利が紗魔夜をにらみつけている。

「京輔に、触らないで」

「………………………………」

　むき出しの敵意をぶつけられた紗魔夜は、驚き顔で鋭利を見つめた。

　見開かれた瞳が細まっていき、口角が吊つりあがっていく。

「……あらあら、うふふ。ごめんあそばせ？　そういえば貴女あなたも、神谷さんに興味を抱いてらっしゃるんでしたわね、紅羽さん。六人殺したという貴女にも、わたくし少なからず興味がありますの。――例えば、その強気な態度。わたくしが二十一人殺していると知りながら、まったく物もの怖おじしませんわよね。わたくし、生徒のかたからこんな風に接していただける、初めてですのよ？　うふふふふ」

　手首をつかまれたまま、紗魔夜がくすぐったそうに微笑ほほえんだ。

　鋭利の眉が、怪け訝げんそうに跳ねる。怯ひるみかけた己を鼓こ舞ぶするように、

「ハァ？　な、何よそれ……あんたの周りが、腑ふ抜ぬけばっかりだったんじゃない？」

「そうですわ。まったくもって、その通りですのっ！」

　棘とげを含んだ言葉に対し、紗魔夜は首しゆ肯こう。

　鋭利に向き直って、続ける。

「入学初日――担任である久瑠宮さまのお口から、ここが『殺人犯ばかりが集められる学院』と聞いて、わたくし心躍りましたのよ？　だって、ここにはわたくしと同じ趣しゆ味み嗜し好こうを持った、同じ年頃の方々が大勢いらっしゃるんですもの。外では禁きん忌きと見なされているがゆえに、他ひ人とさまと殺人について語らうことができなかったわたくしは、歓喜いたしましたわ。クラスメイトの皆さまの、個性あふれる自己紹介を聞きながら、今か今かと待ち望んでおりましたのよ。そしてとうとう、わたくしの番……わたくしはもう嬉き々きとして、思いの丈たけをブチまけましたわ！　わたくしがいかに殺人を愛しているか、殺人がいかに素晴らしいものか、わたくしが今までどんな相手を、どんな状況で、どんな凶器で、どんな手段で殺してきたのか。そのとき感じた気分はどうか、相手の末まつ期ごはどうだったのか……今までずっと押しこめてきたそれら全てを、わたくしは感情のおもむくままに語り尽くしたんですのっ！　――すると、どうです？」

　晴れやかだった笑顔がくもり、声のトーンが落ちた。

　当時の気持ちを思い返すように、悄しよう然ぜんとして、

「……クラスメイト全員、ドン引きですわ。畏い怖ふと驚きよう愕がくと嫌悪……わたくしが期待していたような憧どう憬けいや好奇や共感は、ほとんどありませんでしたの。戸惑い、消沈しながらもわたくしは、一人の女子生徒に声をおかけしました。わたくしの前に自己紹介をしていた彼女は『殺人こそ至上の快楽』とおっしゃり、自分が犯した殺人について誇ほこらしげに語っておりましたのよ。この御方とならば思う存分、殺人の愉しさを分かちあうことができると感じたわたくしは早速、彼女を誘って連れ出しましたの。けれど――」

　紗魔夜の声がさらに沈む。

　その表情は、悲ひ嘆たんと失望に彩られていた。

「わたくしと二人きりになった途端、彼女は突然態度を豹ひよう変へんさせて、涙ながらに謝罪をしてきたのですわ。殺人犯ばかりが集まるこの学院で、少しでも自分を『特別』に見せようとして、虚きよ勢せいを張っただけなのだ……と。そのときの衝撃ときたら、ありません。気がついたらわたくし、その場で彼女をブチ殺そうとしていましたものっ！　その前に久瑠宮さまの手で、わたくしがブチ殺されかけたんですけれどね？　うふふ」

「「「……………………」」」

　乾いた声で笑う紗魔夜を前に、京輔たちは黙りこむ。

　もし当時の紗魔夜が同じクラスにいたらと思うと、ゾッとした。

　本人曰いわく『今はすっかり更生した』とのことだが――。

「以来、わたくしの中であれだけ燃えたぎっていた殺人への熱は、急速に冷めていったのですわ。その後も何人か、わたくしに近づいてくる者はおりましたけれど、少し戯たわむれただけですぐ脆ぜい弱じやくな素顔をさらけ出し、わたくしを大いに落胆させてくれたんですの。毎度いただくキツ～い調教も、わたくしを一層萎なえさせましたわ。そうして、いつしか殺人への熱は、綺麗さっぱり失われていたのです……」




　――失われたと思っていたんですの、と呟く。




　紗魔夜は後ろ手に組むと、京輔たちの周りをゆっくり回り始めた。

　京輔、鋭利、舞那、煉子、一人一人の顔を順番に眺めて、

「けれど、どうやらわたくし……一つ、思い違いをしていたみたいですわ。わたくしが失なくしていたのは、殺人への意欲ではなく――相手。読んでみたい、中身を知りたいと思えるような本に出会えない、愛読家のように……殺してやりたい、末期を見てみたいと感じられるような相手に出会う機会を、失くしてしまっただけなんですの」

「「「…………ッ!?」」」

　紗魔夜の言葉を聞いた京輔たちの間に、今度こそ鋭い緊張が走った。

　ただ一人、煉子だけが「フシュー」と笑い、吞のん気きに問いかける。

「つまり、アレかい？　君はこれから、私たちを殺すつもりなのかなぁ？」

　――紗魔夜の歩みが、ピタリと止まった。

　生温かい風が吹き、潮しお騒さいにも似たざわめきが生まれる。

「嫌ですわぁ、氷河さん。殺すつもりだなんて。まさか、そんな……」

　煉子の背後に立った紗魔夜は、可お笑かしそうに笑い、




「つもりではなく、殺すのですわ。煉獄への近道ですの」




　――ささやいた、刹せつ那な。

　紗魔夜が、煉子に向かって右腕を振りあげる。

　その手中には、刃渡り三十センチ以上ある鉈なたが一本、握られていた。

　黒鈍色の刃やいばが月明かりを浴び、濡ぬれたように光る。

「やべぇ、煉子ッ！　避よけ――」

　――ガツンッ。

　京輔の逼ひつ迫ぱくした叫びを聞いて「……うん？」と振り向きかけた煉子の頭に、鉈が叩き下ろされた。薪まきでも割ろうとするかのように、躊ちゆう躇ちよのない行動だ。

　分厚い刃に体重を乗せて繰り出された一撃は、いともたやすく頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さい。

　硬いもの同士がぶつかる鈍い打撃音と共に、横殴りに吹っ飛ばされた煉子の右側頭部から、真っ赤な液体が散る。

　そのまま地面に倒れ伏した煉子は、無反応。




　まるで死んでしまったかのように――ピクリとも、動かなくなった。





×　×　×






「……あら？　もう逝いってしまわれましたの、氷河さん？」

　邪魔なリュックを放り捨て、紗魔夜が拍子抜けしたように言う。

　白銀色の髪を鮮血色のメッシュに染めた煉子は、うめき声一つあげない。

　沈黙するガスマスクをいぶかしげに見下ろして、紗魔夜が再び鉈を構えた。

　片手ではなく両手でつかんだ得え物ものを、めいいっぱい振りかぶり、

「わたくし、まだ貴女の断末魔を聞いてなくってよ？　起きてくださいましっ！」

　――ガツンッ！

　もう一度、渾身の力で頭部に叩きつける。

　血ち飛沫しぶきが跳ね、煉子の髪に新たなメッシュが生まれた。

　しかし、煉子は微動だにしない。

　煉子の肩に足をかけ、頭に刺さった刃を引っこ抜きながら、紗魔夜が「……おや？」と眉をひそめる。髪で隠れた傷口の辺りを、まじまじと見つめ、

「まさか、本当に死んでしまわれたんですの？　打ちどころが悪かったんですかしら。それになんだか、妙な手応えですわ……人の骨って、こんなに硬いものでしたかしら。ご無ぶ沙さ汰たすぎてイマイチわからないんですの。ブランクですの。由ゆ々ゆしき事態ですの。感覚を取り戻すためにも、色んな場所を斬きりつけてから、バラバラに解体――」

「あ…………ぁ…………あぁ、あ…………」

「…………はい？」

　ふと漏もれ出した声に、鉈を持ちあげかけた紗魔夜が、のっそり首を動かした。

　細められていた目が見開かれ、また細められる。

「ああ、そうですの。わたくしとしたことが、興奮のあまり忘れていましたわ。今夜はまだ獲え物ものがいるんでしたわね？　一度にたくさん殺るのは、初めてですの……ワクワクしますわ。ドキドキしますわ。うふふ。貴女はどんな最さい期ごを見せて、どんな悲鳴を聞かせてくれるんですの――五十嵐さん？」

「…………ひあっ!?」

　紗魔夜に笑いかけられた舞那が、ペタンッと尻もちをついた。

　恐怖で顔を引きつらせ、ガタガタ震える舞那に向かって、紗魔夜がゆっくり近づいていく。だらりと下げた鉈の先から、新鮮な血が滴したたり落おちた。

「あ……ああ……れ、れれれれ、煉子ちゃんが……煉子ちゃんがあああぁ……」

　血塗れの鉈と倒れた煉子の間で視線を泳がせ、舞那がボロボロと泣く。

　紗魔夜が、鬱陶しそうに顔を歪ゆがめた。

「貴女……この期ごに及およんでまだ、そんな演技を続けるおつもりですの？　往おう生じよう際ぎわが悪いですわよ。あざといんですの。本性を顕あらわしてしまいなさいな」

「……ふ、ふぇ？　演技……本性……あ、あざとい？」

「ええ、あざといんですの。思し慮りよが浅あさくて、小こ賢ざかしいですわ……。野や外がい炊すい飯はんのときも、わたくしを何度も殺そうとしてくれましたでしょう？　さも偶然かのように装って！　挙あげ句く、料理にあんな小細工まで……やることなすこと、全てがあざといんですの」

　頰のガーゼを押さえる紗魔夜に、舞那がかぶりを振る。

「ふえぇ!?　ち、ちちちち、違いまちゅよっ！　わ、わたしは普通に料理をちただけで、ちゃまやちぇんぱいを、こりょ……殺そうだにゃんて、これっぽっちも――」

「貴女がそう見せかけたのでしょう？　『ふえぇ!?』じゃありませんわ、あざとい……。まぁ、よろしいですの。死の間際には、誰もが『素顔』をさらけ出すもの。高こう尚しようで高こう潔けつな紳しん士しが、気品をかなぐり捨てて無ぶ様ざまな命いのち乞ごいを始めたり、温おん厚こうで柔にゆう和わな淑しゆく女じよが、鬼の形ぎよう相そうで罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き散らしたり、軽率で滑こつ稽けいな男が、落ち着き払った態度で死を受け入れたり……わたくし、思うのですわ。末期のほんのわずかな瞬間にこそ、その方々の『本質』が顕れるのでは、と。死への恐怖と苦痛で、心を裸にひんむいた後、じっくり鑑賞することができる……というのもまた、人殺しの醍だい醐ご味みなんですの」

　――だから。

「人殺しを繰り返し、何人もの最期を見届けてきたわたくしは、あるときふと思ったのですわ。一人っ子であるわたくしのことを、父と母は大事に育て、愛してくださいました……その愛は果たして本物なのだろうか、と。どんな目に遭おうが遭わされようが、わたくしのことを最後まで愛し続けてくれるのだろうか……と」

　だから、紗魔夜は――。

「ああ、殺してみたい……殺して、見たい。そう思うといても立ってもいられず、わたくしは早速、二人を殺すことにいたしましたの。結果は――結果は、最高でしたわっ！　返り血を浴び、ナイフを握って問うわたくしに、父はそれでも『愛している』と答えてくださいました。わたくしは、心を開いてくださったお礼に、父を開いて差しあげましたのっ！　血にまみれたわたくしを母は抱きしめ、慟どう哭こくしました。何度も何度も、わたくしの名前を呼ぶ母からは、わたくしに対する深い愛が伝わってきましたわ。だから、わたくしも負けじと指に愛をこめ、母を絞めたんですのっ！　嬉しかったですわ……。両親の愛は本物だったと実感しながら、幸福感に浸りました。あのとき覚えた感情は、とても言葉にできるものでは、ございませんの……」

「「「――――――――」」」

　恍こう惚こつとした表情で、凄せい惨さんな過去を語る紗魔夜に、京輔たちは言葉を失う。

　――この女は、ホンモノだ。本物のサイコパスだ。

　知りたいと思った相手を、知りたいと想うがゆえに、殺さずにはいられない。

　紗魔夜が抱く興味や愛情は全て、殺人行為へ結びついていた。

　だから、紗魔夜は両親を殺し、次は京輔たちを……。

「うふふ。では今一度、確かめさせていただきますわよ、五十嵐さん？　本当の貴女を……貴女自身の死をもって！　殺されかけたお礼に、ブチ殺して差しあげますわ」

　舞那の青ざめた顔に向かって、紗魔夜が血まみれの凶器を振りかぶる。

　翠玉色の瞳に殺意が宿り、柄えを持つ手に力がこめられた。

　舞那が硬く目をつむり、「ひっ……ひいいいいいいぃ!?」と頭を抱えこむ。

　煉子の次は舞那の返り血で、鉈の刃が濡らされようとしたとき、

「…………何、してんのよ」

　――低い声。紗魔夜が「……はい？」と振り返るより疾はやく、

「何してんのよ、あんたはあああああああああァ!?」

　激げつ昂こうと同時、放たれた神速の蹴りが、紗魔夜の横よこっ面つらへと叩きこまれた。

「がっ、ですの!?」

　紗魔夜がたまらず鉈を取り落とし、よろける。

　体勢が崩れたところへ間髪入れず、肩口からの体当たり。

「…………ッ!?」為す術もなく地面に押し倒される紗魔夜の上に、強襲者――鋭利が、馬乗りになった。のしかかるように上半身を覆おおい被かぶせて、うめく。

「殺ってくれたわね、よくも……よくも、煉子を……ッ！」

　声を震わす鋭利の手には、小刀があった。

　横倒しにした刃を喉のど笛ぶえに押し当て、動きを封じる。

　紗魔夜は惚ほうけるような表情で、鋭利の瞳を見つめ返した。

「あ、貴女……凶器を隠して――」

「なんでよ」

「…………はい？」

「なんで、煉子を殺したりなんかしたのよ!?　あんたは風紀委員長でしょ!?　ちゃんと更生したんじゃないの!?　あんた、自分で言ってたじゃない……あたしたちに、手は出さないって。調教する権限は与えられてても、絶対にしないって――」

「ええ。調教なんて、いたしませんことよ？」

　鋭利の糾弾をさえぎり、紗魔夜があっけらかんと言う。

「殺したいと思えない相手に、暴力を振るいたいとは思えませんもの。それにわたくし、暴力が好きなわけではなくってよ？　人殺しが好きなんですの。調教なんて中ちゆう途と半はん端ぱな――相手を死に至らしめない暴力、わたくしにはとても振るえませんわっ！　もし貴方がたを調教しようとすれば、わたくし……きっと我慢できずに、そのまま殺してしまいますもの。風紀委員長であるわたくしが堂々、生徒を殺るのは問題でしょう？」

　いけしゃあしゃあとうそぶく紗魔夜に、鋭利が唇をかんだ。

「何よ、それ……何が、更生よ……ちっとも更生されてないじゃない！」

「更生……更生、ですか。そうですわねぇ……うふふ」

　鋭利の言葉をかみしめるように目を閉じ、紗魔夜が微わ笑らう。

「精神的・社会的に好ましくない状態から、正常な状態に立ち直ること――そのような更生はわたくし、確かにしておりませんわ。けれど、紅羽さん……更生には『使えないものに手を加え、使えるようにする』という意味もございましてよ？」

「「なっ…………」」

　どこか含みを持たせる紗魔夜の物言いに、鋭利が目をむいた。

　――使えないものに手を加え、使えるようにする。

　それはこの学院の『正体』を知る者にとって、聞き逃せない一言だった。鋭利の――そして、京輔の反応を確かめた紗魔夜が、笑みを消し去る。

「あら……存じておりましたのね？　この学院で、見つからずに凶器を隠せていたことといい、見事な身体さばきといい、このわたくしを、たやすく封殺してくれましたことといい……素人ではない気がしていましたの。紅羽さん、貴女――すでに《殺し屋》なのではありませんこと？　いかがですかしら」

「……………………」

　紗魔夜の問いに、鋭利は答えなかった。押し殺すように訊く。

「学院のこと……なんで、あんたが知ってるの？」

　京輔たちが知る、プルガトリウム更生学院の正体は――そのままでは使えない殺人犯に手を加え、殺し屋として使えるように『更生』する教育機関。

　言動からして、紗魔夜が学院の正体を知っているのは、明らかだった。

　案の定、紗魔夜は「なぜ、ですか……」と鋭利の問いを反すうし、

「わたくしとしては、貴方がたがその事実を知っていることに、驚きを隠せないのですけれど……まぁ、よろしいですわ。せっかくですし、教えて差しあげますの。皆さま、どうして一年生だけ隔かく離りされているのか……おわかりになりまして？」

　――尋ねる。翠玉色の瞳は、舞那を見ていた。

　ただ一人、学院の正体を知らされておらず、頭の上に『？』を浮かべていた舞那は、「ふえぇ!?」と飛びあがり、しどろもどろに答える。

「そ、それは、たぶん……あにょ……一年生の皆ちゃんは入学ちたてで、まだほとんど更生されていなくて……お、おちょろちぃから……」

「いいえ。貴方がた一年生より二年生、二年生よりわたくしたち三年生の方が、遥はるかに危険で恐ろしいんですのよ？　うふふ。理由は簡単――」

　舞那の答えを笑顔で否定し、紗魔夜が京輔を見た。

　煉子が殺られた衝撃から覚めず、立ち尽くしている京輔に向かって、




「一年生と二・三年生では、カリキュラムが異なるからですわ。一年生のうちは、貴方がたの歪んだ性根を、先生がたが叩き直して、矯きよう正せいする――と同時に、基礎体力を養う教育課程。朝夕二回の刑務作業や、手加減無用で振るわれる教きよう鞭べん、此こたびの林監学校のような『強化合宿』――それらによって、身体と心を鍛きたえ抜かれた後、二年生からは、実際に殺し屋を育成する教育課程が開始されるのですわ！　二年かけてみっちり『殺しの技術』を叩きこまれたわたくしたちが卒業するのは、表社会ではなく裏社会。プロの殺し屋として、立派に羽ばたいていくんですのよっ！」




「「…………ッ!?」」

　紗魔夜の口から、驚愕の事実が語られる。

「……ふぇ？　こ、殺し屋？　裏、社会……？　な、なんですか、それ……」

「「――――――――」」

　学院の正体を初めて知った舞那はもちろん、京輔もショックを隠せない。

　まさか、在学中に殺しの授業が行われるとは……。想像だにしていなかった。

　久瑠宮が京輔に課した、表社会への卒業条件は『誰も殺さず、誰にも殺されずに三年間を耐え切る』というものである。しかし、これでは――。

「……ふぅん？　二年生から殺しの技術を、ね……じゃあ、もしかして人を殺させられたりもするわけ？　その……学んだ技術を、試してみる授業とか」

　鋭利が投げかけた問いは、京輔が抱いた懸け念ねんにも関係のあるものだった。

　万が一、そんな授業があったとしたら『誰も殺さず』卒業するなど不可能だ。

　京輔に課された卒業条件が、到とう底てい満みたせるものではなくなってしまう。

「実際に人殺しを、ですか……今のところまだ、そういう授業は行われていませんわ。基本的には訓練ですの。アマチュアであるわたくしたちが、プロフェッショナルとして上手に殺しを行うための訓練――殺人でしたら、入学前に体験していますしね？　貴方がた一年生と同じ、一般教養の授業もちゃんとございましてよ」

「「「……………………」」」

　紗魔夜の答えを聞き、胸をなで下ろす京輔。

　人を殺すことができない鋭利や、人を殺したくない舞那もひとまず安心したようで、緊張の糸をほんの少しだけゆるめていた。

　瞬間、紗魔夜が気配を変じる。

　馬乗りになった鋭利を、昏くらく据すわった瞳で見つめ、

「では、わたくしからも質問ですの。今お話ししました通り――この学院は、殺害経験のある殺人犯を、一人前の殺し屋として育てる場所ですわ。けれど、不可解ですわね、紅羽さん……どうして、貴女がこんなところにいらっしゃるんですの？」

「…………ん」

　痛いところを突かれて口ごもる鋭利に、紗魔夜はさらに疑問を連ねた。

「すでに殺し屋である貴女が、一体どうして殺し屋の専門学院に？　貴女は、とっくに学び終えているはずですわ。それなのに……なぜ？　先生がたが気づいていらっしゃらないはず、ありませんですし――」

「黙だまって」

　鋭利が喉に当てた小刀を押しこみ、脅おどす。

「……自分の立場、わかってる？　あんたは、大人しくあたしの質問に答えてればいいのよ。許可なくしゃべったら、殺す。この刃を引いて、頸けい動どう脈みやくをかっ切るわ」

「――――――――」

　殺気だつ鋭利の瞳を見、紗魔夜が唇を閉ざした。

　くっつきそうなほど近くにある、赤錆色の瞳を「じいぃ～……」と凝視し、

「…………ああ、なるほど。そういうことですの」

　――獰どう猛もうに、微笑う。

　持ちあがった口角の隙間で、真っ白い歯が濡れ光る。

「だから、凶器を隠せていたんですのね。見つからなかったのではなく、見過ごされていた……と。うふふ。なるほどなるほど、納得いたしましたわ。うふふふふ」

「…………ッ!?」

　何かに勘かんづいたらしい紗魔夜に、鋭利の表情が強張った。

　唇をかみ、喉元に当てた刃をさらに押しこむ。

　白い肌から血がにじみ、気道が圧迫されるが、紗魔夜は止まらない。

「そうですわよね……あの先生がたが、暗器に気づいていらっしゃらないなんてこと、それこそあり得ませんわよねぇ？　気づいた上で、持たせておいてもなんら脅きよう威いはないと確信していらしたのでしょう。『この学院で、ご本人の口からのみ語られることを、簡単に信用しない方がいい』……ええ、まさしくその通りですわ」

「……黙って」

「貴女は、六人殺していらっしゃる。貴女の自己紹介を聞いた一年Ａ組の方々に、わたくしはそう聞かされましたの。けれど、紅羽さん……貴女は――」

「黙れって言ってんのよッ！」

　叫び、鋭利が一気に刃を押しこもうとする。

　――しかし、できない。

　小刀を握る鋭利の手は小刻みに震え、瞳は揺れていた。

　紗魔夜の笑顔がいよいよ深まり、狂気を帯びる。

「……貴女は、人を殺すことができない。もしかしたら、過去には殺せていたのかもしれませんけれど、今は不可能ですの。殺せるわたくしには、わかります。貴女の瞳は、人殺しの目をしていない。だから、貴女はわたくしに――殺されるのですわっ！」

　次の瞬間、紗魔夜が動いた。

　押し当てられた小刀に構わず左腕を撥はねあげ、鋭利の横っ面に殴りかかる。

「……くっ!?」

　顔を引いて咄とつ嗟さにかわした鋭利を追いかけるように、右腕。

　喉を目がけて突き出される刺し突とつを、鋭利が首を傾け回避した。

「さぁ、殺らせていただきますわよっ！」

　そこへすぐさま、左の刺突。たまらず紗魔夜の上から飛びのく鋭利を、起きた紗魔夜が猛然と追う。地面に転がる己の凶器――鉈を右手で拾いあげ、

「殺しの手本を、ご覧に入れて差しあげますのおおおおおおおおおおおおォ！」

　逆ぎやく袈げ裟さに振るった。低く地面をはう姿勢から、繰り出された一撃を、

「……チッ!?」

　――間一髪、避ける。鋭利の顔には、隠しきれない動揺があった。

　穏やかだった態度が豹変、猛然と襲いかかってくる紗魔夜の迫力に吞のまれ、圧倒されている。後退に後退を重ねる鋭利に、紗魔夜は猛追。

　狂ったように鉈を振り回し、斬って斬って斬って斬って、斬りつけまくった。

「さぁさぁさぁさぁ、殺られてしまいなさいな!?　速く、速く、速く、速く！　殺られて、見せていただきたいですの！　強気な貴女が泣き叫ぶところをっ！」

「クッ……こ、の……ッ！」

　縦横無尽に、だが決して大振りにはなりすぎず、正確に急所を狙ねらってくる鉈の刃を、鋭利は紙一重でかわし続ける。身体を傾け、首をひねり、上体を反らしては、手にした小刀で鉈の軌道を逸そらして、飛びずさり――。

「きゃっ!?」

　かけたところで石につまずき、体勢を崩してしまった。

「あぐぅ!?」

　たまらず、鋭利が地面に倒れる。鉈の刃に気を取られすぎて、足元の方がおろそかになっていたのだろう。普段の冷静さからは、考えられない失しつ態たいだ。

「――チッ!?」

　取り落とした得物を拾おうとする鋭利だが、紗魔夜の方が疾はやかった。

　地面に転がる小刀を蹴り飛ばし、丸腰になった鋭利を悠然と見下ろす。

「……………………ぁ」

「うふふ。ごめんあそばせ、紅羽さん？　わたくしたち風紀委員は、単純に素行のよさだけでなく、成績優秀な生徒で構成されていますのよ？　――もちろん、殺し屋の成績が。選えりすぐりの強者ひしめく風紀委員の長であり、一年以上みっちり研けん鑽さんを積んできましたわたくし相手では、力及およびませんでしたわねぇ」

　満足そうに微笑むと、紗魔夜は追いつめられた鋭利を観察し、

「それにしても、貴女……こうして見ると、大変可か愛わいらしいですのっ！　せっかくですから、ゆっくりじっくり、殺して差しあげたいですわ。そのとき貴女は、どんな顔を見せてくれるんですの？　どんな声を聞かせてくれるんですの？　どんな心をのぞかせてくれるんですの？　ああ……わたくし、とっても楽しみですのっ！　まずは、どこから壊してあげましょうかしら。指、腕、脚、脛すね、腿もも、尻、腹、肩、顎あご、口、頰、耳、鼻、目……心は、最期に取っておくんですのよ？　うふふふふ。ああ、本当に綺麗な身体をしてますの。壊す前にたっぷり嬲なぶってあげたいですわ！　ハァハァ」

「…………ひっ」

　狂気じみた紗魔夜の瞳に肢体を舐なめられ、鋭利が短く悲鳴を漏らした。

　気丈だった表情はすっかり怯えきり、目尻には涙が浮かんでいる。

　瞳を充血させて迫る紗魔夜の息遣いが、荒々しさを増した。

「なっ、なななな、なんですのぉ、貴女!?　可愛い……可愛すぎますわ！　ハァハァ。これはもう、アレですわ……殺らざるを得ませんわ、ええ。ヤらざるを得ませんのっ！　叫び声より先に、別の声をあげさせて……ハァハァ。絶叫ではなく、絶ちょ――ハッ!?ダメですわ！　らめえええぇ、ですの！　わたくしには久瑠宮さまという、心に決めた御方が……でも、やっぱり可愛い……可愛がってあげたいですのおおおおおおぉ！」

「いっ……いやああああああああああああぁ!?」




「待ちやがれ、コラァああああああぁ！」




　鉈を持ったまま覆い被さる紗魔夜に、京輔が突っこむ。

　煉子を殺られた動揺と、紗魔夜に対する恐怖を消し飛ばすように、咆ほう哮こう。

　組んずほぐれつしている二人に向かって、特攻をしかけた。

　紗魔夜が「……あぁん？」と京輔を見る。直後、

「邪魔するんじゃねぇ、ですのっ！」

　紗魔夜が激昂。鬼のような速度で、鉈を薙ないだ。

　真っ赤に濡れた分厚い刀身を、京輔は――。

「おらああああああアアアァ！」

　咄嗟に振るった左手の甲で、下から弾きあげる。

「なっ……!?」

　尋常ならざる度胸と反射神経に、驚愕する紗魔夜。その体勢が崩れたところへ、京輔は引きしぼっていた右の拳を放ち、叩きこもうとする。――しかし、

「ナメるなあああああああああァ、ですのっ！」

　弾かれた勢いを利用して、紗魔夜が器用に身体を反転。

　背中側から逆方向に、再び鉈を薙いできた。

「おわぁ!?」

　慌てて屈かがんだ、京輔の頭上――数瞬前まで首があったところを、刃が過ぎる。

　間一髪の速度に冷やりとする京輔だったが、その眼はすでに先を見ていた。

　鉈の刃先をやり過ごした刹那、クラウチングスタートのように地面を蹴りつけて、

「「…………ッ!?」」

　間あいに入りこむべくタックルをかけるも、ひらりと避けられてしまう。

　だがこの攻防で、京輔のポテンシャルに脅きよう威いを感じたのだろう――紗魔夜が一旦距離を取り、三メートルほど後退。互いの位置が入れ替わる形で、対たい峙じした。

　紗魔夜が鉈を持ち直し、警戒心に満ちた瞳を京輔へと注ぐ。

　予期せぬ反撃に遭い、乱れた呼吸を整えながら、

「貴方……一体、何者ですの？　動きはてんで素人ですのに、手て強ごわいですわ。身体能力はもちろん、その機転。随ずい分ぶんと慣れてらっしゃるみたいですわね？　ここまで手こずらされるのは、久かたぶりですの。わたくし、自信を喪そう失しつさせられましてよ……」

　――けれど、と紗魔夜が髪をかきあげた。

　鋭利をかばうようにして立つ京輔を眺め、満足そうにうなずく。

「神谷さん……貴方、やっぱり興味深いですわ。しかも、自分が殺されようというときに、逃げるどころか淑女レデイを助けに入るだなんて……素敵な騎士ナイトさまですのねぇ。果たしていつまで、そのお顔が持ちますかしら？　凜り々りしいマスクをはぎ取って、わたくしが本質を――貴方の素顔を、むき出しにしてあげますわっ！」

　鉈の刃についた血を舐め、微笑む紗魔夜。

　京輔はなんとか説得しようと言葉を探すが、出てこない。どんな風に話しかければ、この《愛殺家キリングマニア》が止まってくれるのか、見当もつかなかった。

「しゃ、紗魔夜先輩……」

　やはり、力ずくしかないのだろうか。かつて二十一もの殺しを行い、今は殺しの技術を磨き続ける、学院屈指の《殺人姫》を相手に――。京輔が殺されることはもちろん、紗魔夜を殺すこともせず、しのぐことなどできるのだろうか。

　不安と恐怖に駆られる京輔の眼前、紗魔夜がゆっくり重心を落とした。

「それでは再び、参りますわよ、神谷さん。二十一度の殺人によって培つちかわれた経験と、先生がたのご指導によって養われた技術の結晶……ご覧に入れて差しあげますのっ！　その腕、その脚、その首、その心――綺麗に落としてあげますわ。うふふ」

　意気ごみ、紗魔夜が鎌首のように鉈をもたげる。

　鮮血色の分厚い刃と翠玉色の双眸が、月明かりに濡れて輝き、




「やめてください、紗魔夜先輩っ！」




　――瞬間、悲痛な叫びがとどろいた。





×　×　×






「やめて、ください……やめてください、紗魔夜先輩……」

　繰り返される懇こん願がんに、紗魔夜の顔から笑顔が消える。

　鉈を構えたまま動かぬ紗魔夜に向かって、声は必死に呼びかけた。

「お願いですから、やめて……もうこれ以上、皆を傷つけないでくださいっ！」

　へたれこんでいた腰をあげ、強い口調でもう一度。

　紗魔夜は背後を振り向くこともせず、ただ吐息する。

「……今さら何を言っているんですの、貴女？　そんな風に嘆たん願がんされたところで、わたくしが『はい、わかりましたわ』だなんて応じるとお思い？　脳天気にもほどがありますわ。わたくしを説得しようと思っているなら、逆効果ですの。いいから、黙って震えていなさいな。貴女には、それが最もお似あいでしてよ――五十嵐さん」












　揶や揄ゆを含んだ紗魔夜の言葉に、舞那が「……っ！」と口をつぐんだ。

　うつむき、拳を握りしめる。消え入りそうな声で尋ねた。

「…………わたしのせい、なんですよね？」

「――はい？」

　京輔へと意識を戻していた紗魔夜が、億おつ劫くうそうに振り返る。

　キッと面をあげた舞那が、翠玉色の瞳を見つめた。

「わたしのせいなんですよね、紗魔夜先輩!?　わたしが、紗魔夜先輩に色々ひどいことをしたから……だからっ！　我慢できずに、こんなこと――」

「ええ。そうかもしれませんわね」

「…………っ!?」

　紗魔夜にさらっと肯定されて、舞那の表情が固まる。

　振りあげていた鉈を下ろし、紗魔夜が頰のガーゼをなでた。

　その横顔は、憎々しげに歪んでいる。

「原因はどうあれ、大衆の面前であんな恥辱を味わわされたんですもの……憤いきどおりを覚えるのも当然ですわ。もちろん、それだけが理由ではありませんけれど。わたくしをナメ腐っている氷河さんの態度や、反抗的な紅羽さんの言動、卑ひ猥わいで下劣で低俗で野や蛮ばんな、生理的に受けつけない神谷さんの存在……」

　言いすぎだろう。この先輩、わざとやっているんじゃなかろうか。

「わたくしがそれらに腹だたしさを覚え、また、興味を抱いていたのも確かですから。貴女がやらかさなくても、殺したいとは感じておりましたわよ。ただ、もしあの出来事がなかったら……少なくとも、今こんなことにはなっていなかったと思いますわ」

　血濡れた凶器を見せつけるように掲げ、嘲笑する紗魔夜。

　頭を叩き斬られた煉子は未いまだ動かず、地面に倒れ伏していた。

「火薬を積みあげたのは、貴方がたですわ……けれど、火を放ったのは貴女でしてよ、五十嵐さん。貴女がドジに見せかけ、偶然を装よそおい、わたくしのことを殺そうとさえしなければ、お友達が傷つき、殺されるなんてことにはならなかったんですの。ええ、そうですわ……もしも、貴女がいなければ」

「――――――――」

　はっきりと断言された瞬間、舞那の震えがピタリと止まる。

　亜麻色の瞳を見開いた舞那は絶句し、固まっていた。

　反応がない舞那に冷笑を送り、紗魔夜が京輔たちへと向き直ったとき。




「…………ごめんなさい」




　か細い声で、舞那が謝罪する。

　瞼を伏せ、肩を落とした舞那は、唇をかみしめていた。

　紗魔夜がイラだたしげに、髪をかきあげる。

「はぁ？　謝るだけで許されるなら――」




「ごめんなさいっ！」




　声を張りあげ、もう一度。

　その瞳は紗魔夜ではなく、京輔たちを見ていた。

　声を震わせ、瞳を震わせ、拳を震わせ――舞那は、叫ぶ。

「わたし、皆の脚を引っ張ってばかりで、なんの役にも立っていなくて、迷惑ばっかりかけてて……本当にごめんなさいっ！　謝っても仕方がないのは、よくわかってます。許してもらおうだなんて、これっぽっちも思ってません……だけどっ！　せめて自分が起こした不祥事くらい、自分で始末をつけさせてください！　わたしだって……わたしだって、殺ろうと思えば殺れるんですからああああああぁ！」

　――瞬間、舞那は駆け出していた。

「うわあああああああああああああああああああああぁ！」と喊かん声せいをあげ、

「なっ……!?」

　驚く紗魔夜に向かって、一直線に突進していく。

　自や棄けを起こしたかのように、がむしゃらな突撃だった。

「「舞那ッ!?」」

　京輔と鋭利の悲鳴が重なる。紗魔夜が舞那に身体を向けた。

「なんなんですの？　バカですの？　貴女……そんなに、殺されたいんですの？」

　髪を払ってから鉈を握り直し、構える。

　問いかける声には、隠しきれない呆れがあった。

　――無理もない。瞼をぎゅうううっと閉じた舞那は、隙だらけ。

　紗魔夜はのんびり鉈を振りあげ、舞那の頭を叩き斬ろうと待ち構えている。

「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　だが――否、やはりと言うべきか、舞那は途中で派手に転んだ。

　紗魔夜を倒すどころか、たどり着くことすらできずに自滅し、地面にはいつくばった舞那の元へ、紗魔夜が「……はぁ？」と鉈を下ろして、近づいていく。

「あー……もう、わかりましたわ。貴女はアホの娘こでしたのね？　その残念なオツム、わたくしが斬り開いて差しあげますの。やれやれ……きちんと中身が入っているのか、疑わしいですわ。では、確認させていただきま――」

「うわあああああああああああああああああああああああああああぁ！」

「ぐふっ、ですの!?」

　紗魔夜が接近していることに気づいていなかったのか、起きあがるなり駆け出そうとした舞那の頭が、頭突きのような形で紗魔夜の腹部にクリーンヒットした。

「ぁ――ふえぇ!?」

　思わぬ障害物に驚いた舞那が、紗魔夜の身体を抱きしめる。

　反射的にしたその行動が、紗魔夜の両腕を封じ、

「ぎゃあっ、ですの!?」

　――受け身を封じる。背中から地面に押し倒された紗魔夜が、たまたま転がっていた大きな石に、たまたま後頭部を打ちつけられて、痛みにもだえ苦しんだ。

「痛いたたたたたたたたたたたたたたたたたたっ、ですの!?」

「はわっ!?　あ……チャンスですっ！　ええっと、えっと……ふぇ？」

　慌てて身体を起こした舞那は、気づく。紗魔夜が取り落としたのだろう、手を伸ばせば届く位置に、血まみれの凶器が転がっていた。

「う……うわあああああああああああああああああああああぁ！」

「へ？　あ……ひいいいいいいいいいぃ、ですのおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　素早く拾いあげた鉈を、舞那が両手で振りかぶる。

　下敷きになった紗魔夜が絶叫し、ぎゅっと瞼をつむった。

　その顔面に、鉈の刃が叩き下ろされて、




　――ザクンッ！




「………………………………あら？」

　こわごわと瞼まぶたを開いた紗魔夜が、気の抜けた声を出す。

　渾身の力で振るわれた刃は、紗魔夜の頰スレスレの地面に突き刺さっていた。

　刀身から両腕をたどり、舞那の顔をうかがう紗魔夜。舞那は――。

「………………ません」

「あ、貴女――」

「やっぱり、できませんっ！　自分の意思で殺すだなんて……できませんっ！」

　――叫ぶ。舞那は、今にも泣き出しそうだった。

「この学校が、本当は殺し屋さんを育てるところだとしても……わたしには無理です。絶対に、無理ですっ！　望んで殺すくらいだったら、わたしは……わたしは、殺された方がマシですっ！　ごめんなさい、皆……役立たずで、ごめんなさい……ううっ」

　鉈を握りしめる手が、ブルブル震えている。鋭利が「舞那……」と呟いた。

　舞那の言葉を聞き、その表情を見て――当とう惑わくしていた紗魔夜の顔が、みるみる恥辱と憤ふん怒ぬに染まっていく。奥歯をかみしめ、紗魔夜はうなった。

「…………なんですの」

　舞那の瞳をにらみつけ、わめく。

「なんなんですの、貴女は!?　そうやって、さも自分がわざと殺っているわけではないかのように見せかけて、あざむいて、おとしいれて……一体何がしたいんですのっ!?　今も、あんな……あんな真似が、わざとじゃないなんてこと――」




「わざとなんかじゃ、ありませんっ！」




　紗魔夜の激げつ昂こうをかき消すくらいの大音声で、舞那が吼ほえた。

　鼻白む紗魔夜を真っすぐ見つめ、懸命に涙をこらえながら、




「わざとなんかじゃ、ないんです……わたしは昔っから要領が悪くて、思し慮りよが浅くて、何をやってもうまくいかなくて、皆に迷惑かけてばっかりで……ついにはドジで人まで殺しちゃうほど、どうしようもない人間なんです。けど、これだけ言わせてください。わたしだって、好きでやってるわけじゃない……好きで殺ってるわけじゃないっ！」




「……ドジで人を殺した、ですって？　そんなバカなこと……」

　あり得るはずないですわ――と続けようとした紗魔夜の口が、つぐまれる。

　眉をひそめる紗魔夜の頰に、透明な雫しずくが落ちたのだ。




「……きっかけは、クラスメイトの男の子でした。中学校に入って最初の席替えのとき隣同士になった彼はとっても優しい人で……何かにつけてドジをやらかすわたしのことを、いつも助けてくれました。わたしが物を忘れたときは貸してくれたし、筆箱の中身をブチまけたときは一緒に拾ってくれたし、転んで怪け我がをしたときは頭をなでて、絆ばん創そう膏こうをくれました。そんな彼にほんの少しでも恩返しがしたくて、ありがとうの気持ちを伝えたくって、わたしは……生まれて初めて、料理を――いつも部活で頑張ってる彼のために、お弁当を作ってあげようって思ったんです」




　――それが全ての始まりでした、と舞那は声を震わせる。




「週明けのお昼休み……わたしは勇気を振りしぼって、彼にお弁当を差し出しました。彼は目を真ん丸にした後、笑顔で受け取ってくれました。とっても、嬉しかったです。わたしはドキドキしながら、彼がわたしのお弁当を食べてくれるところを見守っていました。わたしのお弁当を口にした彼は、一体どんな表情を浮かべてくれるんだろう……どんな感想を口にしてくれるんだろう、とワクワクしながら見守りました。彼はまず、卵焼きを箸はしでつかんで、口に運んで、それから――」




　きゅっと唇を引き結び、舞那が声をつまらせた。

　鼻をすすって吞み下し、言葉を重ねようとする。

　血でも吐いているかのように、辛つらそうな表情で、




「……わたしが作った料理を食べた彼が突然、胸を押さえて苦しみ始めたんです。最初は、卵焼きを喉のどにつまらせたのかと思いました。だけど、それにしては様子がおかしいことに、バカなわたしでもすぐ気がつきました。顔中にびっしり汗をかいて、身体中が細かく震えて、呼吸の仕方が変で……。――頭の中が、真っ白になりました。そこから先は、あんまりよく覚えていません。ただ、パニックに陥おちいったわたしは、いつも起こしてるドジとは、比較にならないくらいのドジを連発しまくったみたいで……気づいたときには、全部が終わっていました。わたしの周りにあった机とか椅子が、嵐でも通り過ぎたみたいにグチャグチャになってて……近くでお昼を食べてたクラスメイトが数人、机や椅子に押し潰つぶされて、倒れていました。彼は……彼は、死んじゃいました。わたしが作った料理に、殺されたんです。わ、わたしが――」




　涙を滂ぼう沱だとあふれさせ、舞那が絶叫を漏らした。




「わたしが、彼を殺したんですっ！　彼だけじゃない……クラスメイトの皆も、先生も、紗魔夜先輩も……わたしが殺して、わたしが傷つけました。それは事実で、本当です！　否定なんかできませんっ！　だけど、わたしは殺したかったわけじゃない……傷つけたかったわけじゃない！　彼も、クラスメイトの皆も、先生も、紗魔夜先輩も、誰も――殺したくって殺した人や、傷つけたくって傷つけた人は、いません！　わたしだって、本当は……本当は、皆と仲良くしたかったんですっ！」




「――――――――」

　舞那を見あげる紗魔夜の顔から、表情が消える。

　降り落ちる涙の雨に打たれながら、




「…………言いたいことは、それだけですの？」




　――訊いた。感情のない、乾いた声である。

　同時に、紗魔夜の腕が動いた。

　舞那の指を押しのけ、鉈の柄を取る。

　ビクッと身体を震えさせた舞那は、それでも懸命に涙をぬぐって、

「…………ひゃい」

　こくりと、うなずいた。

　舞那の答えを聞いた紗魔夜の瞳に、光が過ぎる。

「…………そうですの」

　鉈をつかんだ指に力をこめると、上半身を起こして、




「なら、もう結構でしてよ」




　舞那の身体を、優しく抱きしめた。

　鉈は地面に突き刺さったまま、空の両手を背中へ回す紗魔夜に、舞那が「ふぇ？」と拍子抜けした声を出す。ポカンとした表情で、されるがままになる舞那。

　その後頭部をそっとなで、紗魔夜がささやいた。

「殺したくないのに、殺してしまうのは――殺したいのに殺せないより、よっぽど辛いのかもしれませんわね。もういいですわ、五十嵐さん。わたくし、すっかり殺意が萎なえてしまいました……ですから、もういいんですの。もう……いいんですのよ？　貴女にとって生き続けることは、死ぬことよりも、よっぽど苦しいはずですものね」

「…………ッ!?」

　舞那の瞳に、再び大量の涙があふれる。

　くしゃっと顔を崩した舞那は、紗魔夜の肩に顔をうずめて、

「ふええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぇん！」

　思いっきり泣いた。紗魔夜の気配が、フッと和らぐ。

　全身から力が抜けたようになり、苦笑。

「あらあら……本当にもう、仕方のない娘ですわね」

　紗魔夜も舞那を抱きしめ返し、栗くり色いろの髪に鼻先をうずめた。

　抱きあう二人を前にして、京輔と鋭利も緊張を解く。

　舞那が紗魔夜に突撃したときは、おしまいかと思ったが……。

　なんとか、刃を収めてもらえたらしい。

　これでひとまず《殺人姫》の脅威は、過ぎ去って――。




「あァ、よかった……ようやく治ってくれたよォ」




　京輔たちが安堵しかけた、そのとき。

　絶対零度の氷河を連想させる、透き通ったソプラノボイス。

　宵よいを震わす悪夢のようなその声に、空気が凍りついた。

「「「「…………ッ!?」」」」

　信じられない思いで、ゆっくり首を動かす。

　青白い月光。闇やみに沈んだ木々がざわめく、その真ん中で、




「前座は終わったんだよね？　じゃあ、今夜最後の殺害メインステージを始めよっかァ～」




　ガスマスクとヘッドフォンを外し、上着を脱ぎ捨てた《殺さつ人じん器き》――煉子が氷蒼色アイスブルーの瞳に殺意を爛らん々らんとみなぎらせ、犬歯をむき出しにして笑っていた。





×　×　×






「煉子、お前……生きて――」

　何事もなかったかのように立つ煉子を見、京輔は目を見開いた。

　鮮血色に染めあげられた髪をなで、煉子が「うん。生きてるよォ」と首肯する。

「脳のう震しん盪とうを起こしたみたいで、気を失っちゃってたけどね？　思ったよりもダメージが大きくて、再起動まで時間かかっちゃった。傷の治ち癒ゆを促そく進しんする休止状態スリープモードに入ってたのかもしれないけれど……まァ、いいや。とりあえず無事だよ！　私に危機が迫せまったから《安全装置の安全装置アンリミツター》が働いて、ロックが解除されたのさ。《安全装置リミツター》が着けられてると、殺意はもちろん、身体能力もろもろセーブされちゃうからねェ」

　安全装置――黒いガスマスクのそばに転がる、手の平サイズの石を拾いあげた煉子が何気ない動作で拳を閉じた。

　――パキッ。石が砕けて砂と化し、指の隙間からこぼれ落ちる。

　紗魔夜が「…………は？」と声を漏らした。

「な……なんですの、貴女？　なんで……どうして、死んでいないんですのッ!?　頭を二回も叩き割られたのに、まだ生きて――」

「叩き割られたァ？　ふふっ。バカを言っちゃあいけないよォ、紗魔夜ちゃん」

　声を震わす紗魔夜に肩を震わせ、煉子が嗤わらう。

　銃器に見立てた人差し指を、こめかみへと押し当てて、

「せいぜい、ヒビが入っただけさ。私の骨を貫通したいんだったら、ゼロ距離で散さん弾だん銃じゆうでもブチかましてくれなくちゃ。そしたら、さすがの私も某グランジバンドのボーカルみたいに、脳のう漿しようをまき散らして死んじゃうんじゃないかなァ？　人の膂りよ力りよくで叩き割るだなんて、無理だよ。二・三撃じゃあ、不可能さ。そういう風に造られてるんだしねェ」

　――バァン、と引き金を引くジェスチャーをし、煉子が飄ひよう々ひようとうそぶいた。

　尋常ならざるその様相に、紗魔夜がますます混乱を深める。

「……散弾銃？　そういう風に、造られて……？　ちょ……ちょっと何を言ってるのかわからないんですの……な、なんですの……なんなんですの、貴女はッ!?」

　舞那を抱きしめる腕に力をこめて、紗魔夜が叫ぶように訊いた。

　その声音と表情が、驚愕から恐怖へ変わりつつある。

　怯える紗魔夜に向かって一歩を踏み出し、煉子が大きく両腕を広げた。

　上着が脱ぎ捨てられて、露あらわになった白い腕――その肌をびっしり埋め尽くしているのは、鎖にも似たトライバル・タトゥー。

　氷蒼色の瞳に浮かんだ暗黒色の瞳孔が、ナイフのように切れあがる。

「……私？　私は《殺人器》だよ、《殺人姫》。君と私は似ているけれど、まったく別の存在さ。なぜなら、私は『人殺し』のためだけに造られ、生み落とされた特注品オーダー・メイドの《殺害機関マーダー・メイド》。私にとって、殺しは趣味でも嗜好でも生きがいでもなく――存在理由レーゾン・デートル。殺しがなくっちゃ生きていけないんじゃない、殺しを愉しんでるんじゃない……殺しがそのまま生きることだから、愉しんでるっていうだけさ。一度きりの人生、愉しまなくっちゃ損そんだからねェ？　ふふふ。――あァ、ちなみに私の正体は秘密だから、他の人にバラしたら君の身体を解体しちゃうよォ？　バラさなくてもバラすけど。ふふっ。でも構わないよねェ、紗魔夜ちゃん……君は二十一人、殺しているんだし」

　――自分が殺される覚悟も、とうの昔に済ませているんだろ？

　最後にそう言い放った瞬間、煉子が動いた。一般人を遥かに凌りよう駕がする、爆発的な脚力の前には、数メートルほど開いた距離など意味をなさない。

「ぁ…………ひっ!?」

　まばたきの間に肉薄された紗魔夜が、瞳を見開く。引きつれた悲鳴を漏らす喉元に、煉子の指が食いついた。そのまま、吊るしあげられる。

「あぐっ、ですの!?」

「はわぁ!?　ちゃ、ちゃまやちぇんぱいっ!?」

　紗魔夜を引きはがされた舞那が、煉子の脚に飛びついた。

「や……やめてくだちゃい、煉子ちゃんっ！　もう終わったんです！　煉子ちゃんが、怒る気持ちもわかりますけど……ちゃまやちぇんぱいだって、もうわたしたちをころちたりはしないはずですっ！　だから……お願いだから、やめてくだちゃ――」

「舞那」

　紗魔夜の首を右腕一本で絞しめながら、煉子が舞那に呼びかける。

　涙に濡れた瞳で「……ふぇ？」と見あげる舞那に、にっこり笑いかけ、




「――五月蝿うるさいよ？」




　低くうなった。路ろ傍ぼうの石でも、見るような目で。

　乾かわいた殺意を向けられた舞那が「ひうっ!?」と手を離して、ひっくり返る。

　煉子はそれきり興味を失なくしたように視線を戻し、指にさらなる力をこめた。

「かっ――」と息をつまらす紗魔夜を退屈そうに眺めて、首を振る。

「この音色はつまらない。聴き慣れた殺意メロデイだよォ、うん……暴力的なディストーションと変則的なブレイクダウン。イラだちと憤怒がつむぎ出す、ありきたりのデスコアだ。まァせいぜい、イイ断末魔ボーカルを奏かなでてよ。君には期待してるんだからさァ《殺人姫》？」

　ささやき、煉子が喉から指を離した。

　崩れ落ちるように倒れ、酸素を求めてあえぐ紗魔夜の腹を、無む造ぞう作さに蹴り飛ばす。

「がはあっ、ですの!?」

　衝撃に目をむき、身体を『く』の字に折り曲げた紗魔夜が、

「ぎゃあああああああああああああああああぁ、痛いいいいいいいいいいいいいぃ!?　し、死ぬ……死んでしまうんですのおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　お腹を押さえて転げ回った。煉子が「……はァ？」と顔をしかめる。

「なんだい、そのふざけた絶叫シヤウトは？　ですのですの、いちいちやかましいんだよ。そんな余裕がなくなるくらい、苦しい思いをさせてあげるんですの――って、あァもうっ！　私にまで移っちゃったじゃないかあああああああああァ!?」

　両手でわしゃわしゃ髪をかき乱し、煉子がイラだたしげに吼えた。

「もういいよ……もういい！　やっぱり、私は君が嫌いだ。生理的に無理だ。殺すことは何度も体験できるけど、殺されるのは一度だけしか体感できない――それなりにたくさん殺してきたご褒美に、好きな殺され方リクエストを聞いてあげるつもりだったけど……うん、やめたよ。勝手に決めた。――絞め殺してあげよう。これ以上、耳みみ障ざわりな声を聴かされたくないからねェ。声帯ごと握り潰して、首を千切ってあげようかなァ？　それなら、静かに殺せると思うし……いやいや。どの道、サクッと即死させちゃえば、わざわざ喉を狙わなくても、断末魔なんかあげてる暇は――」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいぃ、ですのおおおおおおおおおおおおぉ!?」

「もうっ！　耳障りな金切り声ホイツスルだなァ……わかったよ。フルスイングで、頭をごっそり消し飛ばしてあげる。私も頭を傷つけられたわけだし、おあいこだよねェ～？」

　鮮血色のメッシュをつまんで、獰猛に犬歯をむく煉子。

　急いで身体を起こした紗魔夜は、周囲に怯えた視線を巡らせ、

「……………………あっ」

　自分と煉子の間に、鉈が刺さっているのを認めると、表情を変えた。

　口元を歪め、戦意を取り戻した紗魔夜は、地面を蹴って、




「死ねええええええええええええええええええええええええええええええええええぇ、ですのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」




　再び鉈を手にすると、全力で斬りかかる。

　しかし、煉子は――。

「だァから、そんな玩具おもちやじゃ無理なんだってば」

　振り下ろされた刃を、大胆にも白刃取り。両手にグッと力をこめた。

　瞬間、白鋼製の刃がヒビ割れ、粉砕される。柄だけになった凶器を握りしめたまま、紗魔夜が「……ふぇ、ですの？」と、舞那みたいな声を出した。

　何が起きたか理解できずに放心する紗魔夜の目の前で、煉子が右腕を引く。タトゥーに彩られた手が、次は紗魔夜の頭を木こっ端ぱ微み塵じんにするべく力を溜めた。

「逝ってらっしゃい、《殺人姫》――あの世で、被害者たちと仲良くね？」

　氷蒼色の瞳が細められ、翠玉色の瞳が「……ッ!?」と閉じられる。空気を切り裂き、振り抜かれた煉子の右腕が、咄とつ嗟さに抱えた細腕ごと、紗魔夜の頭部を粉砕し、




「殺すんじゃねぇ！」




　――刹那。

　煉子と紗魔夜の間に、割りこむ人影があった。

「「…………ッ!?」」

　二人が、同時に瞳を見開く。だが、今さら腕は止まらない。咄嗟に急性動をかけるも間にあわず、煉子の腕は、突如として現れた影――京輔へと襲いかかっていた。

「ぐわああああああああああああああああああァ!?」

　金属すら砕く拳を腕で受けた京輔は、絶叫。衝撃を殺しきることができずにブッ飛ばされて、地面を転がる。鋭利と舞那の叫び声が聞こえた。

「……へ？　きょ、京輔……君は、何をして――」

「殺すんじゃねェ、煉子！　紗魔夜先輩を……殺すんじゃ、ねェ……」

　脂汗にまみれた顔を持ちあげ、京輔はうなる。

　煉子の打撃をもらった左腕は、真っ赤に腫はれあがっていた。骨折にまでは至らなかったが、二の腕の筋肉が割れるように裂けていて、半端じゃなく痛い。

　それでも歯を食いしばって身体を起こし、煉子に向かって訴えかける。

「頼むよ……止まってくれ、煉子……お前が殺さなくても、紗魔夜先輩は、もうオレらを殺さねぇはずだ……だから、やめてくれ。紗魔夜先輩を、殺さないでくれ！」




「――やだっ！」




　懇願する京輔に、煉子が駄だ々だっ子こみたいな声を出した。

　ぷくっと頰をふくらませた煉子は、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている紗魔夜を指さして、

「私は、あの娘に鉈で頭を斬りつけられたんだよ？　完全に殺す気で。危なくなったら《安全装置の安全装置》を働かせればイイかな、と思って軽く挑発してみたら……いきなり『ザクンッ！』だよ？　私だけじゃない……鋭利も、舞那も――何より、この娘は私の大事な君まで、殺そうとした！　私以外の誰かが君を殺すだなんてこと、私は絶対許さない……絶対絶対絶対絶対絶対絶対、許さないから――何がなんでもブチ殺す」

　煮えたぎるような威嚇音ガテラルを発し、煉子が紗魔夜をギロリとにらむ。

「……ひいっ、ですの!?」

　爛らん々らんとした目に貫かれ、紗魔夜の身体を縮こまらせた。

　ガチガチと歯を打ち鳴らし、みるみる瞳を湿らす紗魔夜を、煉子が嘲あざ笑わらう。

「おやおやァ……本気で殺されそうになるのは、初めてなのかい？　ふふっ。よかったじゃないか、《殺人姫》。最後の最期に、被害者たちの気持ちが味わえて。あの世で会話も弾むと思うよォ～？　ふふふ。君は私を殺す寸前、言ったよね……『煉獄への近道』だって。今度は私が超特急で、君を地獄に送り届けて――」

「煉子ッ！」

　再び紗魔夜へ腕を伸ばす煉子に、京輔は吼えた。












「……なんだい？」としかめられた美貌をにらみ、いさめる。

「殺すな……殺すんじゃねぇ！　もしお前が、オレの目の前で紗魔夜先輩を――誰かを殺しちまったら……オレは、今までみたいに接していく自信がねぇんだ。お前のことを嫌いになっちまうんじゃねぇかと思う」

「――――――――」

　京輔の言葉を聞いた煉子の顔から、表情が消えた。

　紗魔夜が惚けるように「神谷さん……」と呟く。一方、氷蒼色の双眸をこれ以上ないほど見開き、口をつぐんだ煉子は、ゆっくり……ゆっくりとうつむいて、




「…………ふふっ」




　――口元を歪めた。

　唇の端から、凶暴な犬歯がのぞく。

「そう言えば、私が止まってあげるとでも思ってるのかなァ、京輔？　ナメられたものだねェ。私は確かに、君が好きだよ？　大好きさ！　だけど、君に対する私の想いを盾たてに取られて『はい、わかりました』と従ってあげるほど、扱いやすい女じゃないのさ。それにねェ、『○○したら嫌いになる』とかそういう言い方、私はあんまり好きじゃないなァ～。私の方こそ、逆に――君を嫌いになっちゃうかもしれないよォ、京輔ェ？」

「……違う。そういう意味で、言ったんじゃねぇ」

　煉子のギラギラとした三白眼を受け止め、拳を握りしめる。

　――大丈夫。煉子は真っすぐな奴だ。誠意を持ってきちんと接すれば、届いてくれるはずなんだと言い聞かせつつ、京輔は続けた。

「オレもお前のことは好きだよ、煉子。ＬＯＶＥじゃなくってＬＩＫＥの方な？　一緒にいると楽しいし、めちゃくちゃいい奴だと思う。お前が人殺しだってわかった上で、そう思う。だけど……お前が実際に誰かを殺して、人殺しだって『実感』しちまったらたぶん、オレはお前に嫌悪を抱いちまうと思うんだ。自分勝手でワリぃ。ただ、オレは……オレはこれからも、まだまだお前と仲良くやりたい。一緒に笑っていきたいんだ。だから、頼む……頼むよ、煉子！　お前を嫌いにならせないでくれ。紗魔夜先輩がオレらにしたことだったら、もういい。お前がちゃんと生きてくれてただけでも、十分すぎるくらいに十分だから……これで、終わりにしてくんねぇか？」




「うんっ、わかったよ！」




「えっ」

　――即答だった。

　あまりに即答すぎて、理解が追いついてこない。

　肩透かしを食らった京輔に、煉子が走り寄ってくる。

　艶つや々つやとした美貌に、とろけるような笑顔を浮かべ、

「もおおおおおおォ、京輔ェ！　君って奴はああああああァ！　私を嫌いになりたくないだなんて……これからも、私と一緒に愛を確かめあいたいだなんてええええええェ！　おまけに、私がちゃんと生きててくれて嬉しい？　そう言ってもらえて、私も嬉しいよおおおおおおおおおおおおォうっ！　ああんっ、何この感情メロデイ……すっごく心地いい！　神曲すぎて、トんじゃいそうだよおおおおおおおおおおおおおおおォうっ！　もうっ、本当に大好きだ、京輔！　素直で誠実な君も、君が奏かなでる旋律も大好きっ！　愛してるよおおおおおお、京輔ええええええェ！　今すぐにでも、ブチ殺してあげたいっ！」

「……は？　いや、殺すのだけは勘かん弁べんしてくれ……つぅか、痛ってえええぇ!?」

　抱きつくなり頰を擦こすりつけ、キャッキャと甘え始める煉子に、京輔は激しく狼ろう狽ばいしていた。想いが伝わったのなら嬉しいが、変に伝わりすぎたような気もする。

「あっ、ごめんごめん！　私が殴った傷だよね？　お詫わびにブラを外して、君の大好きなおっぱいを――」などとやり出す煉子と、それを死に物狂いで止める京輔。

　舞那が「はふぅ……よ、よかったですぅ」と脱力し、鋭利が「……やっぱりあいつ、死ねばいい」と煉子にジト目を向け、紗魔夜は――。

「た、助かった……んです、の……？」

　呟くと同時に崩れ落ち、気を失ってしまったのだった。





×　×　×






「ねぇ……どうして、私がこの娘を運んであげなくっちゃならないんだい？」

　薄ぼんやりとした月光と、木々の影が織り成す帰り道。

　すやすや眠る紗魔夜を背負わされた煉子が、「シュコー……」と吐息した。

「……消去法でしょ。あたしと舞那は非力な女子だし、京輔がその女をおんぶするのはあんたが却下したんじゃない。そもそも、気絶したのはあんたのせいだと思うけど」

　煉子の隣を歩く鋭利が、「……ふわぁ」と退屈そうなあくびを漏らす。

　ガスマスクを装着し直した煉子が、再度「シュコー……」と溜め息を吐いた。

「いや、そうなんだけどさぁ。やたら重いし、香水臭いし、無駄に大きな乳が当たって鬱陶しいし……バレないように、後でこっそり捨ててこようかな？　それとね、鋭利。私だって《安全装置》をつけてる間は、君らと同じ非力な女の子なんだよ？」

「……非力？　卑猥の間違いじゃないの？　あんたが巨乳をディスるな、爆乳。捨てるならまず自分の胸についてる、邪魔で余分で目障りな脂肪を捨ててくればいい」

　鋭利がイラだたしげに毒づき、煉子から顔を背ける。

　だが、二人の後ろを歩く京輔たちには見えていた。

　そっぽを向いた鋭利の横顔――その口元が、ほころんでいる。

　なんだかんだ、鋭利も煉子が無事で嬉しいのだろう。

　いつもの調子で騒ぐ二人を眺め、京輔と舞那はそろって苦笑した。

「ケンカするほど仲がいい……ってやつか。アイツら、いいコンビだよな」

「あはは。そうですね、とっても素敵な仲良しさんです。とても、素敵な――」

　鋭利と煉子の漫才じみたやり取りを、まぶしそうに見つめる舞那。

　その瞳には、憧れと同時に、どこか寂しげな感情があった。

　舞那の横顔を見やり、京輔がかけるべき言葉を探していると、




「…………わたし、自分が大っ嫌いです」




　足元へと視線を落とし、吐き捨てる。

　自己嫌悪にあふれる声で、誰へともなくひとりごちた。

「思慮が浅くて、運動神経は鈍くて、要領が悪くて、手先は不器用で、気が小さくて、ネガティブで……。自分のことを考えると、短所ばっかり浮かんできちゃいます。何をやってもうまくいかないし、頑張ろうとすればするほど迷惑をかけて……悪い方、悪い方へと結果が繫がっちゃうんです。あのときだって、そうでした――」

　舞那の拳が握りしめられる。声に、悲嘆と後悔が混ざった。

　辛い記憶を追想しながら、懺ざん悔げのように舞那は続ける。

「彼に喜んでもらいたくって作ったお弁当が、彼を殺してしまったんです。彼だけじゃありません。クラスメイトの子たちも大勢、巻きこんで……わたしが頑張らなければ、あんなことにはならなかったと思います。わたしがいなくなっちゃえば、周りの皆が傷つくこともないんじゃないかって。何度も何度も、自殺を考えました。けど……」

　――その度に思い出すんです、と。

　苦渋だらけの表情に、ほんのり微笑を浮かべて、

「散さん々ざんドジで暴れ回った後、我に返ったわたしが、慌てて彼のところへ駆け寄ると……彼はまだかろうじて生きていました。すっかりパニックになって、泣きわめくわたしに彼は……彼は、笑ってくれました。苦しそうな顔で無理やり、わたしを安心させるみたいに微笑んで――『美味しかったよ。ありがとう』って、そう口にしてくれたんです。それは、わたしがお弁当を作り始めてからずっと、聞きたかった言葉で……彼の、最期の言葉でした。虚勢だったと思います。本当は、死ぬほどマズかったんだと思います。けど、彼があのときあんな風に言ってくれたから……笑ってくれたから。わたしは頑張ることをあきらめないって、決めました。生きることをあきらめないって、決めました。たとえ、それで周りに迷惑をかけ続けても、それがどんなに苦しくっても……わたしは精いっぱい生きて、罪をつぐない続けようって思ったんです」

　舞那の顔は相変わらず辛そうだったが、真っすぐ前を向いていた。

「この学校が、罪をつぐなうための場所じゃない――っていうのは、ショックでしたけど……それでも、絶対に負けません！　わたしも、京輔くんと同じ心意気ですよ。誰も殺さず、誰にも殺されずに、やれるとこまでやってみようと思いますっ！」

　胸の前に拳を掲げて、気炎を吐く舞那。

　実のところ、京輔たちが舞那に学院の正体を打ち明けなかったのは、久瑠宮から口止めされていたことだけが理由ではない。

　真実を知らされた舞那が打ちのめされて、生きる気力を失くしてしまうのではないかと危き惧ぐしていたのだ。けれど、舞那は……。

「――舞那は、強つえぇな」

「……ふぇ？」

「強いよ、舞那は……普通、そこまで頑張ってもうまくいかなかったら、あきらめちまうだろ。そっちの方が自分は楽だし、誰にも迷惑かからねぇからな。けど、舞那はそうじゃねぇ。自分も周りも、苦しい道を選んでる。その選択が正しいのか間違ってるのかなんて、オレにはわかんねぇけどさ。そういう道を、自分の意志できっちり選んだ舞那は、強ぇと思う。すげぇ一いち途ずで、一生懸命で……だから、応援したくなるんだ」

「ふぇ!?　そんな……わ、わたしなんか……あうあう」

　アタフタとする舞那に、京輔は言う。自信を持ってはっきりと、

「オレだけじゃないぜ？　鋭利も、煉子も……たぶん、舞那の弁当を食った男子もそう思ってたはずだ。舞那は確かに、短所と欠点だらけなのかもしれない。けど、そういうのを全部まとめて打ち消しちまうくらいの長所や魅力が、舞那にはあるよ。じゃなきゃ自分を殺した奴に向かって、笑いかけたりなんかできねぇさ」

「京輔くん……」

「学院のこと、今まで内緒にしててごめんな？　舞那はオレらが思ってるよりずっと、強くて優しい奴だった。――だから、大丈夫。その男子が、笑ってくれたみてぇに……舞那の想いは、絶対に届くよ。オレが保証する。たとえ、どんなに不器用でもな？」

「…………ッ!?」

　亜麻色の瞳を丸くして、舞那が京輔を見あげた。

　足を止め、ぼんやりとした表情で――。




「……あれ？　どうしたんだい、二人とも。そんなところで、立ち止まっちゃって」




「はわあっ!?　なっ、なななな、なんでもありまちぇんっ！」

　煉子に声をかけられた瞬間、飛びあがる。

　慌てふためく舞那の顔は、真っ赤に染まっていた。

「あ、あにょ……ほんちょに、なんでもにゃいんでちゅ！　はわわ」

　頭をブンブン振った後、距離の開いた煉子と鋭利に追いつこうとして、




「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」




　――すっ転ぶ。

　煉子と鋭利が「「……あっ」」と声を漏らした。

　予想通りの結末に苦笑し、京輔は手を差し伸べる。

　自分で立つこともできるだろうが、それでも敢あえて手を貸した。

「……こうやって助けあってけば、少しは楽だろ？　頑張る舞那の力になれるように、オレらも頑張るからさ。七転び八起きで、やっていこうぜ」

「あ……ひゃ、ひゃいっ！　あ、ありがとうございまちゅ……京輔くん」

　差し出された手を怖ず怖ずと握り、舞那がますます顔を赤らめる。

　逃げるようにうつむいた後、遠慮がちな声で、




「煉子ちゃん、鋭利ちゃん……わたしも、頑張ってみていいんでしょうか」




　問いかける舞那に、京輔は「……ん？」と首を傾げた。

「頑張るって……舞那は、もう頑張ってるだろ？　なんで二人に訊くんだよ」

「ふえぇ!?　あ……い、いえっ！　今のは、そういう意味じゃないっていうか、ひとりごとっていうか……なっ、なんでもありまちぇん！　気にしないでくだちゃいっ！」

　かぶりを振りまくってから、舞那が再び歩き始める。

　京輔の手をぎゅうううっと握りしめたまま、早足で進んだ。

「は？　お、おい……どうしたんだよ、急に――」

「だから、なんでもありまちぇんっ！　にゃ、にゃんでもありまちぇんってば！」

　何やら妙なテンションの舞那に、京輔は戸惑う。

　手を繫いで歩く二人を見、煉子が「シュコー……」と額を押さえた。

「あーあ。どうやらまた一人、恋敵が増えたみたいだよ、鋭利？」

　鋭利は「……ハァ？」と、煉子のガスマスクをにらみ、

「何それ、意味わかんないし……あんな女ったらしで、ドスケベなヘンタイ、あたしは別に興味ないわよ。勝手に奪うばいあってれば？　ただ、まぁ……」

　――一人だけなら、いいけどね。

　鋭利の不機嫌そうな半眼は、煉子の背中へ注がれている。

　長いまつ毛を伏せて、端正な顔をふにゃりと崩した紗魔夜はむにゃむにゃと、甘えるような猫なで声を漏らしていた。




「あぁん、素敵ですのぉ……麗うるわしいですのおおおぉ……うふふふふ」
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「お、終わったあああぁ～……」

　体育館から学生寮へと戻る道すがら、京きよう輔すけは大きく伸びをした。

　二泊三日の林りん監かん学がつ校こうは、先ほど十九時をもって完全終了。到着済みの一年生が体育館に集められ、教師と風紀委員によって、簡単な《閉校式》が執とり行われた直後だ。

　水すい銀ぎん灯とうが照らす敷地を歩きながら、舞まい那なが「はふぅ～」と吐息する。

「疲つかれましたね……とっても、過か酷こくな林監学校でした」

「…………ふわぁ。ねむ」

　あの後、京輔たちが学院にたどり着いたのは、夜が明ける前。

　一年生の中では最も早い到着で、休む時間はたっぷり取れたはずなのだが――半日後の現在、まだ一いつ睡すいもできていなかった。後処理などなど、大変だったのである。

　何せ、京輔たちは風紀委員長の紗しや魔ま夜やに襲われ、あわや大惨事。

　事情聴取で忙しく、気がつけば式の時間になっていた。

　血を落として銀一色に戻った髪をすき、煉れん子こが「フシュー」と笑う。

「疲れたけど、私は楽しかったよ？　ボブや千ち尋ひろも、無事に戻ってこれたみたいだし、よかったよかった。これにて一件落着だねぇ」

「ああ、そうだな。紳しん士じたちは結局、間にあわなかったみてぇだが……」

　時間内に帰ってくることができた一年生は、半分ほどだった。

　残りの生徒たちは、これから上級生によって一人残らず強制送還された後、キツ～い処しよ罰ばつを与えられるらしい。二・三年生にとってはコレが《脱獄者狩りハンテイング》という特別授業であり、捕とらえた生徒数に応じて、成績がプラスされるのだという。

　尚なお、明日は月曜だが授業は行われず、そこから二日間休み。狩り出された生徒がシゴかれている間、他の生徒はのんびり静せい養ようできるというわけだ。

　今は疲れ果てた身体からだを一刻も早く休めようと、学生寮を目指す京輔たちの背後から、そのとき明るい声がかけられた。




「皆さま、林監学校お疲れさまですのっ！」




　足を止め、後ろを振り返る。

　夜道を照らす外灯の下。そこに――。

「お、お疲れさまです……紗魔夜先輩」

　天使のような笑顔を浮かべる、風紀委員長――紗魔夜沙さ姫きが立っていた。

　ただ、その全身は傷だらけの包帯だらけ。柔らかな蜂はち蜜みつ色いろの髪はほつれ、翠玉色エメラルドの瞳ひとみは眼帯で覆おおわれ、身にまとった制服はボロボロに破れている。

　――久く瑠る宮みやの手による、壮絶な調ちよう教きようの痕あとだ。いくら殺し屋の専門学校とはいえ、同じ生徒を許可なく殺そうとすれば、罰ばつせられるのは至極当然。

　学院に到着するなり連行された紗魔夜は、閉校式にも出席しておらず、表情こそ晴れやかだったが、擦すり傷と打だ撲ぼくで埋め尽くされた顔は痛々しかった。

　言葉を失う京輔たちに、紗魔夜は「うふふ」と微笑ほほえんで、

「わたくしは、これからもまだ夜を徹して調教タイムですのよ？　けれど、仕方がないですの。わたくしは、それだけの罪を犯してしまったんですもの……風紀委員長として恥ずべき失態ですわ。ご迷惑をおかけしまして、申しわけございませんですの」

　姿勢を正し、丁てい寧ねいに頭を下げてくる。

　腕を組み、鋭えい利りが「……フンッ」と鼻であしらった。

「……まったくだわ。大迷惑よ。おかげで、こっちはシャワーも浴あびれずろくに休めてないし。謝るだけで許してもらえるなんて、甘い考え――」

「では、紅あか羽ばねさん。どうすればわたくし、貴女あなたに許していただけますの？」

　瞬間、紗魔夜が「ずいっ」と鋭利に身体を近づける。

「きゃっ!?」とのけぞる肩をつかんで、瞳をのぞきこんだ。

「わたくしは貴女に何をしてあげれば、よろしいんですの？　一緒にシャワーを浴びて身体を洗って差しあげましょうか？　それとも、同じ布団の中で一夜を……ハァハァ」

「ひっ!?　ちょっ……さ、触らないで！　どっちも却きやつ下かよ、ヘンタイ女！」

「うふふ。そうやって、強がる態度も可か愛わいいんですの！　癪しやくにさわると思っていましたけれど、素顔を知ったら微笑ましく感じられますわ。ご安心くださいまし。貴女の秘密は、誰にも漏もらしませんの。その代わり●●●な声を漏らさせて……ハァハァ」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃ!?」

「「「……………………」」」

　どうやら紗魔夜は、鋭利のことが大層気に入ったらしい。よだれを垂たらして、鋭利に迫る紗魔夜を、舞那が「あわわ」と押しとどめる。

「紗魔夜先輩っ！　だ、だめですよ……鋭利ちゃんは、疲れているんですから！」

「……あら？　あらあら、ごめんあそばせ。うふふふふ。わたくし、つい我を忘れてしまいましたわ。けれど、貴女も可愛らしいですの、五十嵐いがらしさんっ！　庇ひ護ご欲よくをそそるといいますか、放っておけない気分にさせられますのよ。うふふ、可愛い……」

「ふえぇ!?」

　紗魔夜に頭をなでくり回された舞那が、びっくりして固まった。

　どうやら紗魔夜は、舞那もお気に入りらしい。目を白黒させる舞那に構わず、じゃれつきまくる紗魔夜を前にして、煉子が「シュコー……」と吐息する。

「やれやれ。こいつは困ったね。この娘こ、私たちを殺すつもりが、逆にハートを殺されちゃったみたいだよ。いやぁ～、まいったまいっ――」

「ひえええええええええええええええぇ、ですのおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　煉子が近づこうとした途端、紗魔夜がひっくり返って、尻もちをついた。

　震える指で煉子を指さし、ひどく怯おびえた声で言う。

「ば、ばばばば、化け物ですの……怖すぎますの。わたくしの半径一メートル以内に、近づかないでくださいましっ！　ガスマスクを向けないでくださいましいいいぃ！」

「――――――――」

　どうやら紗魔夜は、煉子にたっぷり恐怖を刷すりこまれたらしい。

　露ろ骨こつすぎる態度の豹ひよう変へんっぷりに、煉子は「フシューッ！」とご立腹だった。

「鋭利と舞那はよくて、私だけダメっていうのがムカつくなぁ！　やっぱり殺してあげようか、紗魔夜ちゃん……しかも君、どさくさに紛まぎれて何してるんだい？」

　煉子のそばから離れた紗魔夜は、京輔の背に隠れている。

　いよいよ怒り始める煉子を、京輔は「まぁまぁ」となだめた。

「仕方ねぇだろ？　あんな風に殺されかければ、誰でも怖こえぇって……」

　……だから、殺されかけた京輔も、背後の紗魔夜が怖くて仕方なかった。

　鋭利も紗魔夜のことが恐ろしいらしく、いつの間にやら煉子の背中に隠れている。

　舞那は両者のちょうど真ん中辺りで、オロオロとしていた。

　煉子と紗魔夜を見比べながら、京輔が辟へき易えきしていると、




「きゃあんっ、怖い……怖いですのおおおぉ、京輔さまあああぁ～ん！」




「「「「えっ」」」」

　紗魔夜が甘えた声を出し、後ろから抱きついてくる。

　唐突すぎる行動に、京輔たちはそろって目をむいた。

「ちょっ……紗魔夜先輩!?　いきなり、何して……つぅか、さま？」

　――『様』ってなんだ。

　困惑する京輔の背中に、紗魔夜は愛いとおしげに頰ほおずりをして、

「ええ、京輔さまですの。殺されかけたわたくしのことを、身をていしてかばってくださった貴方あなたに、わたくし惚ほれ惚ぼれしてしまいましたのよ。なんと優しく、勇気に満ちたかたなのでしょうっ！　わたくしは、言いました……『末まつ期ごの瞬間にこそ、その方々の本質を垣かい間ま見ることができる』と。死の間際に立たされたあのとき、貴方が見せてくださいました素顔は麗うるわしく、とっても素敵でしたわっ！　しかも、貴方は《十二人殺した殺人鬼》。《二十一人殺した殺さつ人じん姫き》であるわたくしの伴はん侶りよに、ピッタリな殿方ですの！　もっともっと、深く知りたい……色んなお顔を、見せていただきたいですわ」

「――――――――」

　キラキラとした目で擦すり寄よる紗魔夜に、京輔は絶句。

　助けを求め、辺りを見回してみれば……。

「……よかったじゃない、京輔。モテモテで。フンッ……死ねばいいのに」

「はわわわわ。紗魔夜先輩まで、京輔くんを……けど、わたしも負けませんっ！」

「うん、殺そう。やっぱり殺そう。久瑠宮さんに頼んで、殺させてもらおう。私の京輔に手を出したんだ……殺される覚悟は、できているんだよねぇ？　フシュー」

　イラだたしげに吐き捨て、爪つめをかむ鋭利。

　口元を押さえた後、胸の前で拳こぶしを握りしめる舞那。

　ガスマスクの窓を光らせ、何やら物ぶつ騒そうな気配を放つ煉子……。

　背中に紗魔夜の柔らかさを感じつつ、京輔は変な汗をたっぷりかいていた。

　――これぞ、まさしく四し面めん楚そ歌か。

　よくわからないプレッシャーをひしひし感じる京輔は、逃げるように天を仰あおいだ。

　雲一つない紺こん碧ぺき色の夜空には、満天の星がちりばめられている。

　この空の下、今も京輔の帰りを待ち続けているであろう、最愛の妹を想い、




（なぁ、綾あや花か……お前は元気でやってるか？　オレは、なんとかやってるよ。おかしな奴らに囲まれて、たまに殺やられそうになったりしてるけど……それでも必ず帰るから。待っててくれ、綾花。いい子にしててくれよ？）




　――ひとりごちた。

　家でも外でもしっかり者の綾花は、あれで意外とヤキモチ焼やきだ。京輔が今、こんな美少女たちに囲まれていることを知ったら、どういう反応をするだろう。

　そんなことを、ぼんやり考えながら……。
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　――二ヶ月前の五月上旬。

　その日、神かみ谷や綾あや花かはご機嫌だった。




　麗うらららかな春の陽ひ射ざしが降ふり注そそぎ、生温かい風が吹く。街路樹の上で輪りん唱しようしている小鳥たちのさえずりが、綾花の門かど出でを祝福してくれているようだった。

「会いたいよ　ああ　君に会いたい　今すぐ君に　会いたいよ～♪」

　負けじと流は行やりのＰＯＰソングを口ずさみながら、弾はずむような足取りで歩く。















　前回登校して以来、実に半年ぶりの通学路だった。袖そでを通した中学校の制服が、なんだか妙にくすぐったくて、綾花はクスクスと笑う。――楽しい。とても楽しい。

　道行く人ゴミの視線も気にならないくらい、今の綾花はご機嫌だった。

「会いたいなら、会いに行けばいいのに……バカだなぁ」

　作詞者にツッコミを入れ、またクスクスと嗤わらう。本当に、世の中バカばっかりだ。

　でもだからこそ、そうじゃないもの――素敵で高こう尚しようなものは尊とうとく、かけがえがない。

　――失いたくない、と思った。だから、綾花はこうして歩いている。

『会いたい』『会いたい』なんていう風に、ただ待ち続けているのではなく、自分の足で自分の意志で『会いに行く』ことを決めた。世界で一番、愛いとしいヒトに……。

「会いたいよ　ああ　君に会いたい　今すぐ君に　会いに行く～♪」

　下手くそな替え歌を口ずさみつつ、歩く。駅前から商店街を抜け、大通りから脇わき道みちに入り、住宅街と路地裏を縫ぬい――ようやく目的地に着いた。

　赤煉瓦の立派な校門には、黒のプレートに金文字でこう記されている。




【私立清せい黎れい女学園】




　人ひと気けのない校門をくぐり、人気のない昇降口へ。

　通りがかったテニスコートでは、ジャージ姿の生徒たちが体育の授業をしていたが、綾花のクラスではないようだった。それを横目に見ながら、足を進める。

　昇降口でローファーを脱ぎ、履はき替かえようとして、

「…………っ!?」

　呼吸が、止まった。綾花の上履きが――ない。

　猛もう烈れつな吐き気がこみあげ、鼓こ動どうが速まる。嫌な単語が、脳裏を過よぎった。

　――けれども、すぐに杞き憂ゆうだとわかる。恐る恐る下駄箱のフタを持ちあげてみると、上段に誰かのローファーが押しこまれていたのだ。

（ああ、そっか……進級したから、クラスが変わってるんだね）

　納得すると同時に、新たな疑問も生まれる。

　自分が二年何組なのか。これから向かうべき教室が、わからない。

　一年生の二学期から登校していない綾花は、クラス発表を確認していなかった。

　しかし、わざわざ職員室へ寄っていくわけにもいかず……。




「――まぁいっか、うん。十二人以上いれば、どのクラスでもいいや」




　うなずき、綾花は靴下のまま廊下を歩き出す。その手に、長方形のカバン――楽器を収めるような、黒塗りのハードケースを提げて。

　小柄な身体からだに似あわぬ無ぶ骨こつなバッグを「るんるん」と上機嫌に振って、綾花は着々と進んでいた。決して戻れない道を、一度たりとも振り返らずに。

「……よしっ、決めた！　あのクラスにしよう」

　階段を上り、廊下を曲がった綾花は口笛を吹くと、最寄りのトイレに入る。

　現在、時刻は十一時九分――三時限目の真っ最中だ。どうせ、誰も来やしない。

　それでも一応個室に入り、きちんと鍵かぎをしめた綾花は、

「さてさて……それじゃあ、ちゃっちゃと準備しようかなっ！」

　洋式便座にカバンを置いて、開いた。

　綺き麗れいに収納された中身を取り出し、鼻歌交じりに組み立てる。

　その間、綾花の頭を埋め尽くしているのは、誰よりも大切なヒトのこと。

　綾花にとって『全て』と言っても過言ではない彼は、今から半年と少し前、無慈悲に奪い去られてしまった。なんの前触れもなく、唐突に……。

　海外出張中の両親とは、どういうわけかちっとも連絡が取れず、すがるものが何一つない中、綾花は彼の部屋に閉じこもっては涙を流し、探し続けた。

　ただ、彼とまた会う方法を。探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して探して、探し続けて――。




　二週間ほど前のある日、とうとう救いの手が差し伸べられたのである。




　綾花は、迷わずその手をつかんだ。

　確固とした決意を胸に抱いて、今この場所に立っている。




「うん。よしっ……準備完了、っと！」

　うなずき、再び時刻を確認。綾花がトイレに入ってから、五分と経たっていなかった。

　綾花は満足気に微笑ほほえむと、空になったケースを残して、個室を後にする。

　トイレを出るとき、廊下を確認してみたが、相変わらず人影はない。

　綾花は堂々と足を踏み出し、一番近くの教室へ向かった。

「会いたいよ　ああ　君に会いたい　会いたい　会いたい　会いたい　会いたい　会いたい　会いたい　会えなくても　会いに行く　地獄の果てまで　会いに行く～♪」

　軽やかなステップを刻み、ささやくように唄いながら、歩き――。

「……………………」

『二年一組』と書かれたプレートの下で、止まる。

　ドキドキ高鳴る胸に抱いた決意を、綾花は強く抱きしめた。

「すぅー……はぁー」ドアに手をかけ、深呼吸をする。

　チャンスは、たったの一度きり。失敗は許されなかった。けれど、綾花は会いたい。どうしても会いたい。彼に会いたい。そのためだったら、なんでもできる。

　――どんなことでも、やり遂げてみせる。

　だから、綾花は不安をねじ伏せ、想いをこめて、




「今、追いかけるよ……お兄ちゃん」




　誓ちかうと同時、渾こん身しんの力でドアをブチ開けた。

　引き戸がぶつかるけたたましい音に、教室内が静まり返る。

「神谷、さん……？　あなた、どうして――」

　四十過ぎの素そ朴ぼくな顔だちをした女教師は、国語の小鳥遊たかなし先生だった。綾花が一年生のときも、お世話になった先生だ。生徒の中にもいくつか、見知った顔がある。

　全員が全員、何が起きたかわからない顔で、綾花を――綾花が腕に携たずさえているモノを凝視していた。コレが一体なんなのか、咄とつ嗟さに理解できないのだろう。




　――十二番口径九連発ブローニング猟銃。




　理解できたところで、どうしようもなかろうが。

　全員の思考が停止しているうちに、綾花は『作業』を済ませることにした。

　晴はれ晴ばれとした明るい笑顔で、最も近い標的――ノートを開いてペンを握ったまま、キョトンと綾花を見ている黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの女子生徒へ銃口を向け、




「……ごめんね？　綾花はどうしても、お兄ちゃんに会いたいの。そのためには、お兄ちゃんと同じことをしなくちゃいけないからさ。綾花のために……死んでください」




　――ためらうことなく、引き金を引いた。





サイコメ　２ 殺人姫と林監学校　了










　あとがき　Master of Ceremonies




　貴方がこのあとがきを読んでいるということは、サイコメ二巻はもう書店に並んでいるということでしょう。こんにちは、もしくは初めまして、水みず城しろ水みず城きです。

『殺人姫と林監学校』というサブタイトルの通り、二巻は林間学校を舞台としたお話になっております。ラブとコメディ成分多めです。だって、ラブコメなんだもの。

　とかなんとか言いつつ途中、「エグすぎる」と編集ストップが入ってしまったのは秘密です。一方その頃、イラストには「エロすぎる」と編集ストップが――。

　そんな感じでお送りしますサイコメ二巻、楽しんでいただけると嬉しいです。

　ちなみに作者が一番楽しんでいたのは、しおり制作。『シーツのたたみ方』まで書いてたんですが、さすがに載せられませんでした。あとは、サツジン・ラップとか。

　さて。今回もまたあとがき一ページなので、ここから怒ど濤とうのお礼祭りです。担当の儀ぎ部ぶさま、イラストの生なま煮にえさま、デザインのムシカゴグラフィクスさま、広報の方々、友だち、家族、親戚一同、今作の出版に関わってくださった全ての皆さま、前巻を拝読してくださった読者の皆さま、何より今この本を手に取ってくださっている、貴方。

　本当に、ありがとうございました！　次巻は、夏頃お届けいたします。


水城水城　～BMTHを聴きながら～















著者

水城水城

Mizuki Mizushiro




東海生まれの関東在住。好きなものをつめこんだ『サイコメ』１巻で第14回えんため大賞優秀賞を受賞。ハードコアパンクとモチーフ系トライバル、ディテールに凝った服とアクセサリー、ガスマスクと美少女が好き。業界というモッシュピットの最前線で死ぬまで踊り続けていたいです。







イラスト

生煮え

Namanie




北海道出身。柔らかな線と色使いで、美少女たちの乳と脚を描き分け、ガスマスクも描ききる。昼はゲームグラフィッカー、夜はイラストレーターとして多忙な日々をすごす新進気鋭の絵描き人。

http://namanie.blog.shinobi.jp/
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